
二
七

寛
政
期
読
本
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
研
究
と
翻
刻三　

宅　

宏　

幸

一
、『
怪
談
雨
之
燈
』
に
つ
い
て

　

寛
政
期
に
刊
行
さ
れ
た
読
本
『
怪
談
雨
之
燈
』
に
つ
い
て
、
翻
刻
と
若
干
の

私
見
を
示
す
。

　

数
年
前
に
論
者
が
入
手
し
た
読
本
『
怪
談
雨
之
燈
』
五
巻
五
冊
は
、
山
崎
麓

著
・
書
誌
研
究
会
改
訂
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年

1
注表
』
に
、「
文
政
九
年
〈
一

八
二
六
〉
刊
」
と
あ
る
情
報
だ
け
で
、
そ
の
所
在
や
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

読
本
を
網
羅
的
に
調
査
・
研
究
し
た
横
山
邦
治
「
中
本
も
の
の
諸

2
注相

」
は
、

本
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
怪
談
雨
の
燈
」
も
半
紙
本
で
あ
る
公
算
が
大
で
あ
る
。
寛
政
九
年
刊
の

「
怪
談
夜
半
鐘
」
四
耳
学
斎
の
序
文
に
“
因
著
雨
燈
次
以
此
編
改
号
”
と

見
え
、「
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
」
に
、

　
　
　
　

怪
談
雨
の
燈

　
　
　
　

作
者　

玉
香
山
人
（
心
斎
橋
）

　
　
　
　

板
元　

柏
原
屋
重
兵
衛
（
博
労
町
）

　
　
　
　

出
願　

寛
政
八
年
六
月

　
　
　
　

許
可　

寛
政
八
年
八
月
五
日

　
　

と
あ
る
の
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、“
怪
談
雨
の
燈
”
と
し
て
出
板
許
可
の

申
請
を
し
、
い
ざ
出
板
の
と
き
“
怪
談
夜
半
鐘
”
と
改
題
し
、
文
政
九
年

再
刷
の
際
に
原
題
の
“
怪
談
雨
の
燈
”
に
復
し
て
出
板
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
寛
政
九
年
刊
本
の
序
文
は
耳
学
斎
で
あ
る
が
、
本
文
は

“
李
羅
玉
香
子
”
の
評
め
い
た
も
の
が
各
話
の
末
に
付
い
て
い
て
、
玉
香

子
が
作
者
か
と
も
思
わ
れ
、
文
政
九
年
刊
本
を
見
て
い
な
い
の
で
確
言
は

で
き
な
い
が
、
同
一
本
で
あ
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
半
紙
本
で
あ
る
。

横
山
論
考
で
は
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、『
享
保
以
後
大
阪
出
版



【図１】『怪談雨之燈』刊記（論者架蔵）【図２】『怪談夜半鐘』刊記
（国立国会図書館蔵）

二
八

書
籍
目

3
注録

』
の
記
録
や
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊
『
怪
談
夜
半
鐘
』（
耳
学

斎
作
）
の
巻
末
評
語
に
玉
香
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、『
怪
談
夜
半

鐘
』
の
改
題
本
で
あ
る
可
能
性
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
論
者
が
入
手
し
た
書
籍

を
確
認
す
る
と
、『
怪
談
夜
半
鐘
』
と
内
容
が
異
な
る
こ
と
、
挿
絵
の
図
柄
は

寛
政
頃
の
も
の
と
近
い
こ
と
、
ま
た
横
山
論
考
が
ふ
れ
た
記
録
の
寛
政
八
年
と

い
う
年
時
か
ら
、
本
書
が
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
改
題
本
で
は
な
く
、
寛
政
頃
に

は
成
立
し
て
い
た
と
推
測
で
き
た
。
一
方
で
、
入
手
し
た
本
は
裏
表
紙
が
改
装

さ
れ
て
お
り
、
五
巻
末
の
刊
記
が
欠
け
た
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
可
能
性

と
し
て
、
寛
政
期
に
成
立
し
た
も
の
の
文
政
期
ま
で
出
板
が
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
も
考
え
ら
れ
、
寛
政
刊
と
い
う
確
定
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
九
年
に
巻
一
と
巻
二
を
欠
い
た
『
怪
談
雨
之
燈
』
三
冊

を
入
手
し
た
と
こ
ろ
、
五
巻
末
に
刊
記
【
図
１
】
が
残
っ
て
お
り
、「
寛
政
九

巳
正
月
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
出
願
し
た
書
肆
柏
原
屋
重
兵
衛
の
名
が
入
る
こ

と
や
（「
日
本
橋
本
町
四
丁
目
／
松
原
屋
久
兵
衛
」
は
手
書
き
）、
前
掲
横
山
論

考
で
改
題
と
さ
れ
た
『
怪
談
夜
半
鐘
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
：
一
八
八－
一

八
九
）
の
刊
記
【
図
２
】
と
も
異
な
る
の
で
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
刊
記
と
考

え
て
よ
い
。
よ
っ
て
、『
怪
談
雨
之
燈
』
は
寛
政
九
年
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え

う
る
。『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』
に
記
さ
れ
た
「
文
政
九
年
」
の
記
載
は

「
寛
政
九
年
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
水
谷
不
倒
「
古
書
の
研

4
注究

」
が
明
治
期
と
大
正
期
の
古
書
の
値
段
を



二
九

メ
モ
し
て
お
り
、『
怪
談
雨
之
燈
』
は
大
正
一
二
年
に
五
冊
が
「
三
圓
」
で
売

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
価
格
は
『
英
草
紙
』（
合
一
冊
）
や
『
不
埒

物
語
』（
七
冊
）
と
同
価
格
で
あ
る
。

二
、『
怪
談
雨
之
燈
』
諸
本
と
書
誌

　

で
は
、
現
状
で
把
握
し
て
い
る
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
諸
本
に
つ
い
て
、
以
下

に
書
誌
を
示
す
。
な
お
、
書
名
は
内
題
を
採
用
し
て
い
る
。

❶
三
宅
所
蔵
本
（
Ａ
）

所
蔵　
　

三
宅
宏
幸

体
裁　
　

半
紙
本
、
五
巻
五
冊
。

表
紙　
　

原
装
焦
茶
色
無
地
。
縦
二
二
・
五
×
横
一
五
・
八
糎
。
裏
表
紙
は
改

装
金
茶
色
無
地
。

題
簽　
　

巻
一
欠
。
原
題
簽
「
怪
談
雨
の
燈　

弐
（
三
〜
五
）」（
左
肩
、
四
周

双
辺
子
持
枠
）。

内
題　
　

巻
一 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
一
／
素
羅　

玉
香
子
著
／
成
林　

新
狸

子
校
」。

　
　
　
　

巻
二 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
二
／
素
羅　

玉
香
散
人
著
／
成
林　

新

狸
山
人
校
」

　
　
　
　

巻
三 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
三
／
素
羅　

玉
香
山
人
著
／
成
林　

新

狸
散
人
校
」

　
　
　
　

巻
四 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
四
／
素
羅　

玉
香
散
人
著
／
成
林　

新

狸
誹
士
校
」。

　
　
　
　

巻
五 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
五
／
素
羅　

玉
香
山
人
著
／
成
林　

新

狸
子
校
」。

序　
　
　
「
雨
之
燈
序
」、
末
尾
に
「
黄
薇 

玉
香
識
」。

目
録
題　
「
怪
談
雨
之
燈
目
録
」。
巻
之
一
〜
巻
之
五
の
目
録
を
掲
げ
、
末
尾
に

「
目
録
畢
」。

版
心　
　
「
怪
談
雨
之
燈
巻
之
一
（
〜
五
）　

○
（
丁
付
）」。

尾
題　
　
「
怪
談
雨
之
燈
第
一
（
〜
五
）
終
」。

匡
郭　
　

四
周
単
辺
、
縦
一
七
・
三
×
横
一
三
・
五
糎
（
巻
一
）。

行
数　
　

序
八
行
、
目
録
八
行
（
巻
一
）。
本
文
八
行
（
全
巻
）。

丁
数　
　

巻
一 　

序
一
丁
「
一
」、
目
録
一
丁
「
二
」、
本
文
一
四
丁
「
一
（
〜

十
四
）」。

　
　
　
　

巻
二 　

本
文
一
六
丁
半
「
一
（
〜
十
五
、
終
）」。

　
　
　
　

巻
三 　

本
文
一
六
丁
「
一
（
〜
十
四
、
十
四
、
十
五
）」。
三
丁
と
四

丁
の
綴
じ
が
逆
、「
十
四
」
の
丁
付
が
二
丁
あ
る
。

　
　
　
　

巻
四 　

本
文
一
四
丁
半
「
一
（
〜
十
四
、
終
）」。

　
　
　
　

巻
五 　

本
文
一
七
丁
半
「
一
（
〜
十
八
）」、
刊
記
半
丁
。



三
〇

挿
絵　
　

巻
一　

九
ウ
・
十
オ

　
　
　
　

巻
二　

十
二
ウ
・
十
三
オ

　
　
　
　

巻
三 　

六
ウ
・
七
オ

　
　
　
　

巻
四 　

八
ウ
・
九
オ

　
　
　
　

巻
五 　

十
二
ウ
・
十
三
オ

刊
記　
　

欠
。

印
記　
　

全
冊
一
オ
上
部
に
「
現
金
」。

備
考　
　

裏
表
紙
に
墨
書
で
「
依
田
直
義
」
の
署
名
あ
り
。

❷
三
宅
所
蔵
本
（
Ｂ
）

所
蔵　
　

三
宅
宏
幸

体
裁　
　

半
紙
本
、
三
巻
三
冊
（
巻
三
〜
五
）。

表
紙　
　

原
装
焦
茶
色
無
地
。
縦
二
二
・
四
×
横
一
五
・
九
糎
。

題
簽　
　

な
し
。

内
題　
　

巻
三 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
三
／
素
羅　

玉
香
山
人
著
／
成
林　

新

狸
散
人
校
」。

　
　
　
　

巻
四 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
四
／
素
羅　

玉
香
散
人
著
／
成
林　

新

狸
誹
士
校
」。

　
　
　
　

巻
五 

「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
五
／
素
羅　

玉
香
山
人
著
／
成
林　

新

狸
子
校
」。

版
心　
　
「
怪
談
雨
之
燈
巻
之
三
（
〜
五
）　

○
（
丁
付
）」。

尾
題　
　
「
怪
談
雨
之
燈
第
三
（
〜
五
）
終
」。

匡
郭　
　

四
周
単
辺
、
縦
一
七
・
四
×
横
一
三
・
三
糎
（
巻
三
）。

行
数　
　

本
文
八
行
（
全
巻
）。

丁
数　
　

巻
三 　

本
文
一
六
丁
「
一
（
〜
十
四
、
十
四
、
十
五
）」。
三
丁
と
四

丁
の
綴
じ
が
逆
、「
十
四
」
の
丁
付
が
二
丁
あ
る
。

　
　
　
　

巻
四 　

本
文
一
四
丁
半
「
一
（
〜
十
四
、
終
）」。

　
　
　
　

巻
五 　

本
文
一
七
丁
半
「
一
（
〜
十
八
）」、
刊
記
半
丁
。

挿
絵　
　

巻
三 　

六
ウ
・
七
オ

　
　
　
　

巻
四 　

八
ウ
・
九
オ

　
　
　
　

巻
五 　

十
二
ウ
・
十
三
オ

刊
記　
　
「
寛
政
九
巳
正
月
／
大
坂
書
林
／
心
斎
橋
筋
博
労
町　

柏
原
屋
重
兵

衛
／
堺
筋
高
麗
橋
南
江
入　

塩
屋
権
平
」。

印
記　
　

全
冊
一
オ
上
部
に
「
井
清
」「
眞
志
甚
」「
越
長
」。

備
考　
　

刊
記
の
中
央
下
部
に
、
墨
書
で
「
日
本
橋
本
町
四
丁
目　

松
原
屋
久

兵
衛
」
と
書
肆
を
書
き
加
え
た
落
書
き
が
あ
る
。

❸
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
雅
俗
文
庫
所
蔵
本

所
蔵　
　

九
州
大
学
附
属
図
書
館
雅
俗
文
庫
（
二
〇－

三－

〇
二
二
）

書
型　
　

半
紙
本
、
一
巻
一
冊
（
巻
四
の
み
の
零
本
）。



三
一

表
紙　
　

原
装
焦
茶
色
無
地
。
縦
二
二
・
四
×
横
一
五
・
九
糎
。

題
簽　
　

な
し
。

内
題　
　
「
怪
談
雨
之
燈
初
編
第
四
／
素
羅　

玉
香
散
人
著
／
成
林　

新
狸
誹

士
校
」。

版
心　
　
「
怪
談
雨
之
燈
巻
之
四　

○
（
丁
付
）」。

尾
題　
　
「
怪
談
雨
之
燈
第
四
終
」。

匡
郭　
　

四
周
単
辺
、
縦
一
七
・
四
×
横
一
三
・
四
糎
（
巻
四
）。

行
数　
　

本
文
八
行
（
全
巻
）。

挿
絵　
　

巻
四 　

八
ウ
・
九
オ

印
記　
　

な
し
。

備
考　
　

中
野
三
敏
氏
旧
蔵
。
表
紙
見
返
し
右
下
に
瓢
簞
の
落
書
き
あ
り
。

　

以
上
、
現
状
で
把
握
し
て
い
る
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
諸
本
は
三
点
で
あ
り
、

五
巻
五
冊
で
揃
っ
て
い
る
の
は
三
宅
所
蔵
Ａ
本
と
な
る
が
、
刊
記
は
Ｂ
本
に
の

み
存
す
る
。
ま
た
、
初
編
と
あ
る
が
、
続
編
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

三
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
作
者
・
画
工
・
書
肆

　
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
作
者
に
つ
い
て
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
し
か
し
、『
怪
談
雨
之
燈
』
や
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
出
願
や
序
の
検

証
に
よ
り
、
吉
備
（
備
前
）
出
身
の
人
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
横
山
論
考
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』

に
、「
怪
談
雨
の
燈
」
の
作
者
と
し
て
「
玉
香
山
人
（
心
斎
橋
）」
と
あ
る
が
、

『
怪
談
雨
之
燈
』
序
の
末
尾
に
は
「
黄
薇 

玉
香
識
」
と
記
さ
れ
、
作
者
の
玉
香

が
吉
備
（
黄
薇
）
に
係
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
く

『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
の
「
怪
談
夜
半
鐘
」
の
項
に
、

　
　

怪
談
夜
半
鐘　

四
冊

　
　
　
　

墨
付
四
十
六
丁

　
　

作
者　

三
村
朱
助
（
備
前
）

　
　

版
元　

塩
屋
権
平

　
　
　
　

新
板
発
行
申
出

　
　
　
　

右
板
元
よ
り
の
申
出
で
を
本
屋
行
事
に
て
聞
届
け
板
行

　
　

申
出
年
月　

寛
政
八
年
九
月

と
、
作
者
を
「
備
前
」
の
三
村
朱
助
と
記
す
。『
怪
談
夜
半
鐘
』
は
江
戸
の

『
割
印
帳
』
寛
政
八
丙
辰
年
十
二
月
二
日
不
時
割
印
の
項
に
も
そ
の
書
名
が
見

え
、
そ
れ
に
よ
る

5
注と

、

　
　

寛
政
八
丙
辰
年
四
月



三
二

　
　
　

夜
半
鐘　

全
四
冊　

耳
学
斎
著

 

板
元　

大
坂
塩
屋
権
平
／
売
出　

橋
本
権
次
郎

　
　
　

墨
付
四
十
七
丁

と
、
著
者
を
耳
学
斎
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
横
山
論
考
が
述
べ
た
よ
う

に
、『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
序
に
は
、「
因
著
雨
燈
次
以
此
編
改
号
玉
香
」、「
丙
辰

秋
九
月　

旧
号　

耳
学
斎
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
耳
学
斎
は
『
怪

談
雨
之
燈
』
を
執
筆
し
た
寛
政
八
年
六
月
頃
に
玉
香
と
号
を
改
め
た
。
そ
し
て

同
年
九
月
の
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
執
筆
で
は
旧
号
の
耳
学
斎
で
序
を
記
し
、
さ

ら
に
巻
末
評
語
を
新
号
の
玉
香
の
名
で
著
し
た
と
理
解
で
き
る
。
以
上
の
記
述

か
ら
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
玉
香
と
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
耳
学
斎
・
三
村
朱
助

は
全
て
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
序
で
は
「
余
、
嘗
て
宣
父
の
怪
力
乱
神
を
語
ら
ざ
る
を

怪
む
」（
原
漢
文
）
と
『
論
語
』
述
而
第
七
を
話
題
に
し
、
ま
た
巻
四
「
丹
波

小
女ぢ

よ

郎ら
う

殺こ
ろ
す㍼古
狸
㍽話
」
で
は
、「
経け
い

史し

諸し
よ

子し

百し
や

家く
か

小
説せ

つ

」
を
修
め
た
石
部
小
三

郎
が
「
時と

き

の
老ら

う

儒じ
ゆ

先せ
ん

生せ
い

」
に
憎
ま
れ
、
冤
罪
で
国
を
追
放
さ
れ
る
と
い
う
展
開

に
な
っ
て
い
る
。
本
文
に
は
小
三
郎
が
「
人
に
諂へ

つ
らひ
世よ

を
渡わ

た

る
当た

う

世せ
い

儒じ
ゆ

者し
や

の
手し

ゆ

段だ
ん

」
を
知
ら
な
い
と
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
作
者
の
儒
学
へ
の
関
心
と

当
世
の
儒
者
へ
の
批
判
め
い
た
も
の
が
見
て
取
れ
る
。

　

近
藤
瑞
木
「
怪
談
物
読
本
の
展

6
注開

」
が
『
怪
談
夜
半
鐘
』
に
つ
い
て
、

　
　

一
巻
で
は
堕
落
僧
、
三
巻
で
は
人
間
界
に
流
謫
さ
れ
た
道
人
、
四
巻
で
は

似
非
儒
者
を
扱
っ
て
お
り
、
巷
間
の
宗
教
者
や
学
者
に
対
す
る
著
者
の
問

題
意
識
が
寓
せ
ら
れ
て
い
る
。（
傍
線
論
者
、
以
下
同
）

と
指
摘
す
る
こ
と
と
も
通
じ
て
い
よ
う
。
玉
香
は
儒
者
、
あ
る
い
は
儒
学
に
関

係
す
る
人
物
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
に
触
れ
る
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
と
『
怪
談
夜
半
鐘
』
は
と
も
に
大
坂
の

書
肆
塩
屋
権
平
が
出
版
に
携
わ
る
。
そ
し
て
こ
の
塩
屋
権
平
は
、

　
　

寛
政
八
丙
辰
六
月

　
　
　

訂
斎
夜
話　

全
一
冊　

久
米
円
次
著

 

板
元　

大
坂
塩
屋
権
平
／
売
出　

橋
本
権
次
郎

　
　
　

墨
付
十
五
丁

と
、
江
戸
の
『
割
印
帳
』
寛
政
八
年
辰
八
月
六
日
不
時
割
印
の
項
に
あ
る
よ
う

に
、
近
い
時
期
に
久
米
訂
斎
に
関
す
る
書
を
刊
行
す
る
。
久
米
訂
斎
は
近
世
中

期
の
京
都
の
儒
者
で
、
崎
門
三
傑
の
一
人
三
宅
尚
斎
に
学
び
、
程
朱
の
性
理
説

究
明
に
優
れ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

7
注る

。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
塩
屋

権
平
に
儒
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
玉
香
も
そ
の
関
係
で
両
作
品
の
執
筆
に

関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。



【図３】『漫遊記』巻一（２ウ・３オ）国文学研究資料館所蔵
（ナ四 ‒ 九一一 ‒ 一）

三
三

　

ま
た
『
怪
談
雨
之
燈
』
は
作
者
の
他
に
「
新
狸
子
」
の
校
正
が
入
る
。
こ
の

新
狸
子
に
つ
い
て
は
一
切
情
報
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
判
然
と
し
な

い
。
著
述
に
関
わ
っ
た
二
人
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
る
。

　

次
に
画
工
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
各
諸
本
に
は
、
画
工
に
つ
い
て
の
記

載
等
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
は
不
明
な
も
の
の
『
改
訂
日
本
小
説
書
目

年
表
』
に
「
李
羅
玉
香
子
／
石
田
玉
山
画
」（
作
者
は
正
し
く
は
「
素0

羅
玉
香

子
」）
と
あ
る
。
た
し
か
に
挿
絵
の
図
柄
は
玉
山
風
で
あ
り
、
石
田
と
し
た
の

は
「
文
政
九
年
刊
」
と
い
う
時
期
か
ら
推
測
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
田
玉

山
は
岡
田
玉
山
に
師
事
し
た
玉
峯
（
蓼
華
）
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に

『
怪
談
雨
之
燈
』
は
寛
政
九
年
刊
の
た
め
、
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
岡
田
玉
山
で

あ
っ
て
も
問
題
は
な
い
。

　

寛
政
一
〇
年
一
一
月
刊
の
作
品
に
建
部
綾
足
著
『
漫
遊
記
』
が
あ
る
。
本
書

に
は
【
図
３
】
の
よ
う
に
左
部
に
「
法
橋
玉
山
図
」
と
記
さ
れ
る
挿
絵
が
あ
り

（
以
下
、『
漫
遊
記
』
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
に
拠
る
）、
岡
田
玉
山
画

と
確
定
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、『
漫
遊
記
』
の
図
柄
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
の

図
柄
と
で
共
通
す
る
箇
所
が
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、【
図
３
】
の
一
部
で
あ

る
【
図
３
ａ
】
の
老
人
の
顔
は
、『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
四
に
お
け
る
挿
絵
の
老

人
の
描
き
方
【
図
４
】
と
似
る
。
頰
の
角
張
っ
た
形
、
口
角
、
額
の
し
わ
、
顎

髭
な
ど
の
描
き
方
が
共
通
し
て
い
よ
う
。
他
に
も
、『
漫
遊
記
』
巻
五
の
挿
絵

【
図
５
】
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
五
の
挿
絵
【
図
６
】
で
は
、
と
も
に
怪
異
の



玉
峯
画
『
絵
本
報
仇
安
達
原
』

（
ナ
四－

一
八
五－

四
〜
六
）

玉
山
画
『
漫
遊
記
』

【図３ａ】『漫遊記』

【図４】『雨之燈』巻四
【図５】『漫遊記』巻五

【図６】『雨之燈』巻五

【図７】『漫遊記』巻五【図８】『漫遊記』巻五

【図９】『安達原』冊六【図10】『安達原』冊四

【図11】『雨之燈』巻四

【図12】『雨之燈』巻四

三
四



三
五

女
性
が
描
か
れ
、
両
者
の
構
図
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
左
手

の
袖
で
あ
ご
を
隠
し
、
ま
た
足
を
描
か
な
い
こ
と
で
怪
異
の
女
性
を
表
現
し
て

い
る
。
加
え
て
、
鬢
の
描
き
方
や
、
見
切
れ
て
は
い
る
が
女
性
に
驚
く
人
物
の

手
も
類
似
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
玉
山
と
玉
峯
と
で
人
物
の
鼻
や
耳
の
描
き
方
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。『
漫
遊
記
』
の
男
性
【
図
７
】
と
女
性
【
図
８
】
は
、
鼻
筋
を
す
っ

き
り
と
し
た
一
本
の
線
で
描
い
て
い
る
。
だ
が
、
玉
峯
（
蓼
華
）
が
描
い
た
文

亭
箕
山
作
『
絵
本
報
仇
安
達
原
』（
文
化
四
年
刊
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

本
に
拠
る
）
の
男
性
【
図
９
】
と
女
性
【
図
10
】
の
図
で
は
、
鼻
翼
部
が
描
か

れ
て
い
る
。
耳
の
描
き
方
に
関
し
て
も
、『
絵
本
報
仇
安
達
原
』
の
耳
の
中
が

細
か
く
描
写
さ
れ
る
一
方
、『
漫
遊
記
』
は
簡
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
時
期
に

よ
る
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
男
性
【
図
11
】
と
女
性

【
図
12
】
の
鼻
や
耳
の
描
き
方
を
確
認
す
る
と
、
寛
政
一
〇
年
に
描
か
れ
た

『
漫
遊
記
』
と
似
通
う
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
画
工
は

岡
田
玉
山
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
板
元
は
、『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
で
柏
原
屋

重
兵
衛
が
出
願
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
柏
原
屋
が
板
元
と
思
わ
れ
た
。
だ

が
、
先
に
示
し
た
刊
記
に
よ
る
と
主
板
元
は
塩
屋
権
平
の
よ
う
で
あ
る
。
塩
屋

権
平
は
『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
板
元
で
も
あ
り
、
こ
の
『
怪
談
夜
半
鐘
』
と
『
怪

談
雨
之
燈
』
が
同
作
者
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、『
怪
談
雨

之
燈
』
と
『
怪
談
夜
半
鐘
』
と
は
、
板
元
と
作
者
と
を
同
じ
く
す
る
、
い
わ
ば

姉
妹
本
の
よ
う
な
関
係
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
塩
屋
権
平
は
寛
政
期
の
怪
談

本
の
出
版
に
少
な
か
ら
ず
関
わ
っ
て
い
る
。
寛
政
八
年
刊
の
波
天
奈
志
小
浮
禰

作
『
怪
談
旅
之
曙
』
も
塩
屋
権
平
の
出
版
で
あ
る
。

　
『
怪
談
旅
之
曙
』
は
水
谷
不
倒
「
選
択
古
書
解

8
注題

」
に
、「
筆
に
迫
力
が
あ
っ

て
、
表
現
に
巧
み
で
あ
る
」
と
賞
さ
れ
、
前
掲
近
藤
論
考
で
も
「
怪
異
描
写
が

充
実
し
て
い
る
」、「
鬼
の
化
け
た
女
房
と
枕
を
並
べ
ね
ば
な
ら
な
い
夫
の
怯
え

た
心
理
描
写
な
ど
、
圧
巻
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
坂
の
『
享

保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
は
『
怪
談
旅
之
曙
』
の
名
が
な
く
、
江
戸
の

『
割
印
帳
』
寛
政
八
辰
年
五
月
八
日
不
時
の
項
に
見
え
る
。

　
　

同
四
月

　
　
　

怪
談
旅
之
曙　

全
四
冊　

小
浮
弥
撰

 

板
元　

大
坂
塩
屋
権
平
／
売
出　

橋
本
権
次
郎

　
　
　

同
五
十
九
丁

板
元
が
大
坂
の
塩
屋
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
の
『
割
印
帳
』
に
の
み

記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
先
述
の
『
怪
談
夜
半
鐘
』
は
『
怪
談
旅
之
曙
』

と
同
じ
く
、
板
元
が
塩
屋
権
平
、
売
出
が
橋
本
権
次
郎
で
、『
享
保
以
後
大
阪



【図14】『怪談旅之曙』刊記
（大洲市立図書館矢野文庫蔵）

【図13】『怪談旅之曙』刊記（論者架蔵）
三
六

出
版
書
籍
目
録
』
に
も
出
願
の
記
載
が
あ
る
。
気
に
な
る
の
は
、
大
坂
本
屋
仲

間
記
録
の
『
出
勤
帳
十
三
番
』
寛
政
七
年
二
月
十
四
日
の
項

9
注に

、

　
　

一
塩
屋
権
平
よ
り
、
怪
談
旅
寝
之
時
雨
と
申
書
願
出
候
所
、
文
中
不
埒
ニ

付
願
出
来
不
申
候

と
あ
り
、
塩
屋
権
平
か
ら
出
願
さ
れ
た
『
怪
談
旅
寝
之
時
雨
』
な
る
書
籍
が

「
文
中
不
埒
」
と
い
う
理
由
で
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
書
名
に

「
怪
談
旅
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
『
怪
談
旅
寝
之
時
雨
』
は

『
怪
談
旅
之
曙
』
の
原
型
な
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、『
怪
談
旅
之
曙
』

の
諸
本
を
見
て
い
る
と
刊
記
が
二
種
類
あ
り
、
一
つ
が
論
者
架
蔵
本
の
刊
記

【
図
13
】
の
よ
う
に
「
樽
屋
権
治
郎
」
と
す
る
も
の
、
も
う
一
つ
が
大
洲
市
立

図
書
館
矢
野
文
庫
本
（
五
一－

九
七
）
の
刊
記
【
図
14
】
の
よ
う
に
、「
橋
本

権
治
郎
」
と
す
る
も
の
に
分
か
れ
て
い
る
。
摺
り
や
字
形
な
ど
か
ら
「
樽
屋
」

の
刊
記
が
先
で
「
橋
本
」
の
刊
記
は
入
木
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
を
比
較
す
る

と
興
味
深
い
例
が
見
え
る
。

　
『
旅
之
曙
』
巻
四
、
浮
気
性
の
娘
が
親
に
勘
当
さ
れ
、
親
族
を
頼
っ
て
山
の

中
を
歩
い
て
い
る
と
大
蛇
と
鬼
に
出
く
わ
す
。
木
の
上
に
逃
げ
る
娘
を
蛇
が
追

い
か
け
て
く
る
。
論
者
架
蔵
本
に
お
い
て
、
当
該
場
面
の
続
き
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
る
。



【図15】【図16】

三
七

　
　

ほ
ど
な
く
梢こ

ず
へな

り
ぬ
れ
ば
、「
こ
ゝ
を
か
ぎ
り
の
い
の
ち
な
り
。
飛
お
り

ん
。」
と
う
つ
ふ
け
ば
、
件く

だ
んの

鬼お
に

が
下
に
は
口
あ
き
待
て
い
る
。
か
な
し

や
、
し
り
へ
つ
き
か
ゝ
り
、
赤
き
舌し
た

ニ
て
玉

ぎ
よ
く

門も
ん

を
げ
そ
り
〳
〵
と
ね
ぶ

り
か
け
、
鬼
は
長
き
杖つ

へ

に
松
の
梢こ

ず
へつ
き
ゆ
す
る
。

一
方
、「
橋
本
」
と
す
る
刊
記
の
本
で
は
、
こ
の
「
玉
門
」
の
箇
所
が
、

　
　

ほ
ど
な
く
梢こ

ず
へな

り
ぬ
れ
ば
、「
こ
ゝ
を
か
ぎ
り
の
い
の
ち
な
り
。
飛
お
り

ん
。」
と
う
つ
ふ
け
ば
、
件く

だ
んの

鬼お
に

が
下
に
は
口
あ
き
待
て
い
る
。
か
な
し

や
、
し
り
へ
つ
き
か
ゝ
り
、
赤
き
舌し

た

デ
腰□

し

の
当あ

た

リ
を
げ
そ
り
〳
〵
と
ね
ぶ

り
か
け
、
鬼
は
長
き
杖つ
へ

に
松
の
梢こ

ず
へつ
き
ゆ
す
る
。

と
な
る
。
当
該
箇
所
の
版
面
【
図
15
】（
論
者
架
蔵
本
）
と
【
図
16
】（
大
洲
市

立
図
書
館
矢
野
文
庫
蔵
本
）
を
見
て
も
、
修
正
が
確
認
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
大
蛇
が
女
性
に
襲
い
か
か
り
、
陰
部
に
あ
た
る
「
玉
門
」
を
ね
ぶ

る
と
い
う
表
現
が
「
文
中
不
埒
」
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
大
坂
で
は
許
可

が
下
り
ず
、「
腰
の
当
リ
」
と
表
現
を
改
め
た
上
で
、
江
戸
に
販
売
の
中
心
を

移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
刊
記
が
「
橋
本
」
と
な
っ
て
い
て
も
「
玉
門
」
の
ま
ま
の
諸
本
も

あ
り
（
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
文
庫
本
：
五
一－

九
八
）、
引
き
続
き
書
誌
の

詳
し
い
検
証
を
要
す
る
。『
怪
談
旅
之
曙
』
が
雑
な
造
本
を
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
怪
談
旅
之
曙
』
に
は
文
中
の
表
現
や

刊
記
の
異
な
る
諸
本
が
あ
り
、「
文
中
不
埒
」
と
認
識
さ
れ
そ
う
な
表
現
が
改

め
ら
れ
た
形
跡
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
営
為
を
行
っ
た
の
が
大
坂
の
書
肆

塩
屋
権
平
で
あ
り
、
こ
の
塩
屋
権
平
が
断
続
的
に
『
怪
談
雨
之
燈
』
や
『
怪
談

夜
半
鐘
』
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
刊
記
が
判
明
し
た
こ
と
で
、『
怪
談
旅
之

曙
』
や
『
怪
談
雨
之
燈
』、
ま
た
『
怪
談
夜
半
鐘
』
な
ど
、
塩
屋
権
平
が
中
心

と
な
り
、
江
戸
の
橋
本
権
次
郎
ら
と
と
も
に
寛
政
八
、
九
年
頃
に
怪
談
本
の
出

版
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
付
記
す
る
と
、『
怪
談
雨
之

燈
』
を
出
願
し
た
柏
原
屋
重
兵
衛
も
『
怪
談
旅
之
曙
』
の
刊
記
【
図
13
】
に
名

を
連
ね
て
お
り
、
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
思
し
い
。
今
後
、
寛
政
期
の
怪
談
の

出
版
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
際
に
、
書
肆
の
動
き
も
念
頭
に
置
い
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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四
、『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
一
の
類
話
と
相
違

　
『
怪
談
雨
之
燈
』
は
五
巻
五
冊
で
、
各
巻
に
一
話
を
配
す
体
裁
で
あ
る
。
詳

し
く
は
翻
刻
を
参
照
頂
き
た
い
が
、
巻
一
の
内
容
は
既
存
に
見
ら
れ
る
怪
談
と

共
通
し
た
要
素
を
持
つ
。
以
下
、
例
と
し
て
梗
概
を
示
す
。

　
　

作
州
侯
に
仕
え
る
高
木
駒
之
助
は
家
中
に
比
類
な
き
強
者
。
屋
敷
を
賜
る

こ
と
に
な
り
、
要
望
を
聞
か
れ
た
駒
之
助
は
、
郊
外
の
山
屋
敷
を
所
望
す

る
。
屋
敷
は
怪
異
が
起
き
る
こ
と
で
有
名
で
、
周
囲
が
止
め
る
の
も
聞
か

ず
、
駒
之
助
は
母
と
暮
ら
す
。
あ
る
日
、
屋
敷
初
め
の
祝
い
の
準
備
中
、

料
理
人
が
切
っ
た
魚
の
頭
か
ら
蔓
が
生
え
て
花
を
開
き
、
数
百
の
瓢
簞
と

な
っ
た
か
と
思
う
と
、
次
々
と
落
ち
て
元
の
切
り
身
と
な
っ
た
。
ま
た
、

明
け
方
に
得
体
の
知
れ
な
い
女
性
が
現
れ
、
駒
之
助
の
母
が
驚
く
こ
と
も

あ
っ
た
。
あ
る
夜
、
駒
之
助
の
屋
敷
に
元
の
屋
敷
の
主
と
名
乗
る
大
坊
主

が
来
訪
、
刀
一
腰
を
駒
之
助
に
渡
す
。
駒
之
助
が
受
け
取
る
ふ
り
を
し
て

抜
き
打
ち
に
斬
り
つ
け
る
と
、
大
き
な
音
を
立
て
て
逃
げ
た
。
駒
之
助
は

主
君
か
ら
褒
め
ら
れ
る
。
駒
之
助
の
屋
敷
で
は
下
女
の
小
春
が
勤
め
て
お

り
、
駒
之
助
の
母
も
気
に
入
っ
て
い
た
。
駒
之
助
が
う
た
た
寝
を
し
て
い

る
と
、
書
に
歌
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
駒
之
助
は
怪
し
み
、
小
春
に
城
へ
送

る
手
紙
の
代
筆
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
歌
の
手
蹟
と
同
筆
で
あ
っ
た
。
駒
之

助
は
小
春
に
母
に
許
し
を
受
け
る
ま
で
は
待
つ
よ
う
に
諭
す
。
あ
る
夜
、

駒
之
助
が
厠
に
行
く
と
、
下
か
ら
腕
が
出
て
き
て
陰
囊
を
握
る
。
す
か
さ

ず
刀
で
斬
る
。
次
の
日
に
小
春
を
起
こ
し
に
行
く
と
、
右
の
腕
が
な
く
、

般
若
の
顔
と
な
っ
て
逃
げ
去
っ
た
。
そ
の
内
に
帰
っ
て
き
た
小
春
が
文
字

は
書
け
な
い
と
言
う
。
こ
れ
ま
で
の
小
春
は
妖
怪
の
変
化
で
あ
っ
た
。
夏

の
日
に
駒
之
助
が
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
一
団
の
黒
雲
が
き
て
、
雲
の
中

か
ら
現
れ
た
大
き
な
手
が
風
呂
ご
と
摑
ん
で
飛
び
立
つ
。
駒
之
助
は
大
木

で
手
を
打
っ
て
北
山
の
麓
に
落
ち
る
。
小
春
を
探
す
と
南
の
森
の
梢
で
死

ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
駒
之
助
は
力
自
慢
を
や
め
、
孔
子
の
道
を
学
ぶ
よ

う
に
な
る
と
、
妖
怪
も
出
な
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
高
木
駒
之
助
は
、
近
世
前
期
の
武
士
で
作
州
森
家
に
仕
え

た
、
高
木
流
の
元
祖
と
し
て
著
名
な
高
木
馬
之
10
注助

を
も
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
和
田
烏
江
が
著
し
た
随
筆
『
異
説
ま
ち
〳
11
注〵
』
に
、

　
　

一
森
美
作
守
殿
家
来
高
木
右
馬
介
、
松
本
三
平
、
河
端
八
左
衛
門
、
三
人

の
大
力
な
り
。
又
船
頭
の
大
力
あ
り
け
る
が
、
右
馬
介
殿
大
力
に
て
、

我
等
が
腕
を
ね
ぢ
て
も
ら
い
度
と
自
慢
し
け
る
を
、
右
馬
介
聞
て
、
船

頭
の
二
の
腕
を
心
安
く
三
五
度
ね
ぢ
廻
し
た
る
と
ぞ
。
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と
馬
之
助
が
大
力
自
慢
の
船
頭
を
子
ど
も
扱
い
す
る
様
が
記
さ
れ
、
彼
が
「
大

力
」
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
。
随
筆
『
武
野
燭
談
』
に
も
「
美
作
の
士
に
、
高

木
右
馬
助
と
い
ふ
大
力
の
12
注者
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
馬
之
助
と
い
え
ば
「
大

力
」
で
あ
る
と
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
そ
の
駒
之
助
の
武
勇
譚
と
し
て
、
空

き
屋
敷
で
起
こ
る
怪
異
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
手
の
空
き
屋
敷
を
舞
台
に
し
た
怪
異
譚
は
、『
怪
談
雨
之
燈
』
以
前
の

怪
談
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
未み

達た
つ

作
の
浮
世
草
子
『
新し

ん

御お

伽と
ぎ

婢ぼ
う

子こ

』（
天

和
三
年
〈
一
六
一
七
〉
刊
）「
古
屋
剛
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
梗
概
を
以
下

に
示
13
注す

。

　
　

九
州
の
赤
松
某
は
勇
猛
の
士
。
城
の
側
に
荒
れ
果
て
た
屋
敷
が
あ
り
、
百

姓
に
聞
く
と
「
化
生
」
が
出
る
と
い
う
。
赤
松
は
主
人
に
退
治
を
命
じ
ら

れ
、
屋
敷
に
移
る
。
下
侍
四
五
人
と
夜
が
更
け
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
赤

松
以
外
眠
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
、「
其
長
天
井
に
ひ
と
し
き
坊
主
」
が

現
れ
、
ま
た
明
日
の
夜
に
や
っ
て
く
る
と
告
げ
る
。
翌
日
、
法
師
が
来
訪

し
、
自
分
が
「
此
所
の
主
」
で
あ
る
こ
と
、
赤
松
の
「
大
剛
」
な
る
こ
と

を
褒
め
、「
刀
一
腰
」
を
引
出
物
と
し
て
渡
そ
う
と
す
る
。
赤
松
は
刀
を

受
け
取
る
や
い
な
や
法
師
を
斬
り
つ
け
る
。
法
師
は
庭
に
逃
げ
だ
し
、
血

の
跡
を
追
う
と
牛
ほ
ど
の
古
狸
が
お
り
、
斬
り
殺
し
た
。
狸
か
ら
受
け

取
っ
た
刀
を
御
前
に
披
露
す
る
と
、
家
老
の
秘
蔵
の
刀
で
あ
っ
た
。

　

空
き
屋
敷
に
「
化
生
」
が
出
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
現
れ
た
「
坊
主
」
が
勇

猛
の
士
に
刀
一
腰
を
与
え
、
武
士
が
そ
の
刀
で
「
化
生
」
を
斬
る
な
ど
、『
怪

談
雨
之
燈
』
の
展
開
を
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

ま
た
根ね

岸ぎ
し

鎮や
す

衛も
り

著
の
随
筆
『
耳み

み

囊ぶ
く
ろ
』
巻
一
〇
「
熊
本
城
内
」
に
も
類
話
が

載
る
。
近
時
、
菊
池
庸
介
「
日
本
近
世
文
学
の
中
に
お
け
る
「
城
郭
の
怪
異
」

│
版
本
や
近
世
実
録
な
ど
の
写
本
か
ら
う
か
が
え
る
も
の
14
注│

」
が
簡
潔
に
ま
と

め
た
概
略
を
引
用
す
る
。

　
　

細
川
越
中
守
の
本
国
で
召
し
抱
え
ら
れ
た
侍
は
、
周
囲
が
止
め
る
の
を
聞

か
ず
に
怪
異
の
出
る
屋
敷
に
住
む
。
一
人
の
男
が
や
っ
て
き
て
、
こ
の
侍

が
越
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
難
儀
を
訴
え
る
が
、
侍
は
、
拝
領
し
た
屋
敷

で
あ
る
か
ら
と
出
て
行
く
こ
と
を
断
り
、
こ
こ
に
男
が
住
む
の
は
認
め
る

も
の
の
、
人
び
と
を
驚
か
し
た
り
化
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
考
え

が
あ
る
と
答
え
、
男
を
承
知
さ
せ
る
。
半
年
ほ
ど
経
ち
、
男
が
麻
上
下
姿

で
現
れ
侍
の
屋
敷
の
隅
に
、
十
間
四
方
の
土
地
を
賜
り
た
い
と
述
べ
、
侍

は
承
知
し
、
普
請
も
許
す
。
そ
の
夜
、
木
遣
り
の
声
な
ど
聞
こ
え
普
請
を

す
る
様
子
が
し
て
、
家
内
は
恐
れ
る
が
、
侍
は
狐
狸
の
せ
い
と
意
に
介
さ

な
い
。
あ
る
夜
、
男
が
普
請
の
礼
を
述
べ
に
来
て
、
侍
を
屋
敷
に
招
待
す

る
。
屋
敷
に
は
立
派
な
取
り
次
ぎ
の
侍
が
三
人
出
て
き
て
座
敷
に
案
内
、

侍
は
饗
応
を
受
け
さ
ら
に
勝
手
に
案
内
さ
れ
る
。
後
に
侍
は
、
是
よ
り
後
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の
こ
と
は
化
か
さ
れ
た
と
語
る
。
広
々
と
し
た
立
派
な
御
殿
に
通
さ
れ
、

そ
こ
で
料
理
を
食
べ
、
手
土
産
も
も
ら
っ
て
帰
る
。
四
五
日
過
ぎ
て
、
男

が
供
回
り
を
連
れ
て
お
礼
に
や
っ
て
く
る
。
男
は
お
礼
の
品
と
し
て
、
郷

義
弘
の
刀
を
差
し
出
す
が
、
侍
は
そ
の
刀
で
男
を
真
っ
二
つ
に
斬
る
。
供

回
り
は
狸
の
姿
を
現
し
て
逃
げ
去
る
。
役
人
の
検
分
が
あ
り
、
男
は
時
間

を
経
て
狸
の
姿
を
現
す
。
侍
が
食
べ
た
料
理
は
、
男
が
城
の
台
所
に
申
し

つ
け
た
も
の
で
、
そ
こ
は
城
の
二
の
丸
で
あ
っ
た
。
刀
は
主
君
の
宝
蔵
に

入
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
も
、
侍
が
怪
異
の
出
る
屋
敷
に
住
み
、
そ
の
怪
異
の
男
が
「
刀
」
を

差
し
出
し
、
そ
の
刀
で
以
て
斬
り
つ
け
る
。
怪
異
の
起
こ
る
屋
敷
に
住
む
こ
と

を
周
囲
が
止
め
る
点
や
、
渡
さ
れ
た
刀
で
怪
異
を
斬
り
つ
け
る
点
で
、『
怪
談

雨
之
燈
』
と
共
通
し
て
い
よ
う
。

　

ま
た
、
祐
佐
作
『
太
平
百
物
語
』（
享
保
一
七
年
〈
一
七
三
二
〉
刊
）
巻
五

「
能
登
の
国
化
物
や
し
き
の
事
」
に
15
注は
、

　
　

能
登
の
国
に
「
化
物
屋
敷
」
が
あ
り
、
幾
田
八
十
八
と
い
う
「
お
こ
の

者
」
が
屋
敷
を
所
望
し
て
住
む
。
あ
る
夜
、
厠
に
行
く
と
、
下
か
ら
長
い

毛
の
手
が
現
れ
八
十
八
の
尻
を
な
で
た
。
八
十
八
が
そ
の
手
を
引
き
抜

き
、
戦
っ
て
刺
し
殺
す
と
年
経
た
猿
で
あ
っ
た
。

と
い
う
話
が
載
る
。「
厠
」
の
下
か
ら
手
が
出
て
き
て
体
に
触
れ
る
と
い
う
怪

異
も
、『
怪
談
雨
之
燈
』
と
類
似
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、『
怪
談
雨
之
燈
』
の
巻
一
の
話
は
既
存
の
怪
談
を
複

数
取
り
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
、
既

存
の
怪
談
で
は
い
ず
れ
も
狸
や
猿
と
い
っ
た
動
物
が
怪
異
の
正
体
で
あ
る
の
に

対
し
、『
怪
談
雨
之
燈
』
で
は
怪
異
の
正
体
を
は
っ
き
り
と
記
さ
な
い
。
屋
敷

に
妖
怪
が
出
現
す
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
駒
之
助
が
、「
某

そ
れ
が
しが
居い

る
か
ら
は
、

狐き
つ
ね

狸た
ぬ
きは
勿も

ち

論ろ
ん

、
た
と
へ
天て

ん

狗ぐ

に
も
せ
よ
、
第や

し
きの
中
に
て
怪あ

や

し
き
事
は
さ
せ
不

申
。」
と
発
言
し
て
は
い
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
怪
異
が
狐
な
の
か
狸
な
の

か
、
天
狗
な
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
駒
之
助
が
怪
異
を
追
い
払
っ
た
後
に
、

「
力ち

か

自ら
じ

慢ま
ん

を
止や

め
し
文ぶ

ん

芸げ
い

に
志

こ
ゝ
ろ
ざし

、
先せ

ん

王わ
う

孔こ
う

子し

の
道み

ち

に
帰き

せ
し
か
ば
、
是こ

れ

よ
り

ま
た
妖よ

う
く
わ
い怪も

出い
で

ざ
り
し
と
ぞ
。」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
年
経
た
動
物
が
怪
異
の
正
体
と
い
う
類
話
と
は
異
な
り
、「
先せ
ん

王わ
う

孔こ
う

子し

の
道み

ち

」
と
い
う
儒
学
の
道
を
志
す
こ
と
で
、
怪
異
は
起
こ
ら
な
く
な
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
既
存
の
怪
談
と
『
怪
談
雨
之
燈
』
の
内
容
と
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
。

　
『
怪
談
雨
之
燈
』
巻
二
で
は
、
書
生
の
官
蔵
が
狸
を
退
治
し
た
後
、
女
色
を

慎
ん
で
学
問
に
励
み
「
名め

い

儒じ
ゆ

」
と
な
っ
た
。
ま
た
巻
三
で
は
、
儒
者
の
石
部
小

三
郎
が
丹
波
小
女
郎
と
と
も
に
狸
の
怪
異
を
退
治
し
、
後
に
「
大
儒
先
生
」
と

呼
ば
れ
る
と
い
う
展
開
が
描
か
れ
る
。
近
藤
瑞
木
「
儒
者
の
妖
怪
退
治
│
近
世
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怪
異
譚
と
儒
家
思
想
16
注│

」
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
桃
渓
山
人
著
『
怪
談
弁
妄

録
』（
寛
政
一
二
年
刊
）
に
「
徳
の
備
わ
っ
た
儒
者
は
怪
異
に
害
さ
れ
な
い
と

い
う
思
想
」
が
見
出
せ
る
わ
け
だ
が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
に
お
い
て
も
、
儒
者

あ
る
い
は
儒
学
の
道
に
入
る
人
々
が
怪
異
を
退
け
る
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い

る
。
当
時
の
儒
者
に
対
す
る
寓
意
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

以
上
、
寛
政
期
の
読
本
『
怪
談
雨
之
燈
』
に
つ
い
て
の
紹
介
、
お
よ
び
周
辺

の
状
況
に
つ
い
て
私
見
を
示
し
た
。『
怪
談
雨
之
燈
』
は
従
来
言
わ
れ
て
い
た

よ
う
な
文
政
九
年
刊
で
は
な
く
寛
政
九
年
刊
で
あ
る
こ
と
、
作
者
の
玉
香
は
備

前
出
身
で
、
担
当
し
た
画
工
は
岡
田
玉
山
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
主
板
元
は

寛
政
八
、
九
年
頃
に
怪
談
本
の
出
版
を
手
が
け
て
い
た
塩
屋
権
平
で
あ
る
こ
と

が
、『
怪
談
雨
之
燈
』
や
『
怪
談
旅
之
曙
』『
怪
談
夜
半
鐘
』
の
序
や
刊
記
、
大

坂
と
江
戸
の
出
版
物
に
係
る
記
録
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、
推
測

に
留
ま
る
こ
と
も
多
く
、
巻
一
「
高た

か

木ぎ

駒こ
ま

之の

助す
け

為ば
け

怪も
の

物に
つ

所か
ま

攫る
ゝ

話わ

」
の
類
話
に
つ

い
て
は
既
存
の
怪
談
の
影
響
を
示
し
た
も
の
の
、
全
て
の
章
段
に
つ
い
て
の
検

証
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
怪
談
雨
之
燈
』
に
看
取
で
き
る
儒
者
へ
の
寓

意
に
関
し
て
も
、
検
討
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

近
藤
瑞
木
「
改
題
本
考
│
読
本
怪
異
小
説
流
行
の
一
側
面
17
注│

」
に
よ
る
と
、

改
題
本
も
含
め
、
寛
延
期
（
一
七
四
八
〜
一
七
五
一
）
か
ら
文
化
期
（
一
八
〇

四
〜
一
八
一
八
）
に
か
け
て
の
怪
異
小
説
の
出
版
件
数
は
、
寛
政
期
が
「
突

出
」
し
て
い
る
。
そ
れ
は
近
藤
論
考
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
戯
作
外
題
鑑
』

寛
政
四
年
の
条
に
「
此
比
よ
り
、
世
間
の
風
俗
街
談
等
を
綴
る
事
お
憚
り
し

故
、
是
等
の
作
に
移
ら
る
べ
18
注し
」
と
書
か
れ
る
よ
う
な
寛
政
の
改
革
に
係
る
理

由
や
、「
安
永
頃
よ
り
江
戸
で
流
行
し
て
い
た
咄
の
会
と
の
関
連
や
、
怪
異
小

説
を
精
力
的
に
出
版
し
て
い
た
江
戸
の
上
総
屋
利
兵
衛
、
京
都
の
菱
屋
儀
兵
衛

な
ど
の
書
肆
の
活
動
」
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
本

稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
怪
異
小
説
流
行
の
末
期
に
あ
た
る
寛
政
期
に
江
戸

か
ら
離
れ
た
大
坂
で
出
版
さ
れ
た
新
作
の
怪
談
三
作
（『
怪
談
旅
之
曙
』『
怪
談

雨
之
燈
』『
怪
談
夜
半
鐘
』）、
そ
し
て
そ
れ
を
出
版
し
た
塩
屋
権
平
の
存
在

も
、
寛
政
期
の
怪
談
を
考
察
し
て
い
く
際
の
一
つ
の
視
点
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

な
お
、
見
解
や
翻
刻
に
関
し
て
誤
解
や
誤
読
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ご
批
正

を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

（
1
） 
山
崎
麓
編
纂
・
書
誌
研
究
会
改
訂
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』

（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
・
一
〇
）。
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（
2
） 『
読
本
の
研
究
│
江
戸
と
上
方
と
│
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
・

四
）。

（
3
） 
復
刻
版
『
享
保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
九

八
・
五
）
に
拠
る
。

（
4
） 『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
六
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
・
一
）
に
拠

る
。

（
5
） 

朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目　

新
訂
版
』

（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
・
一
二
）
に
拠
る
。

（
6
） 『
西
鶴
と
浮
世
草
子
の
研
究
』
二
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
・
一
一
）。

（
7
） 『
国
書
人
名
辞
典
』
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
・
五
）「
久
米
訂

斎
」
の
項
を
参
考
に
し
た
。

（
8
） 『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
七
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
四
・
一
〇
）
に

拠
る
。

（
9
） 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
二
（
大
阪
府

立
中
之
島
図
書
館
、
一
九
七
六
・
三
）
に
拠
る
。

（
10
） 

綿
谷
雪
『
増
補
武
芸
小
伝
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
・
二
）
に

お
け
る
記
述
を
参
照
。

（
11
） 『
新
装
版
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
一
七
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
七
・
一
〇
）
に
拠
る
。
本
書
の
解
説
に
よ
る
と
、

 

旧
刊
本
の
凡
例
に
は
関
宿
藩
の
家
老
木
村
正
右
衛
門
か
ら
、
水
戸
の

小
宮
山
昌
秀
（
楓
軒
）
に
充
て
た
書
翰
を
掲
げ
て
、
其
の
内
容
と
人

物
を
説
明
し
て
居
ら
れ
る
が
、
誠
に
当
を
得
た
処
置
と
思
う
の
で
、

今
又
凡
例
よ
り
此
を
引
用
す
る
。

 

此
異
説
区
々
と
申
書
二
冊
、
御
笑
種
に
入
貴
覧
申
候
。
御
一
覧

も
相
済
候
は
ゞ
御
返
却
可
被
下
候
。
是
は
四
五
十
年
以
前
、
藩

中
和
田
庄
太
夫
と
申
者
随
筆
に
御
座
候
。
文
学
は
河
口
三
八
門

人
、
書
は
細
井
次
郎
太
夫
門
弟
に
御
座
候
。
随
分
其
比
の
諸
名

家
之
者
、
度
々
出
会
仕
候
由
御
座
候
。
何
か
一
向
埒
も
無
之
事

共
出
傍
題
に
相
認
候
随
筆
に
御
座
候
。
御
閑
暇
之
節
御
笑
種
に

相
成
可
申
哉
と
奉
存
候
。
尤
私
亡
父
写
置
候
而
、
乱
書
誤
写

多
、
御
覧
も
御
面
倒
に
可
有
御
座
候
哉
与
奉
存
候
。
尚
万
緒
期

重
便
候
。
頓
首
。

 　
　

文
化
十
癸
酉
二
月
十
四
日

 

と
あ
る
こ
と
を
信
ず
れ
ば
、
寛
政
期
以
前
に
こ
の
手
の
話
は
成
立
し
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
12
） 

国
史
研
究
会
編
『
国
史
叢
書
』（
国
史
研
究
会
、
一
九
一
七
・
一
）

に
拠
る
。

（
13
） 

湯
沢
賢
之
助
編
『
新
御
伽
婢
子
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
三
・
六
）

に
拠
る
。

（
14
） 『
説
話
・
伝
承
学
』
二
八
（
二
〇
二
〇
・
三
）。



四
三

（
15
） 

国
書
刊
行
会
編
『
徳
川
文
藝
類
聚
』
四
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七

〇
・
九
）
に
拠
る
。
な
お
本
作
に
つ
い
て
も
、
注（
14
）の
菊
池
論
考
が

「
豪
胆
な
主
人
公
が
怪
異
を
暴
き
退
治
す
る
」
話
の
一
つ
と
し
て
触
れ
て

い
る
。

（
16
） 『
日
本
文
学
』
五
五－

四
（
二
〇
〇
六
・
四
）。

（
17
） 『
読
本
研
究
』
一
〇－
下
（
一
九
九
六
・
一
一
）。

（
18
） 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
ナ
四－

四
九
一－

一
〜
四
）
に
拠
る
。

　
﹇
附
記
﹈

　
　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
ご
教
示
頂
い
た
服
部
仁
氏
、
服
部
直
子

氏
、
大
塚
英
二
氏
、
中
村
綾
氏
、
洲
脇
武
志
氏
に
、
ま
た
図
版
の
掲
載
を
許

可
し
て
頂
い
た
諸
機
関
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
愛

知
県
立
大
学
学
長
特
別
研
究
費
「
寛
政
期
怪
談
の
成
立
と
受
容
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
」、JSPS

科
研
費
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（20K

 00326

）
の
助
成
を

受
け
た
成
果
の
一
部
で
す
。

　
【
凡
例
】

・
底
本
は
論
者
架
蔵
の
Ａ
本
に
拠
り
、
刊
記
の
み
Ｂ
本
を
用
い
た
。

・
論
者
架
蔵
の
Ａ
本
・
Ｂ
本
と
も
に
、
巻
三
の
三
丁
と
四
丁
が
逆
に
綴
じ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
翻
字
で
は
正
し
い
順
に
改
め
た
。

・
旧
字
体
や
異
体
字
は
新
字
体
に
改
め
た
が
、
書
名
の
「
燈
」
の
み
そ
の
ま
ま

と
し
た
。

　
　
　

例
）
恠
↓
怪　

燈
↓
灯　

從
↓
従　

傳
↓
伝　

咏
↓
詠　

哥
↓
歌

　
　
　
　
　

證
↓
証　

聲
↓
声　

廣
↓
広　

↓
貌

・「
ゟ
」
は
「
よ
り
」
に
開
い
た
。

・
読
み
易
さ
を
考
慮
し
、
句
読
点
や
濁
点
、
カ
ギ
括
弧
を
付
し
た
。

・
送
り
仮
名
と
重
複
し
て
い
る
ふ
り
が
な
は
省
略
し
た
。

・
空
白
の
箇
所
は 

─　
─ 

で
示
し
た
。

・
文
脈
に
疑
問
が
あ
る
箇
所
に
は
横
に
（　

）
を
付
し
た
。

引
用
や
翻
刻
し
た
本
文
に
は
、
現
代
の
人
権
意
識
に
て
ら
し
て
不
適
当
な
表
現

が
あ
る
が
、
原
本
の
歴
史
的
、
資
料
的
性
格
に
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま

と
し
た
。
諒
解
さ
れ
た
い
。
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四
四

　
【
翻
刻
】

雨
之
燈
序

余
嘗
怪
宣
父
不
語
怪
力
乱
神
而
春
秋
二
百
四
十
二
年
間
何
其
怪
力
乱
神
之
多
也

丘
明
亦
親
在
其
時
伝
其
経
而
附
益
之
不
少
是
知
古
所
謂
語
云
者
誨
人
之
謂
己
怪

何
不
尽
夫
物
不
自
怪
従
人
怪
之
向
謂
之
怪
則
其
怪
之
者
亦
可
怪
矣
繇
是
以
譚
孰

為
怪
孰
為
非
怪
如
極
其
主
者
莫
怪
於
人
即
二
百
四
十
二
年
間
亦
天
地
之
一
大
怪

寓
焉
如
此
編
所
記
比
彼
蔑
焉
但
其
語
多
渉
閨
閤
猥
褻
之
事
亦
無
他
段
投
時
好
以

求
糈
是
己
六
親
者
其
勿
怪
哉
丙
辰
夏

　
　

黄
薇 

玉
香
識

怪
談
雨
之
燈
目
録

　

第
一　

高た
か

木ぎ

駒こ
ま

之
助
為に

㍼怪ば
け

物も
の

㍽所る
ゝ

㍾攫
つ
か
ま

話わ

　

第
二　

諸し
よ

生せ
い

官く
わ
ん

蔵そ
う

刃き
る

㍼古こ

狸り
を

㍽話わ

　

第
三　

丹
波
小
女ぢ

よ

郎ら
う

殺
㍼古
狸
㍽話

　

第
四　

麩ふ

屋
才
蔵ざ

う

為に

㍼稲い
な

荷り

神し
ん

㍽所ら
る
ゝ㍼擁や
う

護ご
せ

㍽話わ

　

第
五　

磯い
そ

嶋じ
ま

忠
三
郎
為
㍼幽ゆ

う

霊れ
い

（

㍽）
懇

た
の
ま
れ

報
ほ
う
ず
る

㍾仇
あ
だ
を

話わ

目
録
畢



四
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怪く
わ
い

談だ
ん

雨あ
め

之の
と

燈ほ
し
び

初
編
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
羅　

玉
香
子
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
林　

新
狸
子
校

　
　

高た
か

木ぎ

駒こ
ま

之の

助す
け

為ば
け

怪も
の

物に
つ

所か
ま

攫る
ゝ

話わ

　

む
か
し
、
作さ

く

州し
う

侯こ
う

の
臣し

ん

に
高
木
駒
之
助
と
い
ふ
者も

の

あ
り
。
生む

ま

れ
得ゑ

て
勇ゆ

う

猛も
う

に

し
て
、
力ち

か

数ら
す

十じ
う

人に
ん

を
兼か

ね

、
又
武ぶ

技げ
い

に
堪た

ん

能の
う

に
し
て
、
十
八
歳さ

い

の
時
は
既す

で

に
自み

ず
から

高
木
の
一
流り

う

を
つ
か
ひ
出い

だ

し
、
家か

中ち
う

の
若わ

か

者も
の

に
師し

と
仰あ

ほ

が
れ
、
並な

ら

ぶ
か
た
な
き

名め
い

人じ
ん

の
聞き

こ
へ

あ
り
し
か
ば
、
作さ

く

州し
う

侯こ
う

感か
ん

心し
ん

ま
し
〳
〵
、
加か

禄ぞ
う

を
給
は
り
、
弥

い
よ
〳
〵

出し
ゆ
つ

精せ
ひ

す
べ
き
よ
し
申
附つ

け

ら
れ
け
る
。

　

爰こ
ゝ

に
、
城

じ
や
う

北ほ
く

に
当あ

た

つ
て
一
ツ
の
山や

ま

第や
し
きあ

り
。
し
ば
〳
〵
妖よ

う

怪く
わ
い

有あ
る

を
も
つ
て

久ひ
さ

し
く
明あ

き

や
し
き
と
な
り
、
昼ひ

る

と
て
も
此こ

の

内う
ち

へ
入
る
者
な
し
。
駒
之
助
此こ

の

度た
び

立り
つ

身し
ん

し
て
、
屋や

敷し
き

を
ね
が
ふ
べ
き
よ
し
、
用よ

う

人に
ん

中ぢ
う

よ
り
申
渡わ

た

さ
れ
し
か
ば
、
駒
之

助
つ
ら
〳
〵
思お

も

ふ
に
、「
山さ

ん

下げ

の
間あ

い
だ
と
て
物も

の

静し
づ
か
か
な
ら
ず
、
自し

然ぜ
ん

と
芸げ

い

道ど
う

の

妨
さ
ま
た
げに
も
な
れ
ば
、
何
と
ぞ
彼か

の

山や
ま

第や
し
きを
拝は

い

領れ
う

せ
ん
。」
と
願ね

が

ひ
け
れ
ば
、
母は

ゝ

君ぎ
み

は
兼か

ね

て
妖よ

う

怪く
わ
い
の
沙さ

汰た

を
恐お

そ

れ
給
へ
ば
、「
何
と
ぞ
山さ

ん

下げ

の
住す

ま

居い

に
せ
よ
。」
と

再さ
い

三さ
ん

申
さ
れ
け
れ
ど
も
、
駒
之
助
承せ

う

引ゐ
ん

せ
ず
、「
か
の
妖
怪
、
幾い

く

と
せ
る（

か
）大た
い

切せ
つ

な
る
武ぶ

士し

の
屋や

敷し
き

を
召し

め

と
り
、
世よ

の
妨
を
な
す
こ
そ
奇き

く

怪わ
い

な
れ
。
又
妖
怪
を
恐

れ
て
は
武ぶ

士し

の
風か

ざ

上か
み

に
も
お
ら
れ
ぬ
。
な
れ
ば
、
気き

味み

悪わ
る

く
思
ひ
給
ひ
そ
。

某
そ
れ
が
し

が
居い

る
か
ら
は
、
狐

き
つ
ね

狸た
ぬ
き

は
勿も

ち

論ろ
ん

、
た
と
へ
天て

ん

狗ぐ

に
も
せ
よ
、
第や

し
き

の
中
に

て
怪あ

や

し
き
事
は
さ
せ
不
申
。」
と
て
、
既す

で

に
願ね

が

ひ
も
聞き

ゝ

届と
ゞ
けあ

り
け
れ
ば
、
職

し
よ
く

人に
ん

な
ど
も
恐お

そ

れ
ぬ
ら
ん
と
、
駒
之
助
日に

ち

々〳
〵

修し
ゆ

復ふ
く

の
手て

つ

伝だ
い

に
行ゆ

き

て
、
自み

づ
から

木ぼ
く

石せ
き

を
運は

こ

び
庭に

は

の
伐き

り

込こ
み

な
ど
し
て
、
毎い

つ

も
七
ツ
に
は
仕し

舞ま

は
せ
け
る
間あ

い
だ、

職
し
よ
く

人
も
大お

ゝ
い

に

甘く
つ
ろぎ
、
修し

ゆ

復ふ
く

も
は
か
ど
り
て
、
其そ

の

間あ
い
だ

何
の
怪
し
き
事
も
な
か
り
け
る
。

　

既す
で

に
作さ

く

事じ

も
成

じ
や
う

就じ
ゆ

し
け
れ
ば
、
吉き

ち

日
を
択ゑ

ら

び
、
頭か

し
らに
届と

ゞ

け
て
、
彼か

の

山や
ま

第や
し
きへ

移う
つ

り
け
れ
ば
、
門も

ん

人じ
ん
な
ら
びに
親し

ん

類る
い

悦よ
ろ
こび
と
し
て
酒
肴さ

か
なを
贈お

く

り
け
れ
ば
、
駒こ

ま

之
助

も
、「
此
度
は
屋
敷
初
め
の
祝い

は

ひ
な
れ
ば
。」
と
て
、
山さ

ん

海か
い

の
珍ち

ん

味み

を
調と

ゝ
のへ
、
親し

ん

類る
い

門
人
に
案あ

ん

内な
い

し
て
、
明あ

日す

は
早さ

う

朝て
う

よ
り
来ら

い

駕が

な
り
と
、
掃さ

う

除ぢ

を
仕し

立た
て

、
勝か

つ

手て

に
は
献こ

ん

立だ
て

の
工く

面め
ん

料り
や

理う
り

の
最さ

い

中ち
う

な
る
に
、
料
理
人
魚う

を

の
頭か

し
らを

き
つ
て
庭に

は

へ
は
ね

捨す
て

け
る
が
、
忽

た
ち
ま
ち

魚
の
頭
よ
り
一
の
蔓つ

る

生は
へ

出い
で

、「
こ
れ
は
不
思し

議ぎ

。」
と
見
る
内

に
、
次し

第だ
い

〳
〵
に
生は

へ
の
び
、
終つ

ゐ

に
梁

う
つ
ば
りに

も
つ
れ
付
、
花
を
開ひ

ら
いて

画ゑ
が
くが

ご
と

し
。
見
る
内
に
数す

百
の
瓢

ひ
や
う
た
んと
成
て
、
梁
よ
り
下し

た

へ
垂た

れ
し
か
ば
、
皆み

な

々〳
〵

仰げ
う

天て
ん

し
、
急い

そ

ぎ
駒
之
助
に
斯か

く

と
告つ

げ

け
れ
ば
、
座ざ

敷し
き

よ
り
飛と

ん

で
出
、
飛と

び

掛か
ゝ

ら
ん
と
す
れ

ば
、
数
百
の
ひ
や
う
た
ん
皆
地ち

に
落お

ち

て
庭に

は

へ
広ひ

ろ

が
り
、
潰つ

ぶ

れ
た
る
を
能よ

く

々
見
れ

ば
、
宵よ

ひ

よ
り
拵

こ
し
ら
へお
き
た
る
切
味
な
り
。

　

駒
之
助
大
に
怒い

か

り
け
れ
ど
も
詮せ

ん

方か
た

な
く
、「
お
の
れ
、
今
一
度
顕あ

ら

は
れ
て
み

よ
。
鬼お

に

神が
み

に
も
あ
れ
、
目め

に
物
見み

せ
ん
。」
と
独ひ

と

り
言ご

と

し
て
、
扨さ

て

俄に
は

か
に
魚
を

買か

ひ
、
又
切
味
を
仕し

立た
て

て
、
皆み

な

々〳
〵

臥ふ
し

け
る
が
、
翌よ

く

朝ち
や
う

ほ
の
く
ら
き
に
、
け
ふ

は
早
朝
よ
り
の
客き

や
くな

れ
ば
、
母は

ゝ

君ぎ
み

ま
づ
起お

き

給
ひ
、
勝か

つ

手て

の
方か

た

へ
出
給
へ
ば
、
お

そ
ろ
し
や
、
其
長た

け

五
丈ぢ

や
う

も
あ
ら
ん
と
思お

も

ふ
女
の
、
か
み
を
さ
ば
き
て
内う

ち

庭に
は

に

座ざ

し
、
母
君
に
向む

か
ひて

に
こ
〳
〵
笑わ

ら

ふ
を
見
て
、「
ア
ッ
。」
と
一ひ

と

声こ
へ

叫さ
け

び
て
、
暈こ

ん
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倒た
う

し
給
ふ
に
、
皆
々
驚お

ど
ろ
き
お
き
あ
が
れ
ば
、
駒
之
助
走は

し
り
り
出
、
妖よ

う

怪く
わ
い
に
飛

か
ゝ
れ
ば
、
窓ま

ど

の
隙す

き

よ
り
烟け

ぶ
りの
如ご

と
くく
に
成
て
外そ

と

へ
出い

づ

る
を
、
戸と

を
蹴け

外は
づ

し
て
追お

つ

か
く
れ
ば
、
一
ト
村
の
雲く

も

と
成
て
北き

た

山
を
さ
し
て
散ち

り

失う
せ

た
り
。

　

内
へ
入
て
、
夜や

前ぜ
ん

の
料
理
を
改

あ
ら
た
むる

に
、
少
も
残の

こ

ら
ず
皆み

な

明あ

き
が
ら
に
成
た

り
。
駒
之
助
じ
だ
ん
だ
ふ
め
ど
も
せ
ん
か
た
な
く
、
母
君
は
こ
れ
よ
り
恐お

そ

れ
給

ひ
、「
一い

つ

刻こ
く

も
早は

や

く
わ
が
さ
と
へ
遣つ

か

は
し
く
れ
よ
。
御
身
も
ま
た
か
ゝ
る
所
に

必か
な
らず
居い

給
ふ
な
。」
と
宣の

た
まふ
に
ぞ
、
早さ

つ

速そ
く

今
朝
の
客き

や
くへ
使つ

か
いを
遣
は
し
、
延ゑ

ん

引い
ん

の

段だ
ん

断こ
と
は
り
し
。
夫そ

れ

よ
り
僕け

ら
い
と
婢げ

じ
よ
を
添そ

へ

て
、
母は

ゝ

の
さ
と
へ
預あ

づ

け
、
今い

ま

は
駒
之
助
一

人
残の

こ

り
、
水み

づ

を
汲
、
飯め

し

を
炊か

し
き
き
て
、「
何な

に

と
ぞ
再ふ

た
ゝ
び
妖
怪
に
出で

合あ
わ

さ
ん
。」
と

拳こ
ぶ
し
を
握に

ぎ
り
り
、
牙き

ば

を
か
ん
で
日
を
送お

く

り
け
る
が
、
或あ

る

夜
、
初し

よ

更か
う

の
頃こ

ろ

に
門も

ん

を
叩

く
者
あ
り
。「
何な

に

者も
の

な
る
ぞ
。」
と
咎と

が

む
れ
ば
、「
イ
ヤ
、
苦く

る

し
か
ら
ざ
る
者
な

り
。
此こ

の

第や
し
きの

旧も
と

の
主あ

る
じな

り
。」
と
い
ふ
。
駒
之
助
そ
れ
と
喩さ

と

り
、
得と

く

々
其そ

の

様や
う

子す

を
見み

て
仕し

課お
ゝ

せ
ん
と
お
も
ひ
け
れ
ば
、「
コ
レ
ハ
御ご

苦く

労ら
う

千せ
ん

万ば
ん

。」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し

て
、
戸と

を
開ひ

ら

き
内う

ち

へ
通と

ほ

し
け
る
に
、
其
長た

け

八
尺し

や
く

ゆ
た
か
の
大
の
坊ぼ

う

主ず

、
眼ま

な
こ

の

光ひ
か

り
旁あ

た
りを
射い

て
、
左

ひ
だ
り
にに
女お

ん
なの
生な

ま

首く
び

を
提さ

げ
、
右
に
一
つ
の
箱は

こ

を
挿

さ
し
は
さん
で
爐ろ

の

辺へ

り
に
座す

は

り
、
駒
之
助
が
日ひ

頃ご
ろ

力ち
か

自ら
じ

慢ま
ん

に
て
拵こ

し
ら（
へ
）
お
き
た
る
か
け
目
三

貫く
わ
ん
め匁
の
火ひ

箸ば
し

を
ば
杉す

ぎ

楊や
う

枝じ

を
遣つ

か

ふ
ご
と
く
に
持
て
、
背せ

な
かを
搔か

き

な
が
ら
、「
扨さ

て

、

其そ
の

方は
う

は
能よ

く

も
此こ

の

屋や

敷し
き

へ
来き

た

り
た
り
。
悦よ

ろ
こ
び
か
た
〴
〵
、
夜や

陰い
ん

な
が
ら
参ま

い

り
た

り
。」
と
い
ふ
。
駒
之
助
心こ

ゝ
ろを

引ひ
き

見み

ん
と
膝ひ

ざ

立た
て

直な
を

し
、「
昨

き
の
ふ

今け
ふ

に
移わ

た

宅ま
し

し
て
祝い

は

ひ
に
悦
ぶ
内
へ
、
い
ま
〳
〵
し
き
生な

ま

首く
び

を
持ぢ

参さ
ん

あ
る
は
、
武ぶ

士し

を
武
士
と
も
思

は
ぬ
夭し
に

殺そ
こ

奴な
い

。
ソ
コ
動う

ご
くな
。」
と
き
め
付つ

く

れ
ば
、
坊ぼ

う

主ず

打う
ち

黙う
な
づき
、「
こ
れ
は
誤

あ
や
ま
り

た
り
。
今こ

宵よ
い

夜や
し

食よ
く

に
せ
ん
と
下し

も

野つ
け

の
国く

に

奈な

須す

野の

ゝ
辺あ

た
りに
て
抜ぬ

い

た
る
首く

び

な
る
が
、

外そ
と

に
お
き
て
は
犬い

ぬ

に
獲と

ら

れ
ん
と
、
無ぶ

礼れ
い

を
忘わ

す

れ
て
携

た
づ
さ
へた

り
。
御
免
あ
れ
。」
と

袖そ
で

へ
入い

れ

、
彼
箱
よ
り
刀

か
た
な

一
腰こ

し

と
り
出い

だ

し
、
左
少
な
が
ら
悦よ

ろ
こ

び
の
印し

る
し

と
差さ

し

出い
だ

せ

ば
、
駒
之
助
又
怒い

か

つ
て
、「
武ぶ

士し

に
刀か

た
なを

授さ
づ
くる

に
鞘さ

や

を
先さ

き

へ
出い

だ

す
法は

う

や
あ
る
。

弥
い
よ
〳
〵

無
礼
な
り
。」
と
い
へ
ば
、
坊
主
、「
い
か
さ
ま
是こ

れ

も
尤

も
つ
と
も。」

と
取と

り

直な
を

し
て

差さ
し

出い
だ

す
を
、
請う

け

取と
る

ふ
り
に
て
抜ぬ

き

打う
ち

に
斬き

り

付つ
く

れ
ば
、
家い

へ

も
崩く

づ

る
ゝ
が
如
き
声こ

へ

し

て
、
天て

ん

井じ
や
うを
漸
破や

ぶ

り
逃に

げ

失う
せ

た
り
。

　

駒
之
助
少す

こ

し
は
腹は

ら

を
い
せ
、
火
を
と
ぼ
し
て
吟ぎ

ん

味み

す
る
に
、
築つ

き
や
ま山
の
大た

い
ぼ
く木
へ

登の
ぼ

り
た
り
と
見
へ
て
血の

り

を
ひ
き
た
り
。
翌よ

く

朝ち
や
う
み
れ
ば
、
北き

た

山や
ま

の
方は

う

へ
血ち

の
雨あ

め

ふ
り
た
る
ご
と
く
、
一
里り

ば
か
り
の
間

あ
い
だ

草く
さ

木き

の
葉は

を
染そ

め

た
り
。
扨さ

て

、
彼か

の

持ぢ

参さ
ん

し
た
る
刀か

た
なを

み
る
に
、
駒
之
助
が
差さ

し

替が
へ

な
り
。
作さ

く

州し
う

侯こ
う

此こ
の

事こ
と

を
聞
給
ひ
、
大
に

褒ほ
う

美び

ま
し
〳
〵
、
家か

中ち
う

の
人
々
も
、「
さ
す
が
一
流り

う

の
元ぐ

わ
ん
そ祖

ほ
ど
あ
り
て
、
能よ

く

も
し
た
る
者も

の

哉か
な

。」
と
誉ほ

め

ぬ
人
は
な
か
り
け
り
。

　

斯か
く

て
、
妖よ

う

怪く
わ
い

既す
で

に
治お

さ
ま
り
た
り
と
聞き

こ

へ
け
れ
ば
、
母
君
も
里さ

と

よ
り
帰か

へ

り
給

ひ
、
上か

み

下し
も

安あ
ん

心し
ん

し
て
暮く

ら

し
け
る
。
此こ

の

歳と
し

、
ひ
と
り
の
婢お

ん
な
を
抱か

ゝ

へ
け
る
に
、
容み

め

顔か
た
ち

人
に
勝す

ぐ

れ
て
又
貞て

い

実じ
つ

い
ふ
ば
か
り
な
く
勤つ

と

め
け
れ
ば
、
母
君
の
気き

に
入い

り

、

「
幾い

く

と
せ
も
我わ

が

内う
ち

に
勤つ

と

め
よ
。
往ゆ

く

々〳
〵

は
此こ

の

方は
う

よ
り
仕し

立た
て

て
、
家か

中ち
う

の
軽か

ろ

き
者
へ

な
り
と
も
嫁と

つ

が
せ
ん
。」
と
骨こ

つ

肉に
く

の
ご
と
く
愛あ

い

せ
ら
れ
け
る
が
、
或あ

る

時と
き

、
駒
之

助
城し
ろ

よ
り
下さ

が

り
て
暑あ

つ

さ
に
つ
か
れ
、
座ざ

敷し
き

に
仮う

た

寝ゝ
ね

し
て
居い

け
る
を
、
風か

ぜ

ば
し
め
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す
な
と
ふ
と
ん
を
覆お

ほ

ひ
、
側か

た
へな

る
硯す

ゞ
りに

て
一い

つ

首し
ゆ

の
う
た
を
か
き
、
読よ

み

か
け
し
書し

よ

の
間あ

い
だへ

入い
れ

置お
き

け
る
を
、
駒
之
助
は
夢ゆ

め

に
も
知し

ら
ず
、
既す

で

に
寤さ

め

て
又
書し

よ

を
引ひ

き

寄よ
せ

み

れ
ば
、
切き
り

紙か
み

に
、

　
　

な
ま
な
か
に
お
も
は
ぬ
人
を
お
も
ひ
け
り

　
　
　

は
な
の
さ
く
こ
ろ
夢ゆ

め

に
見
し
よ
り

駒
之
助
驚お

ど
ろき
て
、「
た
し
か
先さ

き

程ほ
ど

ま
で
な
か
り
し
に
、
此こ

の

歌う
た

の
仮う

た

寝ゝ
ね

せ
し
間ま

に

入い
れ

お
き
し
は
、
主ぬ

し

は
誰た

れ

と
も
し
ら
ね
ど
も
、
我わ

れ

を
恋こ

ふ
る
の
情じ

や
うは

詞こ
と
ばの

外ほ
か

に
あ

ら
は
れ
た
り
。
山や

ま

第や
し
き

の
こ
と
な
れ
ば
、
外ほ

か

よ
り
入い

り

来く

る
者も

の

は
あ
ら
じ
。
婢げ

じ
よ

の

小こ

春は
る

が
入い

れ

お
き
し
か
。
さ
も
あ
れ
手し

ゆ

跡せ
き

と
い
ひ
歌う

た

と
い
ひ
、
彼か

れ

が
し
は
ざ
に
は

よ
も
あ
ら
じ
。」
と
お
も
へ
ば
、
な
を
〳
〵
疑う

た
がは

し
く
小
春
を
呼よ

ん

で
、
た
ば
こ

の
火ひ

を
入い

れ

さ
せ
、「
扨さ

て

々〳
〵

け
ふ
は
疲つ

か

れ
た
り
。
城

じ
や
う

内な
い

へ
書て

が
み
を
遣や

ら

ん
と
思
へ
ど

も
、
暑あ

つ
さに
堪た

へ

か
ね
書か

く

こ
と
も
大た

い

儀ぎ

な
り
。
其そ

の

方は
う

代だ
い

筆ひ
つ

せ
よ
。」
と
、
紙か

み

と
硯す

ゞ
りを

差さ
し

つ
く
れ
ば
、「
畏

か
し
こ
まり
候
。」
と
筆ふ

で

を
と
り
、
認

し
た
ゝ
める
を
よ
く
〳
〵
み
る
に
、
以い

前ぜ
ん

の
歌う

た

と
同ど

う

筆ひ
つ

な
れ
ば
、
駒
之
助
大
に
感か

ん

じ
、
も
は
や
う
ち
明あ

け

て
い
は
ん
と
せ

し
が
、「『
藝げ

い

道ど
う

に
志

こ
ゝ
ろ
ざす
も
の
は
必か

な
らず
悪あ

く

魔ま

に
見み

入い
れ

ら
る
ゝ
』
と
聞き

く
。
世よ

の

な
か
に
女に

よ

色し
よ
く

に
過
た
る
悪
魔
は
な
し
。
殊こ

と

に
ば
け
も
の
屋や

敷し
き

な
れ
ば
、
万ま

ん

一い
ち

是こ
れ

に
乗じ

や
う

じ
て
再ふ

た
ゝ

び
禍

わ
ざ
は
い

を
な
さ
ん
こ
と
も
は
か
り
が
た
し
。」
と
、
小
春
を
ち

（
か
）
く
呼よ

び
よ
せ
、「
最さ

い

前ぜ
ん

は
浅あ

さ

か
ら
ざ
る
志

こ
ゝ
ろ
ざ
し

忝
か
た
じ
け
なし

。
下げ

賎せ
ん

に
似に

合あ
は

ぬ

和わ

歌か

の
道み

ち

に
心
を
よ
せ
る
こ
と
奇き

特と
く

也
。
今い

ま

士
さ
む
ら
いの

妻つ
ま

を
み
る
に
、
三さ

み

弦せ
ん

鼓こ

弓き
う

に
日
を
送お

く

り
、
万ま

ん

一い
ち

君き
み

の
御お

ん

馬む
ま

先さ
き

に
立た

つ

べ
き
武ぶ

士し

の
道み

ち

に
く
ら
く
、
況ま

し
て
我わ

が
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国く
に

風ぶ
り

の
三み

十そ

一ひ

文も

字じ

も
目め

く
ら
の
か
き
を
覗の

ぞ

く
に
も
お
と
り
、
畢ひ

つ

竟き
や
う

容か
た
ち貌
が

士
の
妻
の
み
、
実じ

つ

は
其そ

の

方は
う

に
お
と
り
ぬ
る
風ふ

う

俗ぞ
く

、
お
も
し
ろ
か
ら
ぬ
と
覚か

く

悟ご

し

て
、
我わ

れ

も
妻つ

ま

を
ば
迎む

か

へ
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ば
と
て
我わ

れ

も
岩い

は

木き

な
ら
ね
ば
、
何な

に

と

て
其
方
が
志

こ
ゝ
ろ
ざ
し

を
む
げ
に
な
す
所し

よ

存ぞ
ん

に
は
あ
ら
ず
。
母は

ゝ

へ
願ね

が

ひ
し
上
に
て
は

許ゆ
る
し

を
う
け
て
、
我わ

が

や
ど
の
床と

こ

の
花は

な

と
も
詠な

が
め

ん
こ
と
あ
ら
ん
も
し
れ
ず
。
か
な

ら
ず
し
も
難つ

れ

面な
き

も
の
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。」
と
、
日
本
無ぶ

双さ
う

の
大だ

い

力り
き

も
心
の

優ゆ
う

に
や
さ
し
き
こ
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
小
春
は
双
瞼れ

ん

紅も
み
ぢ葉
し
て
、「
在ざ

い

所し
よ

女お
な
ごの

い
や
ら
し
と
お
し
か
り
を
う
け
て
、
死し

ぬ
ば
か
り
と
お
も
ひ
切き

つ

て
さ
し
上
し
腰こ

し

折お
れ

、
う
た
の
い
た
づ
ら
を
か
く
ま
で
厚あ

つ

き
御
こ
と
葉ば

、
死し

ぬ

と
も
忘わ

す

れ
申
さ
ず
。」

と
い
ふ
。

　

駒
之
助
、
あ
ま
り
珍め

づ

ら
し
き
女
な
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
不
審し

ん

に
思お

も

ひ
、
ふ
か
く

用
心
し
け
る
が
、
小
春
は
次し

第だ
い

に
面お

も

疲や
つ

れ
、
人
な
き
お
り
は
さ
し
う
つ
ぶ
き
、

物
あ
ん
じ
げ
な
る
あ
り
さ
ま
な
り
け
れ
ば
、
駒
之
助
も
不
便び

ん

に
お
も
ひ
、「
今

し
ば
ら
く
見み

あ
わ
し
て
、
い
よ
〳
〵
心
に
よ
こ
し
ま
な
き
こ
と
を
み
ば
、
我わ

れ

と

て
も
な
ど
い
な
む
べ
き
。」
と
と
り
わ
け
念
頃
に
召め
し

仕つ
か

ひ
け
る
が
、
或あ

る

夜よ

、
夜

半
の
頃
か
は
や
へ
行
し
に
、
下
よ
り
手て

を
延の

ば

し
て
駒
之
助
が
陰い

ん

囊の
う

を
と
る
。
素も

と

よ
り
早さ

速そ
く

の
手て

利き
ゝ

な
れ
ば
、
さ
し
添そ

へ

逆さ
か

手
に
抜ぬ

く

よ
り
は
や
く
、
腕う

で

首く
び

よ
り
か
き

切き
つ

て
立た

ち

出い
で

み
る
に
、
夜
叉し

や

の
か
ひ
な
の
ご
と
き
お
そ
ろ
し
き
爪つ

め

の
び
て
、
毛け

は

白
が
ね
の
針は

り

の
如
し
。「
此
事こ

と

、
若も

し

母
君
の
耳み

ゝ

へ
入
な
ば
、
又
も
や
恐お

そ

れ
給
は

ん
。」
と
ひ
そ
か
に
庭に

中は

の
土
中
に
埋う

づ

め
お
き
て
、
翌よ

く

朝ち
や
う

何
心
な
く
起お

き

て
、
毎い

つ

も
の
と
ほ
り
に
小
春
を
起お

こ

し
け
れ
ば
、「
夜や

前ぜ
ん

よ
り
頭ず

痛つ
う

い
た
し
候
へ
ば
、
し

ば
ら
く
御
免ゆ

る

し
下
さ
れ
候
へ
。」
と
い
ふ
に
よ
り
て
、
駒
之
助
気き

遣つ
か

は
し
く
お

も
ひ
、
部へ

屋
へ
入
脈み

や
くを

み
ん
と
す
れ
ば
、
忽

た
ち
ま
ちが

わ
と
お
き
あ
が
る
は
、
般は

ん

若に
や

の
面め

ん

の
如
く
な
る
恐お

そ
ろし

き
姿す

が
たと

成
て
、
右
の
腕う

で

は
斬き

ら

れ
な
が
ら
左
の
手
に
て
攫つ

か

み
か
ゝ
る
を
、
引ひ

つ

伏ふ
せ

ん
と
す
れ
ば
お
ど
り
あ
が
り
、
胸む

ね

の
辺あ

た
り

を
は
た
と
蹴け

る

を
、
左
に
ひ
ら
ゐ
て
丁
ど
う
て
ば
、
窓ま

ど

を
お
し
破や

ぶ

り
て
逃に

げ

失う
せ

け
る
。

　

母
君
物
お
と
に
驚お
ど
ろき
、
駒
之
助
を
よ
び
て
尋た

づ
ねら
る
ゝ
に
、
止や

む

こ
と
を
得
ず
し

て
一
々
に
申
せ
し
か
ば
、
い
よ
〳
〵
恐
れ
を
な
し
給
ひ
、「
さ
り
な
が
ら
、
小

春
は
遠ゑ

ん

国こ

浪ら
う

人
の
娘む

す
めと
き
け
ば
、
か
ゝ
る
妖よ

う

怪く
わ
いに
て
は
有あ

る

ま
じ
。」
と
宣の

た
まふ
う

ち
、
小
春
い
き
せ
き
門も

ん

外ぐ
わ
い
よ
り
立た

ち

帰か
へ

り
、「
御ご

返へ
ん

事じ

は
追お

つ

付つ
け

こ
れ
よ
り
申
上

ん
、
と
の
御お

ん

事こ
と

に
て
候
。」
と
い
ふ
。「
何な

に

と
し
て
何い

づ

方か
た

へ
行ゆ

き

し
ぞ
。」
と
尋た

づ
ぬる

に
、
小
春
あ
き
れ
た
る
顔が

ん

色し
よ
くに

て
、「
コ
ハ
何
を
か
云い

ゝ

給
ふ
。
暁あ

け

方が
た

に
寝ね

所ま

へ

召め
さ

れ
、
御ご

じ

状や
う

を
も
つ
て
御
さ
と
へ
参ま

い

る
べ
き
よ
し
、
厳き

び

し
く
仰お

ゝ
せら

れ
候
故ゆ

へ

、
こ

は
〳
〵
参
候
。」
と
い
ふ
。
其
状
の
上う

は

書が
き

は
誰だ

れ

の
手て

な
る
や
と
問と

ふ
に
、「
生む

ま

れ

て
よ
り
文も
ん

字じ

は
存ぞ

ん
じ
じ
不
申
。」
と
赤せ

き

面め
ん

し
て
申
け
れ
ば
、
弥

い
よ
〳
〵

奇き

異ゐ

の
思お

も

ひ
を

な
し
、「
扨さ

て

は
是こ

れ

ま
で
妖よ

う

怪く
わ
い
の
し
は
ざ
に
て
、
歌う

た

な
ど
詠よ

み

し
よ
。」
と
身み

の
毛け

も
よ
だ
つ
ば
か
り
に
ぞ
あ
り
け
る
。

　

此こ
の

日ひ

は
夏な

つ

の
こ
と
な
れ
ば
、
裏う

ら

の
藪や

ぶ

影か
げ

に
風ふ

呂ろ

し
て
、
駒
之
助
夜や

前ぜ
ん

よ
り
の

草く
た

臥び
れ

を
休や

す

め
ん
と
何な

に

心こ
ゝ
ろ

な
く
入
け
る
が
、
晴せ

い

天て
ん

忽
た
ち
ま
ち

雲く
も

覆お
ゝ

ひ
、
一
陣ぢ

ん

の
風
ふ

く
や
い
な
や
、
車し
や

軸ぢ
く

を
飛と

ば

す
雨あ

め

と
共と

も

に
一
摶だ

ん

の
黒く

ろ

雲く
も

飛と
び

来き
た

り
、
雲く

も

の
中な

か

よ
り
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龍り
や
うの

ご
と
き
手て

を
延の

ば

し
て
、
風ふ

呂ろ

を
つ
か
ん
で
虚こ

空く
う

に
あ
が
る
を
、「
心

こ
ゝ
ろ

得へ

た

り
。」
と
大た

い

木ぼ
く

の
梢こ

ず
へを

と
つ
て
引ひ

き

止と
め

ん
と
す
れ
ば
、
さ
し
も
の
大
木
根ね

ご
し
に

ぬ
け
て
、
既す
で

に
大お

ゝ

空そ
ら

に
あ
が
り
け
る
。
駒
之
助
今い

ま

は
せ
ん
方か

た

な
く
、
抜ぬ

い

た
る
大

木
取と

り

な
ほ
し
て
、
鉄て

つ

壁ぺ
き

も
砕
け
よ
と
重か

さ

ね
う
ち
に
打う

ち

け
れ
ば
、
風ふ

呂ろ

を
放は

な

し
て

引ひ
き

去さ
つ

た
り
。
駒
之
助
は
は
る
か
北き

た

山や
ま

の
麓ふ

も
とへ
落お

ち

け
る
が
、
早は

や

業わ
ざ

の
男お

と
こな
れ
ば
木き

の
枝ゑ

だ

に
と
り
付つ

き

、
無ぶ

難な
ん

に
吾わ

が

内う
ち

へ
帰か

へ

り
し
か
ば
、
母
君
大
に
悦よ

ろ
こび
給
ひ
ぬ
。

　

然し
か

る
に
ま
た
、
小
春
が
行ゆ

き

方が
た

し
れ
ず
、
所し

よ

々〳
〵

を
尋た

づ

ね
さ
が
し
け
る
に
、
遥

は
る
か

南み
な
み

の
森も

り

の
梢こ

ず
へ

に
手て

足あ
し

を
引ひ

き

裂さ
き

か
れ
て
か
ゝ
り
居い

た
り
。
駒
之
助
弥

い
よ
〳
〵

不ふ

便び
ん

に

お
も
ひ
、
厚あ

つ

く
葬ほ

う
ぶり

祭ま
つ

り
け
る
。
其そ

の

後ゝ
ち

、
力ち

か

自ら
じ

慢ま
ん

を
止や

め
し
文ぶ

ん

芸げ
い

に
志

こ
ゝ
ろ
ざし

、

先せ
ん

王わ
う

孔こ
う

子し

の
道み

ち

に
帰き

せ
し
か
ば
、
是こ

れ

よ
り
ま
た
妖よ

う

怪く
わ
い

も
出い

で

ざ
り
し
と
ぞ
。
こ

れ
を
以も
つ

て
高た

か

木ぎ

の
一
流り

う

も
ま
た
、
一い

ち

時じ

諸し
よ

国こ
く

に
さ
か
ん
に
お
こ
な
は
れ
け
る
と

ぞ
。
芸げ

い

術じ
ゆ
つに
心
が
け
あ
ら
ん
人
は
こ
ゝ
ろ
へ
あ
る
べ
き
こ
と
な
り
。

怪
談
雨
之
燈
第
一
終

怪く
わ
い

談だ
ん

雨あ
め

之の
と

燈ほ
し
び

初
編
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
羅　

玉
香
散
人
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
林　

新
狸
山
人
校

　
　

諸し
よ

生せ
い

官く
わ

蔵ん
ざ

刃う
き

古る
こ

狸り
を

話わ

　

昔む（
か
）し

、
芳よ

し

野の

之
里さ

と

に
官
蔵
と
い
ふ
諸
生
あ
り
。
天

む
ま
れ

質つ
き

病か
よ
わ尫

に
し
て
、
及き

う

第だ
い

の
業わ

ざ

も
は
か
〴
〵
し
か
ら
ざ
り
し
が
、
一あ

る

日ひ

山
ひ
と
つ
あ
な
た
へ
行ゆ

く

と
て
、

百ひ
ゃ
く

丈ぢ
や
うが

坂さ
か

を
越こ

し
か
ゝ
り
け
る
に
、
坂
の
半な

か

ば
に
山や

ま

桜ざ
く
らの

春は
る

し
り
が
ほ
に
さ

き
乱み
だ

れ
て
有あ

り

け
れ
ば
、
石い

し

に
腰こ

し

う
ち
掛か

け

て
暫し

ば
らく
詠な

が

め
入い

り

け
る
。

　

お
り
ふ
し
、
こ
な
た
の
谷た

に

よ
り
歳と

し

の
頃こ

ろ

九
十
有ゆ

う

余よ

の
老ら

う

人じ
ん

、
鳩は

と

の
杖つ

へ

に
す
が

り
て
躄よ

ろ
ぼひ
来き

た
り
。
官
蔵
と
同お

な

じ
く
花
に
詠な

が

め
入
た
る
躰て

い

、
な
か
〳
〵
尋よ

の

常つ
ね

の

人
と
は
見み

へ
ず
。
官
蔵
一も

く

揖れ
い

し
て
、
坂さ

か

を
登の

ぼ

ら
ん
と
す
。
老
人
の
曰い

は
く、「
我わ

れ

も

此こ
の

坂さ
か

を
越こ

へ

て
行ゆ

く

所と
こ
ろ

あ
り
。
一い

ち

樹じ
ゆ

の
影か

げ

も
他た

し

生や
う

の
縁ゑ

ん

と
哉や

覧ら
ん

、
何
と
ぞ
我
を
背せ

お
ゐ
て
、
此こ

の

坂さ
か

を
越こ

し
給
は
れ
。」
と
い
ふ
。
官
蔵
は
我わ

が

身み

だ
に
越こ

し

か
ぬ
る
弱よ

は

き
男お

の
こな

れ
ど
も
、
老
人
の
言こ

と

葉ば

は
い
な
み
が
た
く
、
背せ

な

を
う
け
て
、「
い
ざ
ゝ

せ
給
へ
。」
と
い
へ
ば
、
老
人
大
に
悦よ

ろ
こび

、
官
蔵
が
背
に
お
は
れ
け
る
に
、
其

重お
も

き
こ
と
大
盤ば

ん

石じ
や
くの
如ご

と
くに
し
て
、
な
か
〳
〵
お
ふ
べ
き
や
う
な
か
り
け
れ
ば
、

老
人
笑わ

ら
ふ
て
、「
さ
ら
ば
軽か

ろ

く
な
る
べ
し
。」
と
云
け
る
が
、
い
か
な
る
ゆ
へ
に

や
、
忽

た
ち
ま
ちに
小し

や

児う
に

を
負お

ひ

た
る
よ
り
も
軽か

ろ

く
な
る
。
官
蔵
ふ
し
ぎ
の
お
も
ひ
を
な

し
、
既す

で

に
坂
を
越こ

し

け
る
が
、
老
人
大
に
喜よ

ろ
こび
、「
聊

い
さ
ゝ
か

礼れ
い

を
申
さ
ん
。」
と
て
、

官
蔵
を
石

い
し
の

上う
へ

へ
招ま

ね

き
、
天
を
仰あ

を

ひ
で
呪じ

ゆ

文も
ん

を
唱と

な

へ
、
石い

し

に
向む

か
つ
て
気き

を
ふ
き
か

け
し
が
、
忽

た
ち
ま
ち

玉た
ま

の
盃

さ
か
づ
きを

吹ふ
き

出い
だ

し
、
次つ

ぎ

に
又
玉
の
尊

さ
か
だ
るを

ふ
き
出い

だ

し
、
又
一
人

の
童ど
う

子じ

を
吹
出
し
、
酌し

や
くを

さ
せ
て
官
蔵
に
酒さ

け

を
進す

ゝ

む
。
官
蔵
不
思し

議ぎ

に
お
も
ひ

な
が
ら
一
盃は

い

を
傾か

た
ぶ

け
し
が
、
甘か

ん

露ろ

も
し
か
ぬ
其
味あ

ぢ
は

ひ
異い

香か
う

芬ふ
ん

々ゝ
と
し
て
、
五ご

臓ざ
う

忽た
ち
まち

つ
よ
き
こ
と
を
覚お

ぼ

へ
、
勇ゆ

う

健け
ん

の
気き

漸や
う
やく

に
生し

や
うず

。
老
人
又
呪じ

ゆ

文も
ん

を
唱と

な

へ
、
大お

ゝ
いな

る
鯉こ

い

を
吹
出
し
、
童
子
に
命め

い

じ
て
膾き

り
みと

せ
し
め
、
官
蔵
に
進す

ゝ

め
て
又



五
〇

酒
を
強し

ゐ

け
れ
ど
も
、
既す

で

に
大
に
酔ゑ

い

て
辞じ

退た
い

し
け
れ
ば
、
老
人
、「
し
か
ら
ば
と

り
申
さ
ん
。」
と
又
こ
と
〴
〵
く
取と

つ

て
呑の

み
、
官
蔵
に
向む

か
つて
曰い

は
く、「
孺じ

ゆ

子し

此こ
の

酒さ
け

を

飲の
み

で
婦ふ

人じ
ん

に
心こ

ゝ
ろを

迷ま
よ
はさ

ず
は
、
寿じ

ゆ

命め
う

か
な
ら
ず
長な

が

く
し
て
、
名な

を
末ま

つ

代だ
い

に
流な

が

す

ほ
ど
の
大た

い

儒じ
ゆ

と
成な

る

べ
し
。
若も

し

又ま
た

色い
ろ

に
迷ま

よ

ひ
、
香か

に
め
で
ゝ
、
此こ

の

こ
と
を
忘わ

す

れ
な

ば
、
身み

の
行ゆ

く

末す
へ

は
花は

な

の
ご
と
く
ち
り
て
は
朽く

ち

て
果は

て

ぬ
べ
し
。
か
な
ら
ず
荒す

さ

む
こ

と
な
か
れ
。」
と
い
ふ
か
と
お
も
へ
ば
、
姿す

が
たか

た
ち
は
消き

へ

失う
せ

て
、
只た

ゞ

あ
や
し
げ

な
る
匂に
ほ

ひ
の
み
山や

ま

風か
ぜ

に
ふ
き
ち
れ
ば
、
官
蔵
奇き

異い

の
お
も
ひ
を
な
し
、
古い

に
しへ
漢か

ん

の
張

ち
や
う

良り
や
うが
黄

く
わ
う

石せ
き

公こ
う

に
逢あ

い

た
り
し
圯い

き

橋や
う

の
む
か
し
も
思お

も

ひ
出い

で

ら
れ
て
、
こ
れ
よ

り
老ら

う

人じ
ん

の
言こ

と

葉ば

を
守ま

も

り
、
終つ

ゐ

に
あ
ら
ゆ
る
書
を
読よ

む
に
、
破は

竹ち
く

の
勢

い
き
ほ
い

啻た
ゞ

な
ら

ず
。
数す

月げ
つ

の
間あ

い
だに
、
経け

い

史し

子し

集し
う

四し

部ぶ

の
書し

よ

を
諳そ

ら
んじ
、
又
容よ

う

貌ば
う

も
奇き

麗れ
い

に
な
り
、

自し

然ぜ
ん

に
大お

ゝ

宮み
や

人び
と

の
風ふ

う

備そ
な
はり

け
る
。

　

爰こ
ゝ

に
南
部
の
顕

ち
や
う

者ぢ
や

に
、
高た

か

向む
き

の
白し

ろ

人ん
ど

と
い
ふ
も
の
あ
り
。
独ひ

と

り
の
娘
を
具ぐ

し
て
吉
野
に
遊あ

そ

び
、
春
の
行ゆ

く

衛へ

を
惜お

し

み
て
、
し
ば
ら
く
滞た

い

留り
う

し
け
る
。
娘
は

蘭
あ
ら
ゝ
ぎと

て
十
六
歳
に
な
り
け
る
が
、
素も

と
より

風ふ
う

雅が

の
家い

へ

に
育そ

だ

ち
け
れ
ば
、
和
歌
の

道
に
も
賢か
し

こ
く
、
心
や
さ
し
く
し
て
か
ほ
か
た
ち
も
世
に
勝す

ぐ

れ
し
か
ば
、
殿て

ん

上じ
や
う

人び
と

を
初は

じ
めと
し
、
若わ

か

と
の
ば
ら
よ
り
心
を
か
け
、
千ち

束つ
か

の
文ふ

み

の
重か

さ
なれ
ど
も
、

蘭
敢あ

へ

て
手
に
も
触ふ

れ
ず
、
か
ぐ
や
ま
と
の
文
を
よ
み
、
烈れ

つ

女じ
よ

の
操み

さ
ほ
を
し
た
ふ

故ゆ
へ

、
弥

い
よ
〳
〵み
や
こ
を
か
た
ぶ
け
ゝ
る
。
蘭
よ
し
の
に
て
よ
め
る
。

　
　

香か

を
と
め
し
芳
野
ゝ
や
ま
の
白し

ら

雲く
も

は

　
　
　

い
く
さ
と
お
ち
の
は
る
を
し
む
ら
ん

此
歌う

た

集し
う

に
は
見
え
ざ
れ
ど
も
、
今
に
至い

た
つて
人
の
口こ

う

碑ひ

に
い
ち
じ
る
し
。

　

あ
る
日
、
蘭
山
よ
り
帰か

へ

る
さ
に
、
む
ぐ
ら
し
げ
れ
る
賎し

づ

が
屋
に
、
廿は

た
ちば
か
り

の
小

し
や
う

年ね
ん

の
竹た

け

の
窓ま

ど

を
な
か
ば
お
し
て
書
を
読よ

み

て
居い

け
る
が
、
蘭
は
一
目
見
る

よ
り
お
も
は
ず
つ
ま
づ
き
て
、
脛は

ぎ

を
石
に
て
い
た
め
け
れ
ば
、
し
ば
ら
く
立
よ

り
て
休や

す

ら
ひ
け
る
。
蘭
は
足
の
痛い

た
みも

お
ぼ
へ
ず
、
只
官
蔵
が
容よ

う

貌ば
う

に
み
と
れ
て

恍う
つ

惚と
り

と
し
て
、
自み

づ
から

失し
つ

す
る
が
如
な
る
は
、
伴と

も

の
者
は
そ
れ
と
も
し
ら
ず
、
足

の
痛
な
ら
ん
と
、「
是
よ
り
駕か

籠ご

に
て
帰か

へ

ら
せ
給
へ
。」
と
勧す

ゝ

め
て
、
宿

し
ゆ
く

所し
よ

へ

伴と
も
なひ
帰
り
け
る
。

　

翌よ
く

日じ
つ

は
い
た
づ
き
も
な
お
り
し
と
、
又
う
ち
つ
れ
て
か
な
た
こ
な
た
と
う
ち

あ
り
き
、
昨き

の
ふ日
の
礼
に
か
こ
付
て
、
官
蔵
が
内
を
尋た

づ
ねけ
れ
ど
も
、
折
ふ
し
け
ふ

は
留る

主す

な
り
と
て
、
老
女
の
一
人
在あ

り

け
れ
ば
、
本ほ

意い

な
げ
に
立
出
て
、
桜さ

く
らの

小

か
げ
に
寄よ

り
こ
ぞ
り
、
暫し

ば

ら
く
爰こ

ゝ

に
て
箏こ

と

ひ
か
ん
と
て
、
石
上
に

も
ふ
せ
ん

う
ち
し

き
て
、
想さ

う

夫ぶ

恋れ
ん

の
曲き

よ
くを

ぞ
弾だ

ん

じ
け
る
。
抑

そ
も
〳
〵

想
夫
恋
へ
お
つ
と
を
お
も
ふ
恋
の

曲き
よ
く

に
て
、
い
に
し
へ
杞き

り

梁や
う

が
妻つ

ま

、
夫お

つ
と

を
慕し

た

ひ
て
作つ

く

り
た
る
盤ば

ん

渉し
き

調て
う

の
曲
な
る

を
、
こ
れ
は
蘭
心
あ
り
て
弾
ず
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
こ
し
も
と
な
ど
は
お
か
し

く
も
お
も
は
ざ
り
け
る
折
ふ
し
、
官
蔵
は
隣

と
な
り

村
よ
り
帰
り
か
け
、
き
け
ば
妙た

へ

な
る
爪つ

ま

お
と
に
、
お
ぼ
へ
ず
足
も
立
と
ま
り
、
見
や
れ
ば
向む

か

ふ
の
桜
が
下も

と

に
、

梨り

花く
わ

一
枝し

雨あ
め

を
帯お

び

た
る
粧よ

そ
ほひ
に
て
、
物も

の

お
も
ひ
げ
な
る
す
が
た
し
て
筑つ

く

紫し

琴ご
と

を

か
き
な
ら
す
は
、
い
と
や
ん
ご
と
な
く
覚
へ
て
、
行ゆ

き

も
衛ゑ

や
ら
ず
彳た

ゝ
ずむ

を
、
蘭

は
ふ
と
見
付
、
お
も
は
ず
琴
の
手
も
乱み
だ

れ
、
見
か
は
す
顔か

ほ

に
官
蔵
も
、
昨き

の
ふ日

の
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一

痛い
た

み
を
問と

は
ん
も
の
と
桜
が
元
へ
立
よ
れ
ば
、
花
の
ふ
ゞ
き
に
非あ

ら

ず
し
て
、
か

ほ
に
な
が
る
ゝ
紅も

み
ぢ葉

ば
の
、
色い

ろ

香か

を
包つ

ゝ

む
蘭
が
、
酒
で
も
あ
ぎ
や
と
其
あ
と

は
、
ま
づ
〳
〵
し
ば
し
は
胸む
ね

ば
か
り
に
、
ひ
と
り
夕ゆ

ふ

日ひ

の
ま
ば
ゆ
く
て
、
顔か

ほ

を

お
ほ
へ
ば
、
露つ

ゆ

ば
か
り
御
礼れ

い

の
印し

る
しと
つ
き
し
が
、
一
献こ

ん

の
酒
を
す
ゝ
む
る
ほ
ど

に
ぞ
、
官
蔵
も
興け

う

に
入
、
お
さ
へ
る
か
さ
ね
る
相あ

い

生お
ひ

の
松
の
契ち

ぎ
り
の
初
と
成
、

互た
が
ひに
心
う
き
は
し
の
渡わ

た

ら
ん
た
よ
り
と
、
官
蔵
戯た

は
むれ
に
ま
ぎ
ら
し
て
、

　
　

な
ま
な
か
に
松
風
な
ら
は
琴
の
音ね

に

　
　
　

通か
よ

は
ん
も
の
を
花
の
下
か
げ

と
詠ゑ

い

じ
、「
か
ゝ
る
ひ
な
ふ
り
も
却か

へ
つて

興け
う

。」
と
蘭
が
前ま

へ

に
出
せ
ば
、
か
ほ
そ
む

け
食く

わ

へ
る
袖そ

で

の
ひ
ま
よ
り
も
か
み
と
り
出
し
て
、
斯か

く

ば
か
り
、

　
　

松
風
を
君
と
お
も
へ
ば
こ
と
の
ね
の

　
　
　

も
つ
る
ゝ
お
も
ひ
ひ
く
に
ひ
か
れ
ず

と
返か

へ

し
の
歌
を
見
る
に
付
、
今
は
あ
や
し
き
老ら

う

人じ
ん

の
い
ま
し
め
を
も
う
ち
忘わ

す

れ
、
互た

が

ひ
に
か
ひ
ら
う
ど
ふ
け
つ
の
心
と
心
が
い
だ
き
あ
ひ
、
い
は
ぬ
こ
と
ば

か
い
ふ
よ
り
も
、
ふ
か
き
情な

さ
けぞ
こ
も
り
け
る
。
日
も
は
や
西せ

い

山
に
か
た
ぶ
き
て

け
れ
ば
、
か
ね
に
ち
り
ゆ
く
花
と
ゝ
も
に
、
す
が
た
ば
か
り
は
引
わ
か
れ
、
お

の
〳
〵
宿し

ゆ
く

所し
よ

へ
帰
り
け
る
。

　

官
蔵
は
ま
ど
の
下
、
見み

残の
こ

し
お
き
た
る
女に

よ

才さ
い

子し

書し
よ

て
う
ゑ
ん
か
う
が
伝で

ん

を
か

へ
し
、
お
も
ひ
合
せ
し
身み

の
う
へ
に
お
ぼ
へ
ず
、
い
た
く
更
け
る
が
、
忽
ち
ほ

そ
戸
を
叩た

ゝ

く
声こ

へ

に
、「
誰た

そ
や
。
夜よ

ふ
け
て
何
事
ぞ
。」
と
戸と

を
お
し
明あ

く

れ
ば
、

蘭
が
ふ
る
い
わ
な
〳
〵
官
蔵
が
袖そ
で

に
す
が
り
て
入
け
れ
ば
、「
コ
ハ
何
と
し
て

か
来き

た

り
給
ふ
ぞ
。」
と
気き

づ

遣か
い

す
れ
ば
、
蘭
は
、「
お
ま
へ
を
し
た
ひ
忍し

の

び
出
て
、

く
ら
さ
は
暗く
ら

し
道み

ち

は
し
ら
ず
、
ま
よ
い
ま
よ
ふ
て
や
ふ
〳
〵
と
こ
ゝ
へ
は
ま
い

り
さ
む
ら
ふ
な
り
。
申
も
今
は
恥は

づ

か
し
き
こ
と
な
が
ら
、
わ
ら
は
ゝ
南な

ん

都と

高た
か

向む
き

の
白し

ろ

人ん
ど

が
女む

す
めに
て
さ
ふ
ら
ふ
が
、
い
と
け
な
き
よ
り
烈れ

つ

女じ
よ

の
操み

さ
ほを
慕し

た

ひ
、
い
か

に
も
し
て
天
下か

の
英ゑ

い

雄ゆ
う

に
身
を
よ
せ
、
赤あ

か

染ぞ
め

紫
む
ら
さ
き
の
筆
の
跡あ

と

を
も
し
た
は
ん

と
、
年
月
望の

ぞ

み
侍さ

ふ
らひ

し
か
、
き
の
ふ
は
か
ら
ず
そ
な
た
さ
ま
を
見
奉
り
候
に
、

雲
の
上う

へ

に
も
ま
た
と
な
き
姿す

が
たは

さ
ら
に
慕し

た

は
ね
ど
、
つ
た
ま
く
窓ま

ど

に
ふ
み
を
よ

む
人
の
心
の
お
く
ゆ
か
し
く
け
ふ
の
歌
を
ば
返か

へ

せ
し
ぞ
や
。
親お

や

の
い
か
り
は
恐こ

は

け
れ
ど
、
叶か

な

ふ
願ね

が
ひ

の
嬉う

れ

し
さ
を
か
な
ら
ず
さ
ま
し
て
給
は
る
な
。」
と
い
ふ

を
、
表お
も
てに
立た

ち

聞ぎ
ゝ

せ
し
家け

来ら
い

ど
も
が
声こ

へ

〳
〵
に
、「
蘭
さ
ま
、
早
く
お
か
へ
り
あ

ぞ
ば
せ
。
さ
き
ほ
ど
か
ら
殊こ

と

な
い
お
案あ

ん

じ
故
、
里さ

と

中ぢ
う

が
さ
わ
ぎ
立
て
、
お
尋

た
づ
ね

申
て
お
り
ま
す
。」
と
い
ふ
に
、
二
人
は
消き

へ

入
お
も
ひ
を
な
し
、「
い
か
ゞ
は
せ

ん
。」
と
狼う

ろ

狽た
ゆ

る
を
、
あ
ら
け
な
く
も
乗の

り

物も
の

に
お
し
い
れ
て
、
宿
所
を
さ
し
て

急い
そ

ぎ
行
ば
、
官
蔵
は
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ず
、「
い
か
な
る
う
き
目
に
や
逢あ

い

ぬ
ら

ん
。」
と
跡あ

と

を
し
た
ひ
て
、
白
人
が
宿
所
の
庭に

は

へ
忍し

の

び
入
、
様や

う

子す

を
聞き

け

ど
も
さ

だ
か
な
ら
ず
。

　
「
女
の
忍し

の

び
泣な

き

の
声こ

へ

聞き
こ

ゆ
る
が
ご
と
き
は
、
今
は
縄な

わ

に
て
も
か
ゝ
り
し
に

や
。
我わ

れ

ゆ
へ
斯か

ゝ

る
う
き
目
に
あ
ひ
、
苦く

る

し
む
人
の
心こ

ゝ

根ろ
ね

を
お
も
へ
ば
〳
〵
、
其

む
か
し
百
丈
が
坂
に
て
老
人
の
我
身
の
上
の
誡

い
ま
し
めを

忘わ
す

れ
て
、
今
は
行
末
の
ち
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り
行ゆ

く

花
と
成
果は

つ

る
が
、
さ
て
も
是ぜ

非ひ

な
き
う
き
よ
や
。」
と
腸

は
ら
わ
たを
断た

つ

お
も
ひ
を

な
し
、「
何
と
ぞ
し
て
、
か
ほ
な
り
と
も
見
て
別わ

か

れ
ん
。」
と
、
戸
の
隙す

き
まよ
り
さ

し
覗の

ぞ

け
ば
、「
何
や
ら
物
お
と
物ぶ

つ

忩さ
う

也
。
家
来
ど
も
せ
ん
ざ
い
に
心
付つ

け

よ
。」
と

白
人
が
詞こ

と
ばは

、
釘く

ぎ

を
さ
す
ご
と
く
忍し

の

び
出
る
足あ

し

お
と
に
、
は
た
し
て
盗

ぬ
す
び
との

入い
り

込こ
み

し
と
上か

み

下し
も

立
騒さ

は

げ
ば
、
虎と

ら

の
尾お

を
ふ
む
心こ

ゝ

地ち

し
て
、
や
ふ
〳
〵
の
が
れ
立
帰か

へ

り
、
寝ね

て
も
ね
ら
れ
ぬ
ま
ど
の
う
ち
、
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
き
あ
か
す
。
こ
れ
や

諸し
よ

生せ
い

の
道
な
ら
ぬ
、
恋
の
し
た
道
迷ま

よ

ひ
道
、
み
ち
あ
る
世
に
も
こ
れ
ば
か
り

は
、
わ
き
道
お
ゝ
き
こ
み
ち
な
り
。

　

扨
も
高
向
の
白
人
は
、
娘む

す
めが
こ
と
に
興け

う

を
さ
ま
し
、
あ
み
乗の

り

物も
の

に
引ひ

つ

添そ
へ

て
、

南な
ん

都と

を
さ
し
て
立
帰
る
。
い
か
な
れ
ば
故こ

郷け
う

を
出い

で

し
、
お
り
か
ら
は
花
に
吟ぎ

ん

し

月
に
嘯う

そ
ぶき

風ふ
う

雅が

の
旅た

び

と
悦よ

ろ
こび

し
も
、
楽

た
の
し
み

極き
は
まり

悲か
な
しみ

の
斯か

ゝ

る
こ
と
ゝ
は
お
も
ひ

き
や
。
蘭
は
只た

ゞ

、「
涙

な
み
だ

川が
は

ふ
ち
と
成
ぬ
る
我わ

が

恋
の
、
か
く
あ
る
べ
き
と
露つ

ゆ

し
ら

ば
、
よ
し
や
芳よ

し

野の

ゝ
川
み
づ
に
身
を
捨す

て

お
ぶ
ね
と
な
ら
ん
も
の
を
、
生い

き

て
甲か

斐ひ

な
き
身
の
上う

へ

と
心
で
い
へ
ど
、
恋こ

ふ

る
人
の
何
と
て
け
れ
と
お
ぼ
す
ら
ん
。
親お

や

の

教お
し
へ
は
背そ

む

け
ど
も
、
貞て

い

女じ
よ

両り
や

婦う
ふ

に
ま
み
へ
ず
と
、
枕ま

く
ら
か
わ
さ
ぬ
人
な
り
と
て
、

心
と
心
が
む
す
ぼ
ふ
れ
、
い
か
で
か
は
な
れ
、
又
外ほ

か

の
お
と
こ
に
そ
ふ
は
畜ち

く

生し
や
う
の
身
の
行お

こ
な
ひ
が
な
る
べ
き
や
。
い
つ
そ
殺こ

ろ

し
て
給
は
ら
ば
、
か
ゝ
る
つ
ら

き
は
有あ

る

ま
い
。」
と
口く

説ど
く

も
心
ひ
と
つ
に
て
、
既す

で

に
我
家や

へ
立
帰
れ
ば
、
白
人

は
奥お

く

方が
た

に
し
か
〴
〵
の
よ
し
物
語が

た

り
、
蘭
を
一
間
へ
お
し
こ
み
、
い
た
く
せ
つ

か
ん
せ
し
ほ
ど
に
、
次
第
に
病や
ま
ひお

も
や
つ
れ
、
巫ぶ

山ざ
ん

の
雲く

も

の
た
へ
〴
〵
に
、
芙ふ

蓉よ
う

の
か
ほ
ば
せ
、
今
は
は
や
枯か

れ

野の

に
出
る
夕
月
の
半な

か
ばは
か
け
し
如ご

と

く
な
れ
ば
、

白
人
も
驚お

ど
ろき
て
、
俄に

は
かに
医い

薬や
く

手
を
尽つ

く

せ
ど
、
風
を
も
待ま

た

ぬ
冬ふ

ゆ

の
葉は

の
ち
り
な
ん

頃こ
ろ

と
な
り
に
け
る
。

　

あ
ら
ゝ
ぎ
は
、
病
の
ひ
ま
に
か
ゞ
み
と
ふ
で
を
取
寄よ
せ

て
、「
わ
が
お
も
か
げ

を
か
く
ば
か
り
か
わ
り
は
て
た
る
か
ん
ば
せ
を
、
恋
し
き
人
の
見
し
な
ら
ば
さ

ぞ
や
さ
め
な
ん
。
紫む

ら
さ

き
の
花
す
り
衣
ひ
き
か
へ
て
、
京
か
た
び
ら
を
ま
ど
は

ん
。」
と
お
も
へ
ば
、
筆ふ
で

も
ま
は
り
か
ね
、
よ
ふ
〳
〵
に
書か

き

写う
つ

し
、
一
首し

ゆ

の
歌

を
ぞ
題
し
け
る
。

　
　

と
て
も
そ
の
人
に
ま
み
へ
ぬ
身
な
り
せ
は

　
　
　

仮か
り

の
浮う

き

世よ

を
い
か
で
過す

ぐ

さ
ん

既す
で

に
歌
を
か
き
お
は
り
、
筆
投な

げ

捨す
て

て
ね
ふ
る
が
ご
と
く
終つ

い

に
は
か
な
く
成
に
け

り
。
夫
婦
は
大
に
後こ

う

悔く
わ
いし

、「
斯か

く

な
る
ご
と
く
し
る
な
ら
ば
い
か
に
も
謀

は
か
り
ご
との

あ
る
べ
き
に
。」
と
悔く

や

め
ど
、
甲か

斐ひ

な
く
涙な

み
だ

な
が
ら
野の

辺べ

の
お
く
り
を
営い

と
な

み

て
、「
さ
て
臨り

ん

終じ
う

に
画ゑ

が

き
た
る
其
お
も
か
げ
と
守ま

も

り
袋ぶ

く
ろは

こ
が
れ
し
人
に
お
く

り
な
ば
、
さ
ぞ
未み

来ら
い

に
て
も
恨う

ら

む
ま
じ
。」
と
芳
野
ゝ
里
へ
送お

く

り
け
る
。

　

さ
て
も
吉
野
ゝ
官
蔵
は
、
我わ

が

身み

を
忘
れ
蘭
が
さ
ぞ
苦く

る

し
み
を
う
け
ぬ
ら
ん

と
、
昼ち

う

夜や

心
を
痛い

た

ま
し
め
、
是
も
病
と
な
り
け
る
が
、
あ
る
夜よ

の
夢ゆ

め

に
蘭
は
、

涙
の
袖そ

で

よ
り
か
み
そ
り
を
と
り
出
し
、「
と
て
も
添そ

は

れ
ぬ
な
か
な
れ
ば
、
ア
ノ

世
で
待ま

た

ん
。
さ
る
に
て
も
、
此
黒
髪か

み

を
剃そ

り

お
と
し
、
成

じ
や
う

仏ぶ
つ

さ
し
て
下
さ
ん
せ
。

身
ま
か
り
し
と
き
お
や
た
ち
の
、
悲か
な

し
き
あ
ま
り
其
ま
ゝ
に
、
か
み
を
は
は
し
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五
三

て
葬は

う
むり

し
が
、
今
は
後ご

し

生や
う

の
さ
は
り
と
成
、
迷ま

よ

ふ
も
ひ
と
つ
は
わ
が
せ
こ
へ
、

き
る
に
き
ら
れ
ぬ
恋
衣
、
ふ
び
ん
と
お
も
ひ
給
は
れ
か
し
。
ち
か
き
う
ち
に
。」

と
い
ふ
こ
ゑ
し
て
、
あ
か
つ
き
の
風
物
す
ご
く
あ
ん
ど
う
の
影か

げ

幢ど
う

々〳
〵

と
光ひ

か

り
を

分わ

け
し
か
み
そ
り
の
か
た
へ
に
あ
る
は
、「
扨さ

て

は
魂こ

ん

魄ぱ
く

我わ

が
家い

へ

へ
し
た
ひ
来
り

し
が
、
お
も
へ
ば
〳
〵
起お

き

て
み
つ
寝ね

て
み
つ
蚊か

帳や

の
広ひ

ろ

さ
哉
と
な
が
め
し
人
に

引
か
へ
て
、
遠と

ほ

き
雲く

も

井い

を
な
が
め
や
り
、
永
き
よ
を
一
人
な
し
、
心
ば
か
り
に

あ
ふ
恋
の
其
人
さ
へ
も
今
は
は
や
六む

つ

の
ち
ま
た
に
赴

お
も
ふ
きき

し
が
、
我
と
て
も
今

更さ
ら

に
独

ひ
と
つ

残の
こ

り
て
何
に
か
せ
ん
。
近ち

か

き
内
に
と
い
ひ
残
せ
し
、
其
言こ

と

の
葉は

の
た

が
は
ず
ば
、
諸も

ろ

と
も
に
自じ

害が
い

し
て
果は

て

な
ん
も
の
。」
と
幽ゆ

う

明め
い

の
道
に
少
し
も
く

ら
か
ら
ぬ
、
あ
つ
ぱ
れ
ゆ
ゝ
し
き
学も

の

究し
り

も
、
あ
ど
な
き
こ
と
を
思
ひ
出だ

す
は
、

こ
れ
な
ん
か
ら
国
の
迷め
い

魂こ
ん

陣ぢ
ん

に
陥お

ち
いり
し
、
む
か
し
語か

た
りも
今
こ
ゝ
に
、
お
も
ひ
合

し
て
い
た
は
し
き
。

　

さ
る
程ほ

ど

に
日
を
経へ

て
、
南
都
の
使

つ
か
い

至い
た

り
彼か

の

一
封ぷ

う

を
さ
し
出
せ
ば
、
官
蔵
い

よ
〳
〵
む
せ
び
入
、
ひ
ら
け
ば
き
の
ふ
見
し
夢ゆ

め

の
す
が
た
容か

た
ちを
写う

つ

し
画ゑ

の
、
生い

け

る
が
如ご

と

き
は
神

た
ま
し
いを
止と

ゞ
めて
、「
我わ

に
逢あ

ふ

と
て
か
一
首し

ゆ

の
う
た
は
貞て

い

烈れ
つ

の
操み

さ
ほを
残の

こ

す

水み
づ

茎く
き

の
あ
と
に
残の

こ
り

て
、
此
や
ふ
に
悲か

な

し
き
こ
と
を
見み

る
も
の
か
。」
と
さ
め

〴
〵
と
泣な
き

け
る
に
ぞ
、
南
都
の
使つ

か

ひ
も
あ
は
れ
を
そ
へ
、
袖そ

で

を
し
ぼ
り
て
帰か

へ

り

け
る
。
其そ

の

夜よ

も
既す

で

に
更ふ

け

わ
た
り
、
賤し

づ

が
ふ
せ
や
の
灯と

ぼ

し
火び

も
、
た
え
〴
〵
細ほ

そ

き

折お
り

か
ら
に
、
病や

ま
ひの

か
ほ
を
ふ
り
あ
ぐ
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
な
る
哉
枕ま

く
らの

元
に
あ
ら
ゝ

ぎ
は
か
み
を
さ
ば
き
て
合が

つ

掌し
や
うし

、
イ
ザ
剃そ

り

て
た
べ
と
い
ふ
に
お
も
は
ず
飛と

び

お
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き
て
い
だ
き
付
ん
と
せ
し
が
、
も
し
や
消き

へ

な
ば
後こ

う

悔く
わ
い
せ
ん
と
、
思
ひ
極き

は
め
し
が

自じ

害が
い

、
よ
し
其
人
の
望の

ぞ
み
に
ま
か
せ
、
と
も
に
手て

を
と
り
し
な
ん
も
の
と
、
後

う
し
ろ

我わ

に
立た

つ

は
立た

ち

な
が
ら
、
玉た

ま

を
欺あ

ざ
むく

首く
び

筋す
じ

に
、
柳や

な
ぎの

い
と
の
み
だ
れ
か
み
、
剃そ

り

も

ゑ
や
ら
ず
漸

や
ふ
〳
〵
と

お
く
れ
が
み
を
な
で
あ
ぐ
れ
ば
、
あ
や
し
い
か
な
髪か

み

は
こ
と

〴
〵
く
針は

り

を
植う

へ

た
る
ご
と
く
に
て
、
つ
く
〴
〵
み
れ
ば
お
そ
ろ
し
や
、
人
の
は

だ
へ
に
非あ

ら
ざ
る
も
の
な
り
。

　

官
蔵
き
つ
と
心
こ
ゝ
ろ

付つ
き

、
剃か

み

刀そ
り

さ
か
手て

に
取と

り

な
を
し
、
た
ぶ
さ
つ
か
ん
で
咽の

ん
ど
の

く
さ
り
を
一
刀か

た
な
に
か
き
き
れ
ば
、
大だ

い

地ち

も
動う

ご

く
声こ

へ

を
な
し
、
戸と

を
蹴け

破や
ぶ

り
て

逃に
げ

失う
せ

た
り
。
こ
れ
よ
り
官
蔵
人ひ

と

気き

を
得
、
血の

り

を
し
た
ひ
て
追お

つ

か
け
し
に
、
初は

じ
めめ

蘭
が
琴こ

と

ひ
き
た
り
し
桜
が
も
と
に
年と

し

ふ
る
狸た

ぬ
き
の
咽
を
き
ら
れ
、
穴あ

な

の
内
へ
入

か
ゝ
り
て
死し

し
た
り
け
る
。
官
蔵
今
は
あ
き
れ
は
て
ゝ
、
却か

へ
つて

丈じ
や

夫う
ぶ

の
魂

た
ま
し
いと

成
し
が
、
其
夜
の
夢ゆ

め

に
蘭
天て

ん

人に
ん

の
姿す

が
た

と
成
て
、
左
に
観

く
わ
ん

音お
ん

大だ
い

士し

の
像ぞ

う

を
捧さ

ゝ

げ

五ご

色し
き

の
雲
の
上う

へ

よ
り
官
蔵
を
さ
し
ま
ね
き
、「
我わ

れ

を
忘わ

す

れ
ず
さ
り
し
日ひ

の
ち
か

ひ
を
必

か
な
ら
ず

ず
守ま

も

り
給
は
ゞ
、
是
よ
り
女に

よ

色し
よ
く

を
慎つ

ゝ

し
み
て
学が

く

問も
ん

出し
ゆ
つ

精せ
い

し
給
へ
が

し
。
昨き
の
ふ日
の
難な

ん

を
救す

く

ひ
し
は
守ま

も

り
袋ぶ

く
ろの
観く

わ

世ん
ぜ

音お
ん

、
即

す
な
は
ち

是こ
れ

な
る
御み

影ゑ
い

に
て
、
初

め
怪あ

や

し
き
老
人
に
逢あ

い

給
し
も
化け

身し
ん

な
り
。
是
よ
り
お
ん
身
に
つ
き
ま
ど
ひ
、
天あ

め

の
道
へ
み
ち
び
き
は
、
妾し

や
う
が
せ
め
て
の
志

こ
ゝ
ろ
ざ
し
。
む
げ
に
ば
し
な
し
給
は
る

な
。」
と
い
ふ
か
と
お
も
へ
ば
、
夢ゆ

め

は
さ
め
て
心
も
自
然
に
清き

よ

く
な
り
、
終つ

ゐ

に

天
下
の
名め

い

儒じ
ゆ

と
成
、
年と

し

よ
り
て
後の

ち

、
か
ゞ
み
山
に
入
、
神し

ん

仙せ
ん

と
な
り
し
と
か

や
。
或
あ
る
ひ
との

曰い
は
く、「

鏡
か
ゞ
み

山や
ま

の
七
叟そ

う

の
一
人
は
、
此
官
蔵
な
り
。」
と
。
い
づ
れ
か

是ぜ

な
る
こ
と
を
し
ら
ず
。

雨
之
燈
第
二
終

怪
談
雨
之
燈
初
編
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
羅　

玉
香
山
人
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
林　

新
狸
散
人
校

　
　

丹た
ん

波ば

小こ

女ぢ
よ

郎ろ

殺こ
ろ
す㍼古こ

狸り
を

㍽話わ

　

丹た
ん

波ば

小
女
郎
は
丹
波
の
山さ

ん

中ち
う

に
生む

ま

れ
し
人
な
る
が
、
成せ

い

高た
か

く
し
て
力ち

か
らは
十
人

を
か
ね
、
容か

ほ

貌か
た
ち

亦
類た

ぐ

ひ
な
し
。
此
女
生む

ま

れ
得
て
任お

と
こ俠
に
し
て
貧ひ

ん

な
る
者
弱よ

は

き

者
を
憐あ

わ

れ
み
、
富と

め

る
も
の
強つ

よ

き
者
に
は
た
と
へ
死し

す

と
も
枉ま

げ

て
従し

た
がふ

こ
と
な
し
。

人
の
冤む

じ
つを

う
け
、
或あ

る
ひは

強つ
よ

き
者
に
虐

し
ゑ
た
げら

る
ゝ
を
見
て
は
、
己お

の
れが

身
を
忘わ

す

れ
て

救す
く

ひ
助た

す

く
る
性せ

い

分ぶ
ん

に
て
、
し
か
も
操

み
さ
ほ

堅か
た

く
恋こ

い

慕し
た

ふ
人
多お

ゝ

け
れ
ど
も
、
何い

づ

れ
も

た
ん
の
う
す
る
様や

う

に
断こ

と
はり

し
て
、
又
其
こ
と
を
噂う

は
さに

せ
ざ
る
ゆ
へ
、
恋こ

い

せ
し
人

も
弥
い
よ
〳
〵

焦こ
が

れ
け
る
。

　

或あ
る

と
き
、
母
の
衣い

し

裳や
う

を
調

と
ゝ
の
へん
と
て
城じ

や

下う
か

へ
出
て
帰か

へ

る
さ
、
あ
つ
さ
に
堪た

へ

か

ね
て
、
松
か
げ
に
腰こ

し

う
ち
か
け
肌は

だ

を
脱ぬ

い

で
涼す

ゞ

み
け
る
折お

り

ふ
し
、
篠さ

ゝ

山
に
勧

く
わ
ん

進じ
ん

相す
も
ふ撲
あ
り
と
て
、
上か

み

が
た
の
相す

も
ふ撲
ど
も
大お

ゝ

勢ぜ
ひ

通と
ほ

り
か
ゝ
り
け
る
が
、
美う

つ
くし
き
女

の
大
は
だ
ぬ
ひ
で
居い

る
を
見
て
、
手て

籠ご
め

に
し
て
慰な

ぐ
さま

ん
と
一
人
の
大お

ゝ

前ま
へ

髪が
み

つ
か

〳
〵
と
立た
ち

寄よ
り

て
、
さ
し
込こ

む

手て

を
左
の
脇わ

き

に
引ひ

つ

ば
さ
め
ば
、
石い

し

に
つ
め
ら
れ
た
る
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如ご
と
くに

て
、
さ
す
が
の
前ま

へ

が
み
こ
た
へ
か
ね
て
、「
ヤ
レ
人ひ

と

殺ご
ろ
し。」

と
い
ふ
や
否い

な

や
、
若わ

か

手て

の
者
ど
も
一い

ち

同ど
ふ

に
「
攫つ

か
みみ

殺こ
ろ

せ
。」
と
と
り
か
ゝ
る
を
、
片か

た

手て

に
つ

か
ん
で
投な
げ

の
け
〳
〵
、
か
の
前
髪
を
宙ち

う

に
さ
し
上あ

げ
、「
手て

向む
か

ひ
ひ
ろ
ぐ
と
、

此こ
の

小こ

わ
つ
ば
微み

塵ぢ
ん

に
な
さ
ん
。」
と
石い

し

の
角か

ど

へ
さ
し
付つ

く

れ
ば
、
流さ

す
が石
の
大お

ゝ

勢ぜ
ひ

辟へ
き

易ゑ
き

し
て
、
進し

ん

退た
い

き
は
ま
つ
て
見
へ
た
る
所と

こ
ろに
、
当と

う

時じ

西に
し

が
た
の
関せ

き

相す
も
ふ撲
天あ

ま

の
原は

ら

伝で
ん

右
衛
門
と
云
者
此こ

の

所と
こ
ろへ
来き

か
ゝ
り
、
こ
の
躰て

い

を
見
て
小こ

相す
も
ふ撲
ど
も
を
制せ

い

し
、

小こ

腰ご
し

を
か
ゞ
め
、「
是
は
若わ

か

者も
の

ど
も
が
無ぶ

礼れ
い

を
致い

た

し
、
拙せ

つ

者し
や

に
於お

ひ

て
申
訳わ

け

も
な

き
次
第
に
て
候
。
其
前
髪
は
相
撲
の
法は

う

を
破

や
ぶ
り

候
者
な
れ
ば
、
某

そ
れ
が
し

へ
被

つ
か
は

遣さ
れ

候

へ
。
捻ひ

ね

り
殺こ

ろ

し
可
申
。」
と
い
ふ
。
小
女
郎
前
髪
を
小こ

脇わ
き

に
引ひ

つ

は
さ
み
、「
若わ

か

ひ

時
に
は
あ
ば
る
ゝ
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
苦
し
か
ら
ぬ
事こ

と

に
て
候
。
か
な
ら
ず
此こ

の

子こ

を
痛い

た

め
給
は
る
な
。
自み

づ

ら
が
お
断

こ
と
は
り
を
聞き

ゝ

届と
ゞ
け
て
給
は
ら
ば
、
お
渡わ

た

し
可
申
。」

と
い
ふ
に
、
伝で

ん

右
衛
門
大
に
感か

ん

じ
、「
い
か
や
う
と
も
御お

ん

詞こ
と
ばは
背そ

む

く
ま
じ
き
間

あ
い
だ

御お
ん

渡わ
た
し

被
下
よ
。」
と
い
ふ
に
よ
り
、
ち
り
打
は
ら
い
、「
是
よ
り
後の

ち

、
か
ま
へ

て
あ
ば
れ
給
ふ
な
。」
と
六
尺し

や
くゆ
た
か
の
大お

ゝ

男お
と
こを
五
ツ
六
ツ
の
小し

や

児う
に

の
ご
と
く

帯お
び

を
直な

を

し
、
皺
を
引ひ

き

つ
け
伝
右
衛
門
へ
渡わ

た

し
け
れ
ば
、
伝
右
衛
門
大
に
悦よ

ろ
こび
、

「
此こ

の

後ゝ
ち

は
互た

が

ひ
に
御
親ち

か

付づ
き

に
な
り
可
申
。
若も

し

京き
や

都う
と

へ
御
出い

で

あ
ら
ば
、
必か

な
らず

御
尋た

づ
ね

下
さ
る
べ
し
。」
と
念ね

ん

頃
に
挨あ

い

拶さ
つ

し
け
れ
ば
、
小こ

相す

撲も
ふ

ど
も
み
な
〳
〵
恐お

そ

れ
入

て
、「
先さ

き

先せ
ん

刻こ
く

は
無ぶ

礼れ
い

の
段だ

ん

真ま
つ

平ぴ
ら

御ご

免め
ん

下
さ
る
べ
し
。」
と
誤あ

や
まり

入
て
別わ

か

れ
け
る

が
、
此こ

の

事こ
と

世せ
じ

上や
う

の
流る

布ふ

と
成
、
は
ん
が
く
復ま

た

出い
で

た
り
と
い
は
ざ
る
人
は
な
か
り

け
る
。

　

爰こ
ゝ

に
中ち

う

国ご
く

浪ら
う

人に
ん

に
、
石い

し

部べ

小こ

三
郎
と
い
ふ
者
あ
り
。
此こ

の

人
幼

い
と
け
なき

よ
り
聖せ

い

人じ
ん

賢け
ん

士し

の
道み

ち

を
し
た
ひ
、
蛍ほ

た
るを

集あ
つ

め
柳
を
あ
み
、
既す

で

に
年と

し

月つ
き

を
積つ

み

し
程ほ

ど

に
、
経け

い

史し

諸し
よ

子し

百し
や

家く
か

小
説せ

つ

に
至い

た

る
ま
で
、
方ほ

う

寸す
ん

の
内
に
お
さ
め
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
是こ

れ

を
以
て
、
時と

き

の
老ら

う

儒じ
ゆ

先せ
ん

生せ
い

の
悪に

く

み
を
得
、
上か

み

に
立た

つ

も
の
皆み

な

目め

を
側そ

ば
だて
石い

し

部べ

を
み

る
に
至い

た

つ
て
、
終つ

ゐ

に
冤む

じ
つの
罪つ

み

に
お
と
し
、
国く

に

を
追お

い

出い
だ

し
け
れ
ば
、
所し

よ

々〳
〵

方は
う

々〴
〵

に

流る

浪ら
う

し
、
是
ぞ
と
い
ふ
馴な

じ
み染
も
な
け
れ
ば
、
足
を
留と

ゞ

む
る
所と

こ
ろも
な
く
、
ま
だ
十

八
歳
の
若わ

か

も
の
な
れ
ば
、
人
に
諂へ

つ
らひ

世よ

を
渡わ

た

る
当た

う

世せ
い

儒じ
ゆ

者し
や

の
手し

ゆ

段だ
ん

を
も
し
ら
ざ

れ
ば
、
貯

た
く
わ
への

金か
ね

も
尽つ

き

果は
て

て
、
袖そ

で

乞ご
い

し
て
丹
波
の
国く

に

に
入
け
る
が
、
小
女
郎
が

此
度
の
噂う

は
さを

聞き
ゝ

て
甘か

ん

心じ
ん

し
、「
い
か
に
も
し
て
此
人
に
た
よ
り
、
一
ツ
の
住す

み

家か

を
求も

と

め
ん
。」
と
、
は
る
〴
〵
と
尋た

づ

ね
行ゆ

き

、
小
女
郎
が
在ざ

い

所し
よ

の
隣

と
な
り

村む
ら

へ
ゆ
き
か

（
け
カ
）

れ
ば
、
近ち

か

き
村む

ら

へ
夜や

前ぜ
ん

盗
ぬ
す
び
との
入
た
る
と
て
、
目め

あ
か
し
ど
も
大お

ゝ

勢ぜ
い

尋た
づ
ねに
出い

で

け

る
が
、
小
三
郎
に
行ゆ

き

あ
ひ
、「
あ
や
し
き
さ
ま
の
痩や

せ

浪ら
う

人に
ん

、
子し

細さ
い

あ
ら
ん
。」
と

お
つ
と
り
、「
巻ま

き

く
ゝ
れ
擲た

ゝ

け
。」
と
ひ
し
め
く
折お

り

か
ら
、
小
女
郎
は
此こ

の

村む
ら

に
親し

ん

類る
い

あ
り
て
見み

舞ま
い

に
来き

か
ゝ
り
、
此こ

の

躰て
い

を
見み

て
、
目め

あ

明か
し

を
制せ

い

し
、「
つ
く
〴
〵
み

れ
ば
、
お
ち
ぶ
れ
て
も
優ゆ

う

美び

の
性せ

い

質し
つ

、
只た

ゞ

も
の
な
ら
ず
。」
と
か
た
へ
江
招ま

ね

き
、「
い
か
な
る
御お

ん

方か
た

に
て
、
こ
ゝ
へ
は
何
の
用よ

う

あ
り
て
来き

た

り
給
ふ
ぞ
。」
と
問と

ひ

け
れ
ば
、
小
三
郎
、「
某

そ
れ
が
しは

少
し
望

の
ぞ
み

有
て
、
小
女
郎
と
申
婦ふ

人じ
ん

を
尋た

づ

ね
参

ま
い
り

候

也
。」
と
い
ふ
。
小
女
郎
は
い
ぶ
か
し
く
、「
終つ

ゐ

に
見み

な
れ
ぬ
御お

ん

方か
た

の
、
小
女
郎

に
は
何
の
用よ

う

あ
り
て
御
尋た

づ
ね

候
哉
。」
と
問と

ひ

詰つ
め

ら
れ
て
、
小
三
郎
し
か
〴
〵
の
よ

し
有あ

り

躰て
い

に
は
な
し
け
れ
ば
、「
然し

か

ら
ば
ま
づ
待ま

ち

給
へ
。」
し

（
と
カ
）、

目め

明あ
か

し
を
呼よ

び
、
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「
こ
れ
は
自み

づ
か
ら
が
縁ゑ

ん

有あ
る

御
人
な
り
。
決け

つ

し
て
あ
し
き
こ
と
す
る
御
方
に
は
非あ

ら

ず
。
万ま

ん

一い
ち

有う

残ざ
ん

を
か
け
る
人
あ
ら
ば
、
自み

づ
か
ら
が
方か

た

へ
来き

た

り
給
へ
。」
と
云い

ゝ

渡わ
た

し
、
皆み

な

々〳
〵

帰か
へ

り
け
れ
ば
、
小
女
郎
は
小
三
郎
が
顔か

ほ

を
つ
く
〴
〵
と
う
ち
守ま

も

り
、

涙な
み
だを

流な
が

し
、「
痛い

た

は
し
や
。
天て

ん

下か

に
秀ひ

い
づる

御
方
も
世よ

に
引ひ

き

立た
つ

る
者
な
け
れ
ば
、

在ざ
い

所し
よ

娘む
す
め

の
わ
れ
〳
〵
に
御
頼た

の
み

と
は
勿も

つ

躰た
い

な
い
。
そ
れ
を
お
も
へ
ば
お
も
ふ

程ほ
ど

、
わ
た
し
が
殿と

の

子ご

は
外ほ

か

に
は
な
い
。
自み

づ
から

こ
そ
御
尋た

づ
ねの

小
女
郎
に
て
候
也
。

わ
た
し
に
お
頼た
の
みあ
る
か
ら
は
、
お
ま
へ
に
も
頼
か
有
。」
と
、
今
ま
で
小
町
と

い
は
れ
た
る
み
さ
ほ
も
、
た
ち
ま
ち
小
三
郎
が
志

こ
ゝ
ろ
ざ
しに
は
ツ
イ
お
れ
て
、
深ふ

か

き

ゑ
に
し
と
成
に
け
る
。
さ
れ
ば
小
女
郎
は
小
三
郎
を
伴と

も
なひ
て
、
八や

つ
子こ

町ま
ち

と
い

ふ
所と

こ
ろへ
行ゆ

き

、
裏う

ら

屋
を
借か

り
て
そ
れ
〴
〵
に
、
世せ

帯た
い

の
具そ

な
へを
買か

ひ
集あ

つ

め
、
四よ

じ

畳や
う

半は
ん

な
る
う
ら
借

し
や
く

屋
に
、
千ち

と
せ
万よ

ろ

代づ
よ

か
は
ら
じ
と
、
夫ふ

う

婦ふ

の
契ち

ぎ
りを

な
し
に
け
る
。

　

既
に
日ひ

数か
ず

も
程ほ

ど

ふ
れ
ば
、
ふ
た
お
や
の
あ
ん
じ
も
如い

何か

な
り
と
、
親し

ん

類る
い

に
逗と

う

留り
う

せ
し
ふ
り
に
て
、
我わ

が

家や

へ
帰か

へ

り
、
そ
れ
よ
り
両ふ

た

親お
や

へ
ね
が
ひ
て
、
月
に
一
二

度ど

ヅ
ツ
小
三
郎
が
住
家か

へ
ぞ
通
ひ
け
る
。
小
三
郎
は
小
女
郎
が
情な

さ
けに

よ
り
て
、

八
つ
子
の
町
に
僑
き
や
う

居き
よ

を
な
し
、
少
は
心
お
ち
付
ど
も
、
長な

が

き
袖そ

で

は
能よ

く
舞ま

ひ
、

多お
ゝ

き
銭ぜ

に

は
能
く
買か

ふ
と
、
貧ひ

ん

な
る
も
の
を
ば
孔こ

う

子し

を
も
東と

う

家か

の
丘き

う

と
あ
な
ど
る

世よ

の
な
か
、
俗ぞ

く

に
対た

い

し
て
も
辱

は
づ
か
し
めら
る
ゝ
口
惜お

し

さ
、
お
り
〳
〵
に
物
が
た
り
け

れ
ば
、
小
女
郎
は
心
を
苦く

る

し
め
て
、
何
と
ぞ
し
て
取
立
ん
と
お
も
へ
ど
も
、
素も

と

よ
り
貧
な
る
家
な
れ
ば
、
月
々
の
貢み

つ
ぎ

さ
へ
親
に
隠か

く

し
て
借か

り
集あ

つ
む

る
仕
合
な
れ

ば
、
せ
ん
方か
た

も
な
く
只た

ゞ

心
を
の
み
ぞ
痛い

た

め
け
る
。

　

爰
に
同
じ
国
の
山
奥お
く

に
、
土つ

ち

右
衛
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
舅し

う
との
か
た
へ
見み

舞ま
わ

ん

と
、
網あ

み

引ひ
つ

さ
げ
て
朝あ

し
た
よ
り
谷
川
に
漁

す
な
ど
り
せ
し
が
、
此
日
は
い
か
な
る
こ
と
に

や
、
一
尾ひ

き

の
ざ
こ

を
も
得
ず
。
只
な
ま
づ
三
頭ひ

き

を
得
て
、
是
な
り
と
も
と
わ
ら
づ

と
に
入
て
引
か
た
げ
、
三
里
ば
か
り
の
山
の
峯み

ね

を
越こ

し

け
る
お
り
か
ら
、
し
よ
ろ

〳
〵
み
づ
の
荒あ

れ

田た

の
中
に
う
さ
き
あ
み
を
張は

り

た
る
に
、
雉き

じ

の
か
ゝ

り
け
る
を
、
土

右
衛
門
き
つ
と
見
付
、「
是
く
つ
き
や
う
の
み
や
け
ど
な
り
。」
と
、
奪う

ば

ひ
と
つ

て
行ゆ
か

ん
と
せ
し
が
、「
イ
ヤ
〳
〵
、
人
の
も
の
を
た
ゞ
と
る
は
、
天
罰ば

つ

も
恐

お
そ
ろ

し
。」
と
、
よ
く
此
な
ま
づ
に
替か

へ

ん
と
、
わ
ら
づ
と
を
ほ
ど
き
、
な
ま
づ
を
あ

み
に
か
け
お
き
て
行
け
る
が
、
跡あ

と

へ
あ
み
ぬ
し
来
り
、
こ
れ
を
見
て
仰げ

う

天
し
、

「
此
村
初
り
て
よ
り
こ
の
か
た
、
此
所
に
な
ま
づ
の
居い

た
る
た
め
し
を
き
か

ず
。
然し

か

る
に
今
、
わ
が
張は

り

し
あ
み
に
か
ゝ
る
不
思し

議ぎ

は
不け

祥ち

な
り
。」
と
、
山

家が

か
た
気ぎ

の
一
と
筋す

じ

に
ふ
る
い
〳
〵
村
の
庄し

や

屋う
や

へ
走は

し

り
付
、
し
か
〴
〵
の
よ
し

物
語
れ
ば
、
庄
屋
も
大
に
驚お

ど
ろ

き
て
、
村
中
を
会よ

せ

て
此
事
を
評へ

う

諚じ
や
う

す
れ
ば
、
明あ

け

の
日
は
は
や
隣

と
な
り

村
へ
聞き

こ

へ
、
終つ

い

に
四
方
へ
き
こ
へ
わ
た
り
、「
ふ
し
ぎ
〳
〵
。」

と
い
は
ざ
る
も
の
な
し
。

　

こ
ゝ
に
お
ゐ
て
、
山
伏
に
た
の
み
て
易へ

き

を
筮ぜ

い

し
、
吉き

つ

凶き
や
う

悔く
わ
い

吝り
ん

い
か
ん
と
問と

ふ

に
、
山
伏
の
曰い

は
く、「
魚う

を

に
し
て
山
に
居
る
。
是
を
物
其
天
を
離は

な

る
ゝ
と
い
ふ
。

た
と
へ
ば
人
の
田で

ん

土ど

を
離
れ
て
、
水
に
入
が
如
し
。
な
ま
づ
は
陰い

ん

物ぶ
つ

な
れ
ば
、

水
に
属ぞ

く

す
水す

い

物
。
此
所
に
あ
ら
は
る
ゝ
は
、
洪こ

う

水ず
い

の
前ぜ

ん

ぴ
や
う
な
り
。
村
中
水

に
流な
が

れ
て
、
魚
の
山
に
在お

る

が
如
く
、
人
々
皆み

な

亦ま
た

水
に
す
ま
ん
と
の
事
な
ら
ん
。



【挿絵】巻三（６ウ・７オ）

五
七

然し
か
りと

い
へ
ど
も
、
祈き

念ね
ん

は
天
を
感か

ん

ず
。
今
天
よ
り
あ
ら
は
し
給
ふ
前
表ぴ

や
うの

な

ま
づ
を
、
か
め
に
入
て
餌
を
供く

う

じ
、
大
明
神
と
祝い

は

ひ
て
歳さ

い

時じ

に
祭ま

つ

り
な
ば
、
其

禍
わ
ざ
は
ひ
を
遁の

が

る
べ
し
。」
と
云
。
村
中
是
に
同
じ
て
、
山
伏
の
い
ふ
通
り
に
し
、

か
め
の
上
に
社や

し
ろを
建た

て

て
、
な
ま
づ
大
明
神
と
尊そ

ん

崇そ
う

す
。

　

其
後
さ
ま
〴
〵
の
妖よ

う

怪く
わ
い

有
て
、
人
心
安
き
時
な
く
、
終つ

い

に
毎ま

い

年
一
人
の
娘

む
す
め

を
御ご

供く
う

に
備そ

な

へ
け
れ
ば
、
備
へ
た
る
夜よ

、
其
女
行
方か

た

知し
れ

ず
な
り
て
、
扨さ

て

妖
怪
は

こ
れ
に
よ
り
て
出
ざ
り
け
る
。
こ
と
し
、
村
の
富か

ね

民も
ち

又
兵
衛
が
娘
に
あ
た
り
け

れ
ば
、
両ふ

た

親お
や

の
悲か

な

し
み
一
と
か
た
な
ら
ず
。
何
と
ぞ
身
が
は
り
を
立た

て

て
、
娘
が

命い
の
ち

を
救す

く

は
ん
と
、
所し

よ

々〴
〵

方は
う

々〴
〵

へ
頼た

の

み
遣つ

か

は
し
け
る
に
、
丹
波
小
女
郎
が
方か

た

へ

も
名な

高だ
か

き
人
な
れ
ば
と
て
頼
み
け
る
に
ぞ
、
小
女
郎
こ
れ
を
聞き

ひ

て
不
便び

ん

に
お
も

ひ
、「
い
か
に
神
と
崇あ
が
むれ
ば
と
て
、
人
を
御
供
に
備
る
と
は
天
道だ

う

王
法
に
も
背そ

む

く
こ
と
を
し
ら
ず
。
巫み

こ

山
伏
に
あ
ざ
む
か
れ
、
邪じ

や

見け
ん

の
事
を
甘あ

ま

ん
ず
る
こ
そ
に

く
け
れ
。」
と
、
は
る
〴
〵
と
尋た

づ

ね
行
、
又
兵
衛
夫
婦
に
逢あ

ふ

て
、「
自み

づ
から
は
小
女

郎
と
申
物
に
て
候
が
、
承

う
け
た
ま
はれ
ば
な
ま
づ
大
明
神
、
人
み
御ご

供
を
つ
ゞ
け
ら
れ

候
よ
し
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
む
ご
き
事
に
て
候
也
。『
神
は
非ひ

礼れ
い

を
う
け
ず
』

と
こ
そ
承
は
り
候
へ
。
お
や
子
の
中
を
引ひ

き

分わ
け

て
、
莟つ

ぼ
みの

花
の
肉し

ゝ

む
ら
を
餌へ

食じ
き

に

す
る
と
は
、
大お
ゝ

飯い

山
の
鬼お

に

も
涙な

み
だ

を
な
が
す
べ
き
を
、
い
か
に
神
と
敬う

や
ま

へ
ば
と

て
、
な
ま
づ
づ
れ
の
分ぶ

ん

際ざ
い

で
ど
ふ
よ
く
に
も
く
ら
わ
ん
と
は
、
鬼
に
も
過す

ぎ

た
る

大
悪あ

く

無ぶ

道だ
う

。
此
小
女
郎
が
堪か

ん

忍に
ん

せ
ぬ
、
イ
ザ
大
明
神
へ
案あ

ん

内
あ
れ
。
鬼
に
も
あ

れ
神
に
も
あ
れ
、
国
の
為た

め

人
の
為
な
れ
ば
引
裂さ

い

て
わ
ら
は
が
餌
食
と
な
し
、
永な

が



五
八

く
禍

わ
ざ
は
ひの
根ね

を
絶た

ゝ

ん
。」
と
い
へ
ば
、
又
兵
衛
夫
婦
あ
き
れ
は
て
、「
も
つ
た
い

な
き
事
を
仰お

ほ
せら
る
ゝ
も
の
哉か

な

。
ま
の
あ
た
り
御
罰ば

ち

を
蒙か

ふ
むり
給
は
ん
こ
と
、
御
い

た
わ
し
ふ
こ
そ
候
へ
。
且か

つ

又
村
中
の
者
の
夜
の
日
が
ね
ら
れ
ぬ
大
凶け

う

事じ

の
出
来

ら
ん
も
は
か
り
難が

た

し
。」
と
身み

振ぶ
る

ひ
す
れ
ば
、
小
女
郎
迚と

て

も
詞こ

と
ばに

て
は
諭さ

と

さ
れ

ず
と
、「
し
か
ら
ば
自み

づ
から

が
御
身み

代が
は

り
に
立
申
べ
し
。
万
一
命い

の
ちが

終お
は

り
な
ば
、

自み
づ
か

ら
が
夫

お
つ
と

八
ツ
子
町
の
石
部べ

小
三
郎
と
い
ふ
者
へ
、
命
の
代か

は

り
と
思
召
、

年
々
に
心
を
付
て
給
は
れ
。」
と
い
へ
ば
、
夫
婦
は
大
に
悦よ
ろ
こび
、「
兼か

ね

て
諸
方は

う

へ

申
せ
し
通
り
、
命
の
代か

は

り
は
三
百
両
。
今
御
渡わ

た

し
申
べ
し
。
若も

し

偽い
つ
は
り
な
ど
申

し
な
ば
、
大
明
神
の
御
怒い

か

り
恐お

そ

る
べ
き
こ
と
な
り
。」
と
、
用
意い

の
金き

ん

子す

を
さ

し
出
せ
ば
、「
い
や
と
よ
、
自
ら
が
何
に
か
せ
ん
。
其
心し

ん

底て
い

を
見
る
上う

へ

は
、
お

も
ひ
お
く
こ
と
さ
ら
〳
〵
な
し
。
返か

へ

ス
〴
〵
も
、
小
三
郎
へ
必か

な
らず

御
渡わ

た

し
下
さ

れ
よ
。」
と
い
へ
ば
、
又
兵
衛
感か

ん

涙る
い

を
な
が
し
、「
然し

か

ら
ば
命
の
有
う
ち
に
、
八

ツ
小
町
へ
送お

く

る
べ
し
。」
と
、
急い

そ

ぎ
飛ひ

き

脚や
く

を
ぞ
こ
し
ら
へ
け
る
。

　

小
女
郎
は
、「
つ
く
〴
〵
と
思
へ
ば
お
ろ
か
な
る
事
な
が
ら
、
若も
し

や
運う

ん

命め
い

尽つ
き

は
て
ゝ
、
魚
の
餌
食
と
な
る
な
ら
ば
、
い
と
し
い
人
の
い
か
ば
か
り
、
我
を
恨う

ら

み
て
も
し
や
ま
た
、
病や

ま
いの
初は

じ

め
と
な
り
や
せ
ん
。
そ
れ
に
付
て
も
、
目
の
さ
き

に
み
ゆ
る
が
ご
と
き
恋
人
の
、
月
の
末
に
は
か
な
ら
ず
と
い
ふ
て
別わ

か

れ
し
其
時

に
、
も
し
や
心
が
ほ
か
〳
〵
の
花
へ
う
つ
り
は
し
よ
ま
い
か
と
案あ

ん

じ
過す

ご

し
て
取と

り

か
わ
し
た
手て

を
突つ

き

退の
け

て
、『
コ
レ
申
お
ま
へ
の
心
が
替か

は

り
な
ば
、
わ
ら
は
ゝ
所し

よ

存ぞ
ん

が
ご
ざ
ん
す
。』
と
、
ぴ
ん
と
は
ね
た
も
今
は
は
や
、
我わ

が

身み

の
上う

へ

と
な
り
し

ぞ
や
。
し
ん
だ
あ
と
で
も
可か

愛あ
い

ひ
と
、
思
ふ
て
後ご

世せ

の
と
ふ
ら
ひ
よ
り
、
外
の

女
に
か
ん
な
ら
ず
、
い
と
し
が
ら
れ
て
給
は
る
な
ど
は
、
う
ふ
も
の
ゝ
独ひ

と

居り
ゐ

の

寝ね

覚ざ
め

〴
〵
に
わ
が
こ
と
を
お
も
ひ
出い

だ

し
て
悲か

な

し
か
ら
ん
。
い
か
な
れ
ば
う
み
山

隔へ
だ

て
ゝ
生む

ま

れ
し
身み

の
、
ど
ふ
し
た
縁ゑ

ん

で
此
様や

う

に
比ひ

翼よ
く

連れ
ん

理り

の
か
た
ら
ひ
を
す
る

か
と
お
も
へ
ば
、
ま
ゝ
な
ら
ぬ
う
き
よ
の
な
か
の
う
き
こ
と
に
、
か
ゝ
る
哀あ

は

れ

も
さ
き
し
や
う
の
約や

く

束そ
く

な
る
か
。」
と
、
恋こ

い

ゆ
へ
に
は
さ
す
が
丈ぢ

や

夫う
ぶ

の
魂

た
ま
し
いも

、

あ
ど
な
き
こ
と
を
く
よ
〳
〵
と
お
も
ふ
は
女
の
な
ら
ひ
か
や
。

　

斯か
く

て
牲

い
け
に
へ

備そ
な
はり
し
と
、
小
女
郎
に
沐も

く

浴よ
く

さ
せ
、
衣い

服ふ
く

を
改あ

ら
ため
、
村
中
の
男な

ん

女に
よ

残の
こ

ら
ず
群ぐ

ん

集じ
ゆ

し
て
、
神か

ぐ

楽ら

を
奏そ

う

じ
、
神み

酒き

を
す
ゝ
め
、
村
繁は

ん

昌じ
や
うを
祈い

の

り
け
る
。

社や
し
ろ
の
傍か

た
へ
に
は
、
一
丈
四し

方は
う

の
棚た

な

を
ゆ
ひ
、
小
女
郎
を
か
き
あ
ぐ
れ
ば
、
覚か

く

悟ご

し
な
が
ら
今
は
は
や
、
生し

や

死う
し

の
さ
か
ひ
近ち

か

寄よ
り

て
、
灯と

う

明め
う

の
火ひ

の
煌

く
わ
う

々〳
〵

と
、
日

も
暮く

れ

は
て
ゝ
か
ん
な
ぎ
も
、
は
ら
へ
の
音お

ん

声じ
や
う

す
み
渡わ

た

り
、
神か

ぐ

楽ら

の
鈴す

ゞ

も
お
さ

ま
り
ぬ
。
小
三
郎
は
何な

に

気げ

な
く
、
月
の
末
に
は
あ
ひ
み
ん
と
、
相

し
や
う

如じ
よ

が
伝で

ん

を

繰く
り

返か
へ

し
、「
酒さ

け

を
う
り
し
卓た

く

文ぶ
ん

君く
ん

も
、
終つ

い

に
は
か
ゞ
や
く
故こ

き

郷や
う

の
に
し
き
、
我わ

れ

今い
ま

爰こ
ゝ

に
沈し

づ

む
と
も
、
上じ

や

林う
り

子ん
し

虚き
よ

の
も
ん
さ
く
は
、
九こ

ゝ

重の
へ

の
都み

や
この
春は

る

に
か
ん
ば
し

く
、
追お

つ

付つ
け

駟し

馬ば

の
車く

る
まを
擁よ

う

し
、
人
の
耳じ

目も
く

を
驚お

ど
ろさ
ん
。」
と
、
お
ろ
か
な
る
思し

案あ
ん

を
な
す
は
、
当と

う

世せ
い

学が
く

者し
や

の
風ふ

う

流り
う

に
て
、
皆み

な

山や
ま

蕷い
も

の
か
ば
や
き
な
り
。

　

斯か
ゝ

る
所
へ
又
兵
衛
が
使つ

か

ひ
、
三
百
両
を
も
た
げ
行ゆ

き

、
し
か
〴
〵
の
よ
し
物も

の

語が
た

れ
ば
、
小
三
郎
仰げ

う

天て
ん

し
、「
い
か
に
夫お

つ
とを

お
も
へ
ば
と
て
、
身
を
捨す

つ

る
と
は
甚

は
な
は

だ
し
。
と
は
い
へ
、
こ
れ
は
山さ

ん

中ち
う

の
民た

み

の
心
の
朴す

な
ほな

る
を
、
巫み

こ

修や
ま

験ぶ
し

の
欺あ

ざ
むき

し



五
九

故ゆ
へ

な
ら
ん
。」
と
は
思
へ
ど
も
心
な
ら
ず
、
使
の
者
を
案
内
に
て
、
日
を
経へ

て

彼か
の

村
に
至い

た

り
し
が
、
今
宵
は
痛い

た

は
し
や
、
人
身
御
供
を
明
神
へ
捧

た
て
ま
つる

と
噂う

は
さを

聞き
い

て
、
直ぢ

き

に
は
せ
付
み
れ
ば
、
小
女
郎
は
棚た

な

の
う
へ
に
白
装し

や
う

束ぞ
く

を
ま
ど
ひ
、

巫み
こ

か
ん
な
ぎ
が
神
は
さ
め
の
最さ

い

中ち
う

な
り
。
少
し
は
心
も
お
ち
つ
き
て
、
か
た
へ

の
松
影か

げ

に
忍し

の

び
て
様や

う

子す

を
伺う

か
ゞへ
ば
、
夜よ

も
は
や
初し

よ

夜や

に
な
り
け
れ
ば
、
人
々
村

へ
立
帰か

へ

り
、
社し

や

頭と
う

闃ひ
つ
そと
静し

づ
まり
た
り
。
小
女
郎
は
懐

く
わ
い

剣け
ん

ぬ
き
も
ち
、
社や

し
ろの
か
た

を
き
つ
と
睨

に
ら
み

守ま
も

り
つ
め
て
居い

た
り
し
が
、
不
思し

議ぎ

や
、
社
頭
鳴め

い

動ど
う

し
、「
め
り

〳
〵
い
ふ
は
神
か
あ
ら
ぬ
か
。
ア
ヽ
怪あ

や

し
や
。」
と
見
る
う
ち
に
、
一
丈
ば
か

り
の
夜や

叉し
や

の
す
が
た
、
忽

た
ち
ま
ち

こ
ゝ
に
あ
ら
わ
れ
出
、
棚た

な

を
目
が
け
て
来く

る
所

を
、
小
女
郎
す
か
さ
ず
飛と

ん

で
下お

り
、
鳥と

り

居い

を
引ひ

き

抜ぬ
き

、
よ
こ
な
ぐ
り
に
、「
み
ぢ

ん
に
な
れ
。」
と
ふ
り
廻ま
は

せ
ば
、
忽た

ち
まち
た
ぬ
き
の
姿す

が
たと
変へ

ん

じ
、
逃に

ぐ

る
所
を
小
三

郎
、「
得
た
り
や
賢か

し

こ
し
。」
と
、
抜
打う

ち

に
真ま

二
つ
に
切
付
れ
ば
、
小
女
郎
嬉う

れ

し

さ
限か

ぎ

り
な
く
、
又
妖よ

う

怪く
わ
い
か
と
疑う

た
が
ひ
て
、
状や

う
す
を
得と

く

と
尋た

づ
ぬ
れ
ば
、
小
三
郎
始し

終じ
う

の

こ
と
を
物
語
り
、
そ
れ
よ
り
二
人
社や

し
ろを
打う

ち

砕く
だ

き
、
か
め
の
内
を
見
て
あ
れ
ば
、

あ
わ
れ
な
る
哉
な
ま
づ
大
明
神
、
骨ほ

ね

ば
か
り
ぞ
残の

こ

り
居い

け
る
。

　

夫
婦
の
も
の
は
う
ち
笑わ
ら

ひ
て
又
兵
衛
が
宅た

く

へ
帰か

へ

り
、
こ
よ
い
の
状や

う
す

を
物
語

り
、
三
百
両
を
さ
し
返か
へ

せ
ば
、「
正
直
者
の
お
し
か
へ
し
、
私
が
娘
な
ら
ば
狸

た
ぬ
き

の
為た

め

に
殺こ

ろ

さ
る
ゝ
は
必ひ

つ

定ぢ
や
う。

さ
す
れ
ば
是
亦ま

た

命い
の
ちの

代か
は

り
、
少
も
御
遠へ

ん

慮り
よ

被
下

な
。」
と
い
ふ
に
よ
り
、
夫
婦
し
て
神
道た

う

の
あ
ら
ま
し
を
物
語
り
、「
此
後
人
に

欺
あ
ざ
む
か

れ
給
ふ
な
。」
と
教お

し

へ
お
き
て
、
そ
れ
よ
り
小
三
郎
は
八
つ
子
町
を
引
は

ら
い
、
小
女
郎
を
同ど
う

道〴
〵

し
て
京
都
へ
出
け
れ
ば
、
天
の
原
伝
右
衛
門
、
身
に
引

受
て
世せ

話わ

し
、
終つ

い

に
大
儒じ

ゆ

先
生
と
成
て
、
後
に
滄そ

う

海か
い

先せ
ん

生せ
い

と
云い

ゝ

し
は
此
小
三
郎

が
事
な
り
と
ぞ
。

怪
談
雨
之
燈
第
三
終

怪く
わ
い

談だ
ん

雨あ
め

之の
と

燈ほ
し
び

初
編
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
羅　

玉
香
散
人
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
林　

新
狸
誹
士
校

　
　

麩ふ

屋
才さ

い

蔵ざ
う

為た
め
に㍼稲い
な

荷り

神じ
ん
の㍽所ら
る
ゝ㍼擁お
う

護ご
せ

㍽話わ

　

難な
に

波は

の
里さ

と

は
、
高た

か

き
屋
の
詠へ

い

あ
り
し
よ
り
後の

ち

、
民た

み

富と
み

て
風ふ

う

俗ぞ
く

も
優や

さ

し
か
り

し
。
慶け

い

長
の
頃こ

ろ

と
か
や
、
麩
屋
の
才
右
衛
門
と
い
ふ
者
あ
り
。
難
波
の
里
に
於お

い

て
一
二
を
争あ

ら
そふ
富ふ

う

家か

に
て
、
一
子
才
蔵
に
学が

く

問も
ん

遊ゆ
う

芸げ
い

出し
ゆ
つ

精せ
い

さ
せ
、
十
一
、
二

よ
り
酢す

屋
の
勘か

ん

兵
衛
と
い
ふ
歌か

道だ
う

学
問
達た

つ

者し
や

な
る
人
の
弟で

子し

と
な
し
、
日
々
其

家い
へ

へ
通か

よ

ひ
け
る
が
、
才
知ち

人
に
勝す

ぐ

れ
け
る
程ほ

ど

に
、
十
七
歳さ

い

に
て
も
は
や
代
講か

う

を

勤つ
と

め
、
内
に
入
て
は
能よ

く

父ち
ゝ

母は
ゝ

に
事つ

か

へ
し
程
に
、
勘
兵
衛
も
我わ

が
片か

た

腕う
で

に
も
な
る

べ
き
生お
ひ

立
と
、
折
に
は
人
に
も
風ふ

い

聴ち
や
う

し
け
る
。
勘
兵
衛
ひ
と
り
の
娘む

す
め

あ
り
。

掌し
や
う

上
の
珠た

ま

と
寵て

う

愛あ
い

せ
し
が
、
此
娘
ひ
そ
か
に
才
蔵
に
お
も
ひ
を
か
け
、
去さ

り

し
頃
よ
り
何
と
ぞ
し
て
能よ

き

首し
ゆ

尾び

あ
ら
ば
あ
ふ
さ
か
の
関せ

き

、
と
め
ら
れ
ぬ
恋こ

い

と
成

け
れ
ど
も
、
逢あ

ふ

て
は
そ
れ
と
得へ

も
い
は
ず
、
只た

ゞ

貌か
ほ

に
ち
る
紅
葉
ば
の
、
て
る
日



六
〇

も
ふ
る
日
も
来く

る
人
に
、
心
あ
わ
び
の
片か

た

お
も
ひ
、
き
せ
る
を
杖つ

へ

に
物
あ
ん

じ
、
欝う

つ

と
り
と
し
て
居い

る
所
へ
、
才
蔵
は
毎い

つ
もの
ご
と
く
玄げ

ん

関く
わ
んよ
り
う
ち
通と

ほ

り
、

「
今
日
は
暖だ

ん

和く
わ

の
天
気
、
先
生
に
は
何い

づ

方か
た

へ
か
御
出
な
さ
れ
候
哉
。
又
御ご

顔が
ん

色し
よ
く

の
よ
か
ら
ざ
る
は
例れ

い

の
御
積し

や
くで

ご
ざ
る
か
。」
と
問と

は
れ
て
、
お
な
み
は
、「
い

や
〳
〵
、
是
は
ほ
や
の
ゆ
へ
に
、
常ゐ

つ

住し
く

此
様や

う

に
な
や
み
ま
す
。」
と
返へ

ん

答た
う

す
。

才
蔵
博は

く

物ぶ
つ

な
り
と
い
へ
ど
も
、「
ほ
や
の
」
と
い
ふ
こ
と
終つ

い

に
知し

ら
ず
。
さ
れ

ば
と
て
根ね

問ど
ひ

も
な
ら
ず
、「
い
か
さ
ま
そ
れ
は
御
難な

ん

義ぎ

。」
と
、
間ま

に
合
口
上
取

結む
す

び
、
扨さ

て

弟で

子し

中
と
講こ

う

習し
う

し
お
は
り
て
、「
今
日
は
先
生
も
留
主
な
れ
ば
、

銘め
い

々〳
〵

一
首し

ゆ

の
詩し

を
作つ

く

り
、
帰か

へ

ら
れ
て
の
慰

な
ぐ
さ
み
に
机つ

く
へ
の
う
へ
に
お
く
べ
し
。」
と

て
、
各

お
の
〳
〵

小こ

首く
び

を
傾

か
た
ぶ
け
て
、
五
言ご

ん

七
言
十
二
體て

い

、
或あ

る
い
は
和わ

歌か

を
詠ゑ

い

じ
け
る
お
り

か
ら
、
お
な
み
へ
赤あ

か

軸ぢ
く

の
筆
一
対つ

い

携
た
づ
さ
へ

出い

で
清せ

い

書し
よ

を
し
給
は
ゞ
、「
ほ
や
の
を

参ま
い

ら
せ
ん
。」
と
才
蔵
に
与あ

た

へ
け
れ
ば
、「
コ
レ
ハ
〳
〵
。」
と
お
し
い
た
ゞ
き

は
戴い

た
ゞき

な
が
ら
、「『
ほ
や
の
』
と
は
合が

点て
ん

ゆ
か
ず
。
ふ
か
く
思し

案あ
ん

を
め
ぐ
ら
す

に
、
赤
軸ぢ

く

の
筆
を
与
へ
し
は
、
我
に
彤と

う

管く
わ
ん

を
贈お

く

る
と
い
へ
る
詩し

の
、
む
か
し

賢か
し
こ
き
人
の
恋こ

い

の
道み

ち

と
は
お
も
へ
ど
も
、
再ふ

た
ゝ
び
我
に
向
ひ
て
『
ほ
や
の
』
と
い

ひ
し
詞こ

と
ば
の
奥お

く

の
、
し
れ
ざ
れ
ば
い
か
ゞ
は
せ
ん
。」
と
お
も
ひ
し
が
、「
イ
ヤ

〳
〵
、
こ
れ
は
た
し
か
に
和わ

歌か

の
詞
な
ら
ん
。
帰
り
て
吟ぎ

ん

味み

せ
ん
も
の
。」

と
、
其
日
は
外
々
よ
り
も
は
や
く
退し

り
ぞき
て
、
家
に
お
さ
め
し
『
二
十
一
代
集し

う

』

を
取と

り

出
し
、
か
た
は
し
よ
り
よ
み
け
る
が
、
其
中
に
証し

や

歌う
か

あ
り
。

　
　

し
な
の
な
る
ほ
や
野
ゝ
薄

す
ゝ
き

穂ほ

に
出
て

　
　
　

引
か
は
な
び
か
ん
今
ひ
か
ば
ひ
け

こ
の
歌
を
み
る
よ
り
も
、
お
も
は
ず
堅
き
心
も
蕩と

ろ

け
、「
さ
て
は
我わ

れ

を
恋
し
た

ふ
に
て
あ
り
け
る
か
。
さ
り
な
が
ら
、
我
も
一
人
の
子
、
彼か

れ

も
ひ
と
り
の
娘
な

れ
ば
、
と
て
も
そ
は
れ
ぬ
中
な
り
。」
と
お
も
ふ
ほ
ど
、
な
を
ま
す
恋
の
ふ
ち

へ
入
と
も
、
斯か

く

ま
で
に
お
も
は
れ
思
ふ
上
か
ら
は
、
い
と
は
ぬ
心
と
成
け
る
に

ぞ
、
思
案
を
さ
だ
め
て
、
文
は
人
目
の
憚
あ
り
と
短た

ん

冊ざ
く

に
、

　
　

北
風
や
我
身
は
水
の
上
の
草

と
書か

き

認し
た
ゝ
め
て
、
よ
き
し
ゆ
び
あ
ら
ば
渡わ

た

さ
ん
と
思
へ
ば
、
自し

然ぜ
ん

と
お
く
れ
が

つ
き
、
ま
た
十
七
の
若わ

か

翠み
ど

り
、
か
ほ
に
紅
ち
る
初
恋
の
念ね

ん

が
届と

ゞ

き
て
、
縁へ

ん

先さ
き

へ

う
か
れ
出
た
る
お
波な

み

が
袖そ

で

へ
、
人
の
見
ぬ
ま
と
入
る
う
ち
、「
娘
〳
〵
。」
と
、

母
親
の
尋
る
こ
へ
に
見
合
し
た
顔か

ほ

で
、
後
に
と
い
ひ
合
せ
別わ

か

れ
て
、
我
家や

へ
帰か

へ

り
け
る
。
お
な
み
は
う
れ
し
き
恋
人
の
お
く
り
し
文
と
、
袂た

も
と

よ
り
出
し
み
れ

ば
、「
短
冊
に
上か

み

の
句く

ば
か
り
書
た
る
は
、
い
や
と
い
ふ
の
じ
や
あ
る
ま
い

か
。」
と
、
は
や
ま
は
り
気き

の
心
を
し
づ
め
、「
北
風
と
は
詩し

の
北ほ

く

風ふ
う

の
章し

や
うに

、

『
美
人
我
に
彤
管
を
お
く
る
』
と
い
ふ
こ
と
あ
り
。
こ
の
頃
の
ふ
で
の
こ
と
、

嬉
し
と
お
も
ふ
て
句
の
上
に
お
き
、
文
字
こ
そ
香
ば
し
け
れ
。
わ
が
身み

は
水
の

上
の
草く

さ

と
は
、
身
は
う
き
草
と
い
ふ
こ
と
な
ら
ん
。
古こ

歌か

に
、

　
　

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
根ね

を
た
へ
て

　
　
　

さ
そ
ふ
み
づ
あ
ら
ば
い
な
ん
と
ぞ
お
も
ふ

と
い
へ
る
心
を
書か

き

給
ひ
し
は
い
か
に
。」
と
、
し
ば
し
か
ん
が
ふ
る
に
、「『
一



六
一

人
娘む

す
め

と
一
人
息む

す

子こ

、
と
て
も
こ
ゝ
で
は
そ
は
れ
ぬ
。
な
れ
ば
わ
れ
だ
に
が
て

ん
す
る
な
ら
ば
、
つ
れ
て
の
か
ん
。』
と
い
へ
る
こ
と
か
。
此
里
に
て
一
二
を

争
ふ
身
代
を
、
我わ

れ

ゆ
へ
に
ふ
り
捨す

て

ん
と
の
志
。
た
と
へ
し
ぬ
と
も
忘わ

す

れ
は
せ

じ
。
い
づ
く
い
か
な
る
所
へ
な
り
と
も
、
身
の
か
ん
な
ん
は
い
と
は
じ
。」

と
、
お
も
ひ
こ
み
た
る
娘
気
の
、
其
夜よ

は
夢ゆ

め

が
う
つ
ゝ
と
も
し
ら
ぬ
ふ
た
お

や
、
あ
か
つ
き
の
か
ね
に
目
ざ
ま
し
、
し
は
ぶ
き
の
ね
ほ
れ
し
耳み

ゝ

に
お
な
み
が

ね
ご
と
、
お
も
ふ
こ
と
を
あ
り
〳
〵
と
い
ふ
の
を
聞き

け

ば
、
お
そ
ろ
し
や
と
夫
婦

は
興け

う

を
さ
ま
し
け
る
。

　

明
れ
ば
夫
婦
談だ
ん

じ
あ
ひ
、「
何
と
も
し
て
此
こ
と
の
あ
ら
は
れ
ぬ
よ
ふ
、
䂓

い
け
ん

を
加く

わ

へ
て
止や

ま

さ
せ
ん
。」
と
、
娘
を
一
間
へ
よ
び
、「
わ
が
身
は
子こ

供ど
も

心
の
浅あ

さ

は

か
に
、
麩
屋
才
蔵
と
か
け
お
ち
せ
ん
約や
く

束そ
く

あ
り
と
お
ぼ
へ
た
り
。
さ
あ
れ
ば
、

両り
や

家う
け

と
も
滅め

つ

亡ば
う

せ
ん
こ
と
ま
の
あ
た
り
。
爰こ

ゝ

の
所
を
聞
わ
け
よ
。
汝わ

が
みに
兄け

う

弟だ
い

で

も
あ
る
麩
屋
に
子
た
ち
が
多お

ほ

け
れ
ば
、
お
も
ひ
合
た
な
か
な
ら
ば
、
何
し
に
心

を
む
げ
に
せ
ん
。
此
方は

う

へ
囉も

ら

ふ
が
あ
の
方
へ
よ
め
ら
す
が
仕し

や
う
も
や
ふ
は
有あ

る

な
れ
ど
、
い
か
に
せ
ん
、
両
家
と
も
に
皆
あ
と
取
の
娘
と
む
す
こ
、
夫
婦
に
し

て
は
一
方
が
先せ

ん

祖ぞ

へ
立
ぬ
大
不
孝か

う

。
汝
一
人
の
心
へ
に
て
、
大
孝
行
と
な
る
こ

と
を
、
常つ
ね

々〴
〵

父ち
ゝ

が
講こ

う

釈し
や
くに

い
ひ
き
か
す
る
は
こ
ゝ
の
事
。」
と
い
は
れ
て
、
は

つ
と
思
ひ
な
が
ら
、「
そ
れ
は
合が

点て
ん

の
ゆ
か
ぬ
こ
と
、
露つ

ゆ

ち
り
お
ぼ
へ
ぬ
無
躰た

い

の
仰お

ほ
せ。」

と
お
は
せ
も
果は

て

ず
、
大
に
怒い

か

り
、「
お
の
れ
ち
ん
ず
る
ほ
ど
い
よ
〳
〵

以
て
捨す

て

お
か
れ
ぬ
。
才
蔵
と
通つ

う

ぜ
し
こ
と
、
ね
ご
と
に
残の

こ

ら
ず
ま
づ
か
ふ
〳
〵

い
ふ
た
が
、
そ
れ
で
も
覚お
ぼ

へ
は
な
い
か
。」
と
、
見み

透す
か

す
ご
と
く
き
め
付
ら

れ
、
ふ
る
ふ
心
を
お
し
詰
め
〳
〵
、「
ね
ご
と
に
言い

は
ふ
が
ど
ふ
せ
ふ
が
、
露つ

ゆ

も
お
ぼ
へ
の
な
い
こ
と
を
、
ど
ふ
よ
く
な
る
御ご

詮せ
ん

義ぎ

。」
と
、
泣な

い

て
見み

せ
て
も

合が

点て
ん

せ
ず
。「
然し

か

ら
ば
『
互た

が

ひ
に
約や

く

束そ
く

の
心
た
が
へ
ず
、
ち
か
き
内う

ち

に
つ
れ
て

退の
い

て
給
は
れ
。』
と
、
才
蔵
あ
て
に
状じ

や
うを
書
け
。
お
の
れ
が
い
は
ね
ば
才
蔵
が

返へ
ん

事じ

で
事
が
あ
ら
は
る
ゝ
。」
と
硯す

ゞ
りと
紙か

み

を
さ
し
つ
く
れ
ば
、「
今い

ま

更さ
ら

何な
に

と
言い

ゝ

わ

け
も
の
つ
ぴ
き
な
ら
ぬ
手て

詰づ
め

と
成
、
鹿し

か

を
馬む

ま

と
も
い
は
れ
ぬ
は
ね
ご
と
に
、
恋こ

ふ

る
其
人
の
ふ
で
の
あ
と
ま
で
う
ち
あ
か
し
、
か
ゝ
る
う
き
め
と
い
ふ
こ
と
を
し

ら
せ
て
や
ら
ん
。」
と
お
も
へ
ど
も
、
か
ふ
〳
〵
書
け
と
て
ゝ
お
や
が
お
し
へ

る
こ
と
ば
ゝ
、
一
々
に
兼か

ね

て
覚お

ほ
べの

約や
く

束そ
く

を
い
は
ん
と
お
も
ひ
し
こ
と
ば
か
り
、

目め

を
は
な
さ
ね
ば
せ
ん
か
た
な
く
心
の
う
ち
に
祈き

ぐ

願わ
ん

を
こ
め
、「
和わ

歌か

三さ
ん

神じ
ん

も

心
あ
ら
ば
は
る
か
に
助た

す

け
給
は
れ
。」
と
祈き

念ね
ん

の
む
ね
に
の
り
う
つ
る
神か

み

か
あ

ら
ぬ
か
、
古ふ

る

き
よ
の
歌
を
忽た

ち
まち
お
も
ひ
出だ

し
、
目め

出で

度た
く

か
し
こ
の
か
の
字
を
ば

わ
ざ
と
の
の
字じ

に
書か

き

認し
た
ゝ
め
、「
何
と
ぞ
こ
れ
を
さ
と
れ
か
し
。」
と
手
ば
や
に

封ふ
う

じ
て
渡わ

た

し
け
れ
ば
、
勘
兵
衛
は
下げ

女じ
よ

を
招ま

ね

き
、
か
よ
ふ
〳
〵
に
は
か
ら
ふ
べ

し
と
謀

は
か
り
ご
とを

捧さ
ゝ

げ
れ
ば
、
下
女
は
才
蔵
が
か
た
へ
走は

し

り
行ゆ

き

、
若わ

か

旦だ
ん

那な

へ
内な

い

用や
う

あ

り
と
部へ

屋や

へ
通
り
、「
お
な
み
さ
ま
よ
り
何
事
も
み
な

承
う
け
た
ま
は
り

候
。
か
や
う
な

こ
と
を
我わ

れ

々
に
御
隠か

く

し
遊あ

そ

ば
す
ほ
ど
御
身
の
為た

め

に
宜よ

ろ

し
か
ら
ず
。」
と
文ふ

み

を
渡わ

た

せ
ば
、
才
蔵
ひ
ら
き
み
る
に
、「
こ
の
頃こ

ろ

の
約や

く

束そ
く

を
た
が
へ
ず
、
つ
れ
て
の
き

給
は
れ
。」
と
の
文ぶ

ん

躰て
い

な
れ
ば
、
返へ

ん

事じ

を
認

し
た
ゝ
め

ん
と
硯

す
ゞ
り

箱ば
こ

に
手
を
か
け
し
が
、
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六
二

か
し
こ
の
か
の
字
を
の
と
書か

い

た
は
い
か
に
と
み
る
う
ち
、「
手
の
ふ
る
い
と
い

ひ
毎い

つ

も
の
手し

ゆ

跡せ
き

に
あ
ら
ざ
る
は
、
親お

や

に
別わ

か

れ
る
悲か

な

し
さ
か
、
亦ま

た

は
子し

細さ
い

の
有
こ

と
か
。」
と
お
も
ひ
出い

づ

れ
ば
、「
其
む
か
し
歌か

書し
よ

を
読よ

み

た
る
其
な
か
に
、

　
　

津つ

の
国く

に

の
の
し
く
の
里
に
来き

て
み
れ
ば

　
　
　

ま
つ
は
根ね

ご
と
に
あ
ら
は
れ
に
け
り

と
お
ぼ
へ
た
る
が
、
さ
て
は
ね
ご
と
に
ふ
た
り
が
中
を
い
ふ
て
人
に
も
け
ど
ら

れ
し
が
此
ふ
み
い
か
に
も
怪あ

や

し
や
。」
と
、
下
女
に
向む

か
つて
気き

し

色よ
く

を
正た

ゞ

し
、「
お
な

み
ど
の
に
は
狂き

や

気う
き

と
み
へ
て
、
存
も
よ
ら
ぬ
約や

く

束そ
く

な
ど
ゝ
文ふ

み

を
賜た

ま

は
る
覚お

ぼ
へは
な

し
。
急い

そ

ぎ
返か

へ

つ
て
人
違ち

が

ひ
が
よ
し
そ
れ
に
も
せ
よ
。
異い

見け
ん

し
て
き
か
れ
ぬ
時と

き

は

我わ
れ

に
知し

ら
せ
よ
。『
大
恩お

ん

あ
る
先せ

ん

生せ
い

な
れ
ば
、
我わ

れ

よ
り
屹き

つ

と
御
異い

見け
ん

を
申
さ
れ

よ
。』
と
い
ふ
べ
し
。」
と
、
厲は

げ

し
き
詞こ

と
ばに

下
女
も
あ
き
れ
は
て
ゝ
立
帰か

へ

り
、
勘

兵
衛
に
斯か

く

と
告つ

げ

け
れ
ば
、「
扨さ

て

は
い
よ
〳
〵
娘
が
い
ひ
し
通と

ほ

り
な
り
。」
と
、
是こ

れ

よ
り
心
を
ゆ
る
し
け
る
。

　

娘
は
そ
れ
よ
り
覚か
く

悟ご

を
極き

わ

め
、
一
首し

ゆ

の
歌
を
書か

い

て
才
蔵
が
書し

よ

物も
つ

の
中
へ
入
お

き
し
が
、
開ひ
ら

き
み
る
に
、「『
ふ
る
さ
と
に
今こ

宵よ
い

か
ぎ
り
の
命い

の
ちと
も
し
ら
で
や
人

の
わ
れ
を
待ま

つ

ら
ん
』
と
古
歌
を
書か

き

し
は
、
扨
は
あ
す
の
よ
死し

な
ん
と
の
し
ら
せ

な
る
か
。
我
と
て
も
何な

に

し
に
一
人
生
な
が
ら
へ
ん
。」
と
、

　
　

ま
て
し
ば
し
子
を
お
も
ふ
や
み
に
迷ま

よ

ふ
ら
ん

　
　
　

は
て
の
山や

ま

路ぢ

の
道
し
る
べ
せ
ん

と
、
同
じ
く
古こ

歌か

に
て
知し

ら
せ
け
れ
ば
、
娘
は
嬉う

れ

し
く
、「
さ
る
に
て
も
死し

ぬ

る
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所と
こ
ろは

隔へ
だ
つれ

と
も
、
冥め

い

途ど

は
一
つ
し
で
の
み
ち
。
手
を
携た

づ
さへ

て
往ゆ

か

ん
も
の
。」
と

密ひ
そ
かに

用よ
う

意い

を
な
し
け
る
が
、
既す

で

に
日ひ

暮く
れ

て
人
静し

づ
まり

、
父
母
の
熟う

ま

く
眠ね

ら
る
ゝ

を
、
今
や
〳
〵
と
待ま
ち

居い

た
る
に
、
部へ

屋や

の
外そ

と

面も

に
足あ

し

お
と
し
て
、
戸と

を
し
め
あ

け
に
明あ

く

る
の
は
盗

ぬ
す
び
とな
る
か
と
身
も
振ふ

る

は
れ
、
父
母
を
お
こ
し
な
ば
死し

ぬ
妨

さ
ま
た
げ、

と
又
ひ
と
つ
迷ま

よ

ひ
に
ま
よ
ふ
程ほ

ど

も
な
く
、
外そ

と

よ
り
顔か

ほ

を
さ
し
出い

だ

す
は
、
麩
屋
才

蔵
が
旅た

び

出で

立た
ち

、
早は

や

ふ
〳
〵
と
小こ

手て

招ま
ね

き
に
、「
こ
れ
は
夢ゆ

め

か
や
嬉う

れ

し
や
。」
と
振ふ

る

ふ
ひ
ざ
ぶ
し
や
ふ
〳
〵
と
忍し

の

び
出い

づ

れ
ば
、
才
蔵
、「
互た

が

ひ
に
死し

ん

で
は
お
や
〳
〵

へ
、
不
孝か

う

に
不
孝
を
重か

さ
ぬれ

ば
、
し
ば
し
此こ

の

場ば

を
立
退の

か

ん
。」
と
手
に
手
を
と
り

て
行ゆ

き

け
る
が
、
忽た

ち
まち

一
人
の
老ら

う

人じ
ん

あ
り
。「
二
人
の
者
し
ば
ら
く
待ま

て
。
行ゆ

く

先さ
き

〳
〵
は
み
な
他た

人に
ん

あ
つ
た
ら
命い

の
ちを

失う
し
なは

ん
も
は
か
り
が
た
し
。
我
が
家い

へ

に
か
く

ま
い
く
れ
ん
。」
と
い
ふ
に
、
二
人
は
伏ふ
し

お
が
み
、「
然し

か

ら
ば
宜よ

ろ

し
ふ
御
頼た

の
み

申

上
る
。」
と
、
跡あ

と

に
付
し
ば
ら
く
行ゆ

く

と
お
ぼ
へ
し
が
、
金き

ん

殿で
ん

楼ろ
う

閣か
く

玉た
ま

を
布し

く
庭に

は

の
か
ゞ
り
は
蓬ほ

う

萊ら
い

の
山
を
象か

た
どる
奇き

麗れ
い

の
宅た

く

、
二
人
を
二
つ
の
高た

か

ど
の
に
分わ

け

て
か

く
ま
ふ
主あ

る
じの
心こ

ゝ
ろ、
心
あ
ら
ん
と
別わ

か

る
れ
ば
、
女
中
あ
ま
た
が
か
し
づ
き
て
、
山さ

ん

海か
い

の
珍ち

ん

味み

を
集あ

つ

め
、
日
々
夜や

々
の
管

く
わ
ん

弦げ
ん

に
う
さ
を
も
し
ば
し
は
忘わ

す

れ
け
る
。

　

才
蔵
は
、「
今こ

宵よ
ひ

こ
そ
別わ

か

れ
〳
〵
に
死し

ぬ

と
て
も
、
冥め

い

途ど

の
旅た

び

は
手
を
引
て
、

ひ
と
つ
蓮は
ち
すに

永な
が

き
よ
を
楽た

の
しん

で
暮く

ら

さ
ん
と
お
も
へ
ど
、
ま
い
ち
ど
顔か

ほ

を
見み

て
死し

ん
だ
ら
お
も
ひ
は
あ
る
ま
い
。」
と
忍し

の

び
出い

で

て
、
酢す

屋や

の
軒の

き

窺う
か
ゞ

ふ
さ
き
に
立た

ち

姿す
が
たは

、
た
し
か
に
そ
れ
と
さ
し
覗の

ぞ

け
ば
、
娘
お
波
は
忍し

の

び
声ご

へ

、「
今
更
死し

ん

で
は

大
恩お

ん

の
お
や
〳
〵
へ
不
孝か

う

に
ふ
か
う
を
重か

さ
ぬる

道だ
う

理り

、
此
わ
け
い
ふ
て
諸も

ろ

と
も
に

立た
ち

の
か
ん
。」
と
爰こ

ゝ

迄
は
忍し

の

び
て
出
た
と
聞き

く

う
れ
し
さ
、「
し
か
ら
ば
早は

や

く
。」

と
手
を
引ひ

い

て
、
行ゆ

く

さ
き
〳
〵
も
く
ら
や
み
に
、
灯て

う

ち
ん
と
ぼ
し
て
二
人
と
も
先ま

づ

待ま

て
と
い
ふ
に
驚お

ど
ろき
、
逃に

げ

ん
と
す
る
を
二
人
と
も
驚お

ど
ろく
こ
と
な
か
れ
、
汝お

み

等た
ち

が

こ
と
皆み

な

し
つ
た
り
我わ

が
家い

へ

に
養や

し
なひ
お
か
ん
と
引ひ

つ

立た
て

ら
れ
、
こ
は
〴
〵
な
が
ら
行ゆ

く

程ほ
ど

に
、
是
も
同お

な

じ
く
金き

ん

銀〴
〵

の
楼ろ

う

榭し
や

台た
い

観く
わ
ん

崢さ
う

嶸か
う

と
建た

て

並な
ら

べ
た
る
其
中な

か

に
、
夫ふ

う

婦ふ

と
も
ま
づ
当た

う

分ぶ
ん

は
別わ

か

れ
て
居い

よ
と
別べ

つ

に
お
き
、
詩し

い

歌か

管く
わ
ん

弦げ
ん

を
以
て
女
中
あ
ま

た
に
と
り
ま
か
れ
、
既す

で

に
数す

日に
ち

を
経へ

た
り
け
る
。

　

去さ
る

程ほ
ど

に
、
難
波
に
は
、
麩
屋
才
蔵
勘
兵
衛
が
娘
を
つ
れ
て
欠か

け

落お
ち

し
た
り
と
、

諸し
よ

寺じ

諸し
よ

山さ
ん

へ
祈き

ぐ

願わ
ん

を
こ
め
、
四し

方は
う

へ
尋た

づ
ぬる

人
を
出い

だ

し
、
お
や
〳
〵
の
あ
ん
じ
は

い
ふ
ば
か
り
な
し
。
両り

や

家う
け

と
も
に
代だ

い

々〳
〵

玉た
ま

造つ
く
りと

い
ふ
所
の
稲い

な

荷り

を
信し

ん

仰か
う

せ
し

は
、
此
度
も
ふ
か
く
祈き

請せ
い

を
こ
め
け
る
に
、
或あ

る

夜よ

の
夢ゆ

め

に
稲
荷
大
明
神
両
家
の

親お
や

に
告つ

げ

て
宣の

た
まは
く
、「
い
た
く
心
を
傷い

た

ま
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
我わ

が

子こ

を
見み

た

く
ば
こ
れ
み
よ
。」
と
、
両り

や
うの
御お

ん

手て

の
掌

た
な
ご
ゝ
ろに
、
才
蔵
と
お
波
と
を
さ
ゝ
げ
給

ふ
と
見
へ
け
れ
ば
、
翌よ

く

朝ち
や
う

急い
そ

ぎ
両
家
と
も
に
稲
荷
の
社や

し
ろへ
参ま

い

り
け
る
。
さ
れ

ば
ふ
た
り
の
者
は
、
日に

ち

々〳
〵

管く
わ
ん

弦げ
ん

を
聞き

ゝ

て
楽た

の

し
む
と
い
へ
ど
も
、
才
蔵
は
お
な

み
を
恋こ

ひ
、
お
な
み
は
才
蔵
を
恋こ

い

わ
び
て
、
女
中
に
斯か

く

と
た
の
み
け
れ
ば
、

「
し
か
ら
ば
明め
う

朝ち
や
う

あ
は
せ
申
さ
ん
。」
と
い
ひ
け
る
に
ぞ
、
ふ
た
り
の
も
の
は

夜よ

の
明あ

く

る
を
お
よ
ぎ
付つ

く

ほ
ど
待ま

ち

こ
が
れ
た
る
。「
恋こ

い

人び
と

は
こ
ゝ
に
。」
と
開ひ

ら

く

襖ふ
す
ま

の
内う

ち

、「
才
蔵
さ
ま
か
。」「
お
な
み
か
。」
と
い
ふ
声こ

へ

を
聞き

ゝ

付つ
け

て
、
両
家
の

親お
や

は
拝は

い

殿で
ん

の
下し

た

を
見
る
に
、
二
人
堅け

ん

固ご

で
縁ゑ

ん

の
下し

た

に
、「
こ
れ
は
爰こ

ゝ

に
は
ど
ふ
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し
て
居い

た
。
女
中
方か

た

と
み
へ
け
る
は
夢ゆ

め

に
て
あ
り
し
か
。
其そ

の

上う
へ

に
、
我わ

が
親お

や

々〳
〵

に
お
ふ
こ
と
の
恥は

づ
かし
さ
よ
。」
と
い
ふ
を
聞き

い

て
、
両
家
の
悦よ

ろ
こび
斜な

ゝ
めな
ら
ず
、
急い

そ

ぎ
乗の

り

物も
の

か
き
寄よ

せ

て
、「
か
ゝ
る
奇き

瑞ず
い

の
有あ

る

う
へ
は
、
娘む

す
めを

麩
屋
の
娵よ

め

と
な
し
、

出し
ゆ
つ

生し
や
う

の
子こ

は
男
女
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
麩
屋
の
つ
ぎ
木
と
な
す
べ
し
。」
と
、

直す
ぐ

に
こ
れ
よ
り
よ
め
入
し
、
三
々
九
度ど

を
行お

こ
なひ

け
る
。
其
後の

ち

男な
ん

子し

二
人
出し

ゆ
つ

生し
や
う

し
、
長ち

や

子う
し

は
酢
屋
の
養や

う

子し

と
な
し
、
末す

へ

は
ん
じ
や
う
に
さ
か
へ
け
る
と
ぞ
。

怪
談
雨
之
燈
第
四
終

怪く
わ
い

談だ
ん

雨あ
め

之の
と

燈ほ
し
び

初
編
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
羅　

玉
香
山
人
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
林　

新
狸
子
校

　
　

磯い
そ

嶋し
ま

忠
三
郎
為た

め
に㍼幽ゆ
う

霊れ
い
の㍽

懇
た
の
ま
れ

報ほ
う
ず
る㍾仇あ
だ

話を
わ

　

磯
嶋
忠
三
郎
は
、
周す

防は
う

の
国こ

く

司し

太だ
ざ

宰い
の

大た
い

貳に

義よ
し

隆た
か

の
臣し

ん

下か

磯
嶋
半
左
衛
門
と
い

へ
る
人
の
次じ

男な
ん

な
り
。
此
人
、
戦せ

ん

国ご
く

に
生う

ま

れ
て
も
文ぶ

ん

雅が

の
道み

ち

に
志

こ
ゝ
ろ
ざし
、
吾わ

が

国く
に

風ぶ
う

の
三み

十そ

一ひ
と

文も

字じ

は
殊こ

と

に
好こ

の

め
る
所と

こ
ろな
り
。
こ
と
し
十
六
歳さ

い

に
成
け
る
が
、
一い

つ

家か

中ち
う

に
類た

ぐ
いな
き
美び

男な
ん

子し

に
て
、
城

じ
や
う

外ぐ
わ
いへ
出い

づ

れ
ば
、
町ち

や

家う
か

の
女
が
影か

げ

隠か
く

る
ゝ
ま

で
見み

送お
く

る
と
て
、
友と

も

達だ
ち

の
悪あ

く

口こ
う

に
、「
彼か

れ

を
大た

い

将し
や
うに

し
て
女に

よ

軍ぐ
ん

を
起お

こ

さ
ば
、
日

本
国こ
く

を
従し

た
がへ

ん
。」
と
嘲あ

ざ
けり

謗そ
し

る
程ほ

ど

、
忠
三
郎
い
よ
〳
〵
謙

へ
り
く
だ
りり

、
礼れ

い

義ぎ

堅け
ん

固ご

に
勤つ

と
めけ
る
が
、
情な

さ
けの
道み

ち

は
心
の
外ほ

か

と
哉
覧
。

　

同お
な

じ
家か

中ち
う

に
早は

や

川か
は

与
三
右
衛
門
と
い
ふ
人
あ
り
。
独ひ

と

り
の
娘
を
持も

ち

け
る
が
、

美び

人じ
ん

の
誉ほ

ま

れ
世よ

に
高た

か

く
、
殊こ

と

に
華か

ら

和や
ま
と

の
文ふ

み

に
達つ

う

じ
、
国こ

く

司し

大
貳
の
耳み

ゝ

へ
も
入い

り

け
る
程ほ

ど

の
才さ

い

女ぢ
よ

な
り
。
此
娘
、
ふ
と
忠
三
郎
を
見
初そ

め
、
深ふ

か

く
思お

も

ひ
を
か
け
し

が
、
さ
す
が
に
そ
れ
と
得
も
い
は
ず
、
過す

ぎ

行ゆ
く

月つ
き

日ひ

に
ま
す
恋こ

い

の
つ
な
と
も
な
れ

と
、
一
首し

ゆ

の
歌う

た

を
詠よ

み

て
、
父
与
三
右
衛
門
に
頼た

の

み
、
忠
三
郎
が
添て

ん

削さ
く

を
ぞ
願ね

が

ひ

け
る
。
与
惣
右
衛
門
何
の
気き

も
つ
か
ず
、
素も

と

よ
り
娘む

す
め
は
文ぶ

ん

雅が

を
好こ

の

み
、
身み

の

行お
こ
なひ
一い

つ

家か

中ち
う

の
手て

本ほ
ん

と
も
な
る
も
の
な
れ
ば
、
か
く
あ
ら
ん
と
は
思お

も

ひ
き
や
、

忠
三
郎
に
頼た

の

み
け
れ
ば
、「
畏

か
し
こ
まり
候
。」
と
て
短た

ん

冊ざ
く

を
展の

ぶ

れ
ば
、

　
　

手た
ま

枕く
ら

へ
夜よ

ご
と
に
か
よ
ふ
梅む

め

が
香か

の

　
　
　

た
ゝ
ぬ
う
き
名
ぞ
あ
わ
れ
な
り
け
る

忠
三
郎
威い

儀ぎ

を
正た

ゞ

し
、「
さ
て
〳
〵
驚お

ど
ろき

入
た
る
御
秀し

う

吟ぎ
ん

、
な
か
〳
〵
我わ

れ

々〳
〵

し

き
の
批ひ

判は
ん

す
べ
き
に
非あ

ら

ず
。
去さ

り

な
が
ら
此
後の

ち

と
て
も
、
御ご

秀し
う

歌ぎ
ん

は
拝は

い

見け
ん

を
願

ね
が
い

上あ
げ

ま
す
。」
と
短た

ん

冊ざ
く

を
写う

つ

し
と
り
て
、
与
三
右
衛
門
へ
返か

へ

し
け
る
。
忠
三
郎
つ

く
〴
〵
と
此
歌う
た

の
意い

を
味あ

ぢ
は
ふ
に
、
其
心
ば
へ
よ
り
し
て
、
誠ま

こ
と
に
関

く
わ
ん

雎し
よ

の
風ふ

う

を

存ぞ
ん

じ
、
目
に
見
る
ご
と
き
神し

ん

韻ゐ
ん

に
、
思お

も

は
ず
う
つ
る
男お

と

の
な
ら
ひ
、「
折お

り

も
あ

ら
ば
。」
と
、
此こ

の

日ひ

よ
り
あ
こ
が
れ
け
る
も
理こ

と
はり
な
り
。

　

其
後
、
馬
の
稽け

い

古こ

よ
り
帰か

へ

る
さ
、
柳
の
馬ば

場ゞ
に
て
与
三
右
衛
門
が
娘
の
お
ふ

で
、
社し

や

参さ
ん

の
道
す
が
ら
に
、
柳
の
い
と
に
短た

ん

冊ざ
く

を
か
く
る
所
へ
通と

ほ

り
か
ゝ
り
、

伴と
も

の
女
中
が
「
あ
れ
磯い

そ

嶋し
ま

。」
と
い
ふ
に
、
お
ふ
で
は
う
れ
し
さ
の
又
恥は

づ

か
し
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き
初は

つ

恋こ
い

路ぢ

、
忠
三
郎
も
そ
れ
と
見
て
、
互た

が
いに

挨あ
い

拶さ
つ

も
お
は
り
、「
扨さ

て

先
月
は
御

よ
み
歌
拝は

い

見け
ん

致い
た

し
候
が
、
驚お

ど
ろき

入
た
る
神し

ん

韻い
ん

色し
よ
く

沢た
く

。
以い

後ご

は
此こ

の

方は
う

よ
り
御
添て

ん

削さ
く

を
願ね

が
ひ
ま
す
。」
と
い
は
れ
て
、
か
ほ
に
紅

く
れ
な
い
の
た
も
と
よ
り
、
一
封ふ

う

取と
り

出い
だ
─　
─

「
是
は
ち
か
き
こ
ろ
の
よ
み
う
た
、
憚

は
ゞ
か
りな
が
ら
直ぢ

き

に
お
願
ひ
申
ま
す
。」
と
差さ

し

出
せ
ば
、
忠
三
郎
も
懐

く
わ
い

中
よ
り
一
封
を
取
出
し
、「
拙せ

つ

者し
や

が
草さ

う

稿か
う

も
御
覧ら

ん

被
下

よ
。」
と
、
互
ひ
に
心
を
と
り
か
わ
せ
し
は
、
後
の
あ
わ
れ
を
引
出
す
縁へ

ん

の
お

だ
ま
き
な
り
け
ら
し
。

　

是
よ
り
互
に
き
し
や
う
を
通つ

う

じ
、
天
に
あ
ら
ば
比ひ

翼よ
く

の
鳥
、
海
に
入
な
ば
比ひ

目も
く

の
魚
と
、
ふ
か
き
ち
か
ひ
を
な
し
け
れ
ど
も
、
忍し

の

び
あ
ふ
よ
は
な
か
り
け

る
。
与
三
右
衛
門
が
家け

来ら
い

軍ぐ
ん

平へ
い

は
東

あ
づ
ま

育そ
だ

ち
の
者
な
る
が
、
深ふ

か

く
お
ふ
で
を
恋

こ
が
れ
、
文ふ
み

の
数か

ず

〳
〵
に
お
く
り
け
れ
ど
も
、
お
ふ
で
は
「
手て

に
も
虎と

ら

の
尾を

を

ふ
む
心こ

ゝ

地ち

す
る
む
く
つ
け
お
と
こ
、
そ
れ
と
父
へ
申
な
ば
、
彼か

れ

が
命い

の
ちに
か
ゝ
わ

ら
ん
。」
と
じ
つ
と
忍こ

ら

へ
て
く
ら
せ
し
が
、
け
ふ
は
い
か
な
る
悪あ

く

日
ぞ
や
、
お

ふ
で
が
袖そ

で

か
ら
手て

う

水づ

場ば

へ
お
ち
た
る
ふ
み
に
気き

も
付つ

か

ず
、
入
を
待ま

ち

か
ね
軍
平

は
、
掃そ

う

除ぢ

の
場
よ
り
見み

付つ
け

し
が
、
た
し
か
に
ふ
み
を
拾ひ

ろ

ひ
上
見
れ
ば
、
磯
嶋
忠

三
郎
と
ふ
か
き
中
な
る
文
体て

い

に
、
く
わ
つ
と
せ
き
立
つ
心
を
し
づ
め
、「
お
の

れ
、
お
も
て
は
賢け
ん

女ぢ
よ

と
見
て
、
内な

い

証し
や
う

で
こ
つ
そ
り
と
斯か

ゝ

る
大
事じ

を
し
て
居い

る

こ
そ
、
付つ

け

込こ
み

所
。」
と
、
う
ら
の
庭に

は

へ
お
ふ
で
が
出
た
を
幸
ひ
に
、
日
も
は
や

暮く
れ

て
幸
ひ
と
、
袖
を
と
ら
へ
て
、「
コ
レ
申
、
雨あ

め

の
ふ
る
ほ
ど
上
る
状
に
、
ど

ふ
し
て
返
事
は
な
さ
れ
ぬ
ぞ
。
否い

や

な
ら
い
や
と
お
つ
し
や
れ
。」
と
い
ふ
に
、

お
ふ
で
は
「
コ
レ
軍
平
、
お
と
こ
の
習な
ら

ひ
と
い
ひ
な
が
ら
、
道み

ち

を
守ま

も

る
自み

づ
から

に

ア
ン
マ
リ
無む

理り

じ
や
な
い
か
い
の
。
若も

し

爺と
ゝ

様さ
ま

が
聞き

い

て
な
ら
、
你そ

な
たは

首く
び

が
有
ま
い

が
、
儂わ
し

が
方
か
ら
手
を
合
す
ふ
つ
つ
り
思
き
つ
て
た
も
。
な
ん
の
你
を
嫌き

ら
いは
せ

ぬ
。
ど
ん
な
美う

つ
くし
い
人
か
ら
で
も
、
親お

や

の
ゆ
る
さ
ぬ
い
た
づ
ら
は
な
ら
ぬ
が
、

学が
く

問も
ん

す
る
も
の
ゝ
道
じ
や
わ
い
の
。」
と
い
は
せ
も
は
て
ず
、「
ソ
リ
ヤ
大
な
う

そ
。
今
の
学
者し

や

の
い
ふ
こ
と
は
、
半
分
は
や
ま
じ
や
と
聞
た
が
、
果は

た

し
て
そ
ん

な
こ
と
お
つ
し
や
る
磯
嶋
忠
三
郎
殿
と
は
い
た
づ
ら
を
な
さ
れ
ま
せ
と
、
ア
ノ

旦
那
か
ら
お
許
し
て
ご
ざ
り
ま
す
か
。」
と
星ほ

し

を
さ
ゝ
れ
て
、
さ
し
も
の
お
ふ

で
ひ
る
む
所
を
、「
コ
レ
申
、
そ
れ
が
隠か

く

し
て
ほ
し
い
な
ら
、
ど
ふ
ぞ
叶
へ
て

下
さ
り
ま
せ
。」
と
む
り
に
か
ゝ
つ
て
お
し
倒た

ほ

す
を
、「
コ
レ
ハ
無
理
な
。」
と

握に
ぎ

り
拳こ

ぶ
し、
眉み

間け
ん

を
し
た
ゝ
か
叩た

ゝ

か
れ
て
、「
お
の
れ
惣そ

う

嫁か

め
、
捨す

て

お
か
れ
ぬ
。」

と
が
ん
ぜ
き
お
と
し
に
石
の
上
、
お
ふ
で
が
命い

の
ちは
絶た

へ

は
て
た
り
。

　

軍
平
は
そ
れ
よ
り
さ
あ
ら
ぬ
体て

い

に
お
も
て
へ
出
、
門
の
戸
〆し

め

る
ふ
り
を
し

て
、
終つ

い

に
は
る
か
に
落お

ち

延の
び

け
る
。
娘
が
い
ぬ
と
尋た

づ
ぬる
う
ち
、
築つ

き

山
の
石
の
上
に

頭
み
ぢ
ん
に
う
ち
砕く

だ

か
れ
、
あ
へ
な
き
死し

骸が
い

を
認

た
づ
ね

出い
だ

し
、「
何
者
の
し
は
ざ

ぞ
。」
と
家
来
を
呼よ

べ

ど
も
居
ら
ざ
れ
ば
、
合が

つ

点て
ん

ゆ
か
ず
と
い
ふ
内
に
、
磯
嶋
が

文ふ
み

の
お
ち
た
る
を
見
て
又
び
つ
く
り
。「
扨さ

て

は
。」
と
簞た

ん

笥す

を
吟ぎ

ん

味み

す
る
に
、
軍

平
が
文
十
四
五
通
ふ
う
じ
も
き
ら
ず
入
た
る
に
ぞ
、「
是
は
か
な
ら
ず
、
軍
平

が
恋
の
意い

趣し
ゆ

に
て
殺こ

ろ

せ
し
な
ら
ん
。」
と
お
や
の
悲か

な

し
み
一
ト
か
た
な
ら
ず
、

一
門も

ん

不の
こ

残ら
ず

寄よ

り
集あ

つ
まり

、
急い

そ

ぎ
国こ

く

主し
ゆ

へ
訴う

つ
たへ

け
る
。
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磯
嶋
忠
三
郎
は
斯か

く

と
も
し
ら
ず
、
灯

と
ほ
し
びの
も
と
に
書
を
繙ひ

も
とき
、
見
ぬ
よ
の
人

の
ふ
る
こ
と
を
吟
味
し
て
居
た
り
け
る
が
、
夜
も
は
や
四
ツ
と
お
ぼ
ゆ
る
頃
、

戸
を
開
く
内
へ
入
は
与
三
右
衛
門
が
娘
の
お
ふ
で
、「
こ
よ
い
は
丁
ど
よ
ひ
し

ゆ
び
で
、
内
を
忍し

の

ん
で
塀へ

い

を
越こ

し
、
や
ふ
〳
〵
と
参
じ
た
。」
と
嬉う

れ

し
げ
に
よ

り
そ
へ
ば
、
忠
三
郎
も
あ
き
れ
な
が
ら
、「
大
胆た

ん

な
こ
と
せ
ぬ
も
の
。」
と
い
ふ

も
、
嬉
し
き
恋
中
の
お
ふ
で
は
、
猶
も
疑う

た
がふ

て
、「
起き

証し
う

は
互
ひ
に
取
か
わ
せ

ど
、
も
し
自
ら
が
さ
い
な
ん
で
外
の
人
か
ら
恋
し
か
け
、
叶
は
ぬ
時と
き

の
や
ら
は

ら
だ
ち
、
首
を
取と

つ

て
立
退の

い

ひ
た
ら
ば
、
你お

ま
へは
何
と
か
あ
そ
ば
す
。」
と
い
ふ
を

う
ち
消け

し
、「
さ
や
う
な
不
祥き

つ

な
る
こ
と
は
い
は
ぬ
も
の
。」
と
い
へ
ば
、「
い

や
〳
〵
、
か
く
い
ふ
こ
と
ま
で
も
御
心し

ん

底て
い

を
き
ゝ
届と

ゞ

け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
お

い
や
な
れ
ば
、
自
ら
も
い
や
な
り
。」
と
い
ふ
に
ぞ
、
忠
三
郎
、「
ソ
レ
ハ
知し

れ

た

る
こ
と
な
り
。
我わ

れ

も
武ぶ

士し

の
家い

へ

に
生む

ま

れ
、
義ぎ

を
専

も
つ
ぱ
らと

す
る
こ
と
は
、
生
る
ゝ

と
腸

は
ら
わ
たに

し
み
込こ

ん

で
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
気き

づ
か
ひ
あ
る
な
。
万
一
左さ

様や
う

こ
と

が
有
な
ら
ば
、
何い

づ
く所

ま
で
も
追お

つ

か
け
て
、
敵か

た
きを

と
ら
い
で
お
く
べ
き
か
。
御
身

に
犬い
ぬ

死じ
に

は
さ
せ
ま
じ
き
ほ
ど
に
、
心
易や

す

く
お
も
ひ
給
へ
。」
と
い
ふ
に
、
お
ふ

で
は
た
も
と
よ
り
軍
平
が
文ふ

み

取
出
し
、「
家け

来ら
い

軍
平
が
度た

び

々〳
〵

の
恋れ

ん

慕ぼ

、
殊こ

と

に
短た

ん

慮り
よ

な
る
生
れ
つ
き
、
若も

し

や
二
人
が
中
の
こ
と
露つ

ゆ

ほ
ど
で
も
知
た
な
ら
、
ど
ん
な

こ
と
が
有
ふ
も
し
れ
ぬ
。
彼か

れ

は
関

く
わ
ん

東と
う

生
れ
の
渡わ

た

り
も
の
な
れ
ば
、
そ
ん
な
時

に
は
か
な
ら
ず
江
戸
へ
落
ゆ
か
ん
が
、
そ
れ
で
も
你
は
追
か
け
て
、
敵
を
取
て

給
は
る
か
。」
と
文
を
渡
せ
ば
、
忠
三
郎
笑わ

ら
ふ

て
、「
女
ほ
ど
何
ど
な
き
こ
と
を

お
も
ふ
者
は
な
し
。
ソ
リ
ヤ
知し

れ
て
有
こ
と
。」
ゝ
聞
て
、
お
ふ
で
は
落ら

く

涙る
い

し
、「
忝
き
御
詞こ

と
ば。
万
一
左
や
う
の
こ
と
あ
ら
ば
、
妾わ

た
しが
魂

た
ま
し
い

你
の
身
に
付
そ

ふ
て
離は

な

れ
は
せ
ぬ
。
丈じ

や

夫う
ぶ

に
お
も
ふ
て
給
は
れ
。」
と
か
つ
ぱ
と
ふ
し
た
は
音

ば
か
り
、
形か

た
ちは

消き
へ

て
失う

せ
に
け
り
。

　

忠
三
郎
仰げ
う

天
し
、「
甚

は
な
は
だ

怪あ
や

し
き
事
な
り
。」
と
お
つ
と
り
刀か

た
なで

走は
し

り
出
、
与

三
右
衛
門
が
屋や

敷し
き

の
辺あ

た
りへ

行
て
、
内
の
様や

う

子す

を
窺う

か
ゞへ

ば
、「
軍
平
が
お
ふ
で
を

殺こ
ろ

し
て
立
退
た
り
。」
と
一
門も

ん

中ぢ
う

が
寄よ

り

集あ
つ
まり
、「
届と

ゞ

け
よ
。
人
よ
。」
と
立
騒さ

は

げ

ば
、「
扨
は
我
を
頼た

の
みに
し
て
、
か
た
き
を
と
つ
て
囉も

ら

ひ
た
さ
、
幽ゆ

う

霊れ
い

と
な
り
入

込こ
み

し
が
、
可か

愛あ
い

の
も
の
や
。」
と
ど
ふ
ど
伏ふ

し
、
前ぜ

ん

後ご

も
し
ら
ず
な
げ
き
し

が
、「
よ
し
是
か
ら
は
、
軍
平
を
尋

た
づ
ね

出
し
、
敵か

た
き
を
う
つ
て
と
ぶ
ら
ひ
せ
ん
。」

と
、
お
ふ
で
が
お
し
へ
に
従し

た
がひ

て
、
覚
悟ご

を
極き

は

め
、
与
三
右
衛
門
と
両ふ

た

親お
や

へ
書

お
き
し
、
直す

ぐ

に
其
夜
城じ

や

下う
か

を
出
、
関
東
さ
し
て
お
つ
か
け
ゝ
る
。
大た

い

主し
ゆ

大
貳に

、

此
旨む

ね

を
聞き

ゝ

給
ひ
、
急い

そ

ぎ
隣り

ん

国ご
く

へ
人
を
出い

だ

し
、
軍
平
が
有あ

り

家か

を
尋た

づ
ねら

れ
け
る
。

　

去さ
る

程ほ
ど

に
、
磯
嶋
忠
三
郎
は
関

く
わ
ん

東と
う

さ
し
て
趣

お
も
ふ
きし

が
、
路ろ

用よ
う

も
多お

ほ

く
も
た
ざ
れ

ば
、
浅あ
さ

草く
さ

辺へ
ん

に
う
ら
屋
を
か
り
、
敵か

た
き
を
見み

出だ

す
便た

よ
り
に
と
、
虚こ

無も

僧そ
う

の
姿す

が
た
と
な

り
、
半は

ん

年と
し

ば
か
り
尋た

づ
ねけ
れ
ど
も
、
在あ

り

所し
よ

さ
だ
か
に
知し

れ
ざ
れ
ば
、
お
ふ
で
に
何な

に

と
い
ゝ
わ
け
も
、
な
か
ぬ
夜よ

と
て
は
な
か
り
け
る
。

　

爰こ
ゝ

に
、
吉よ

し

原は
ら

の
傾け

い

城せ
い

に
金き

ん

山ざ
ん

と
い
ふ
者
あ
り
。
一あ

る

日ひ

、
忠
三
郎
心こ

ゝ
ろ

易や
す

き
人
々

に
誘さ

そ

は
れ
て
、
こ
の
里さ

と

へ
あ
そ
び
け
る
が
、
尾お

羽ば

う
ち
か
ら
せ
ど
人
は
武ぶ

士し

、

殊こ
と

に
天て

ん

質し
つ

き
り
や
う
あ
る
才さ

い

子し

歌か

人じ
ん

を
方は

う

寸す
ん

に
兼か

ね

た
る
人
と
友と

も

だ
ち
も
座ざ

な
み
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よ
く
こ
そ
待あ

し
らひ

け
る
。
此
日
、
忠
三
郎
は
い
さ
ゝ
か
い
た
づ
き
あ
り
と
て
、
只た

ゞ

酒さ
け

の
み
飲の

み

て
娼ゆ

う

婦こ
ん

を
ば
招ま

ね

か
ざ
り
け
る
に
ぞ
、
外
々
は
み
な
花
の
ご
と
き
美び

人じ
ん

を
お
の
〳
〵
手た

折お
り

あ
ひ
、
忠
三
郎
に
和
歌
な
ど
た
の
み
て
一い

ち

段だ
ん

興け
う

を
催も

よ
ほし
ぬ
時

に
、
金
山
奥お

く

座ざ

敷し
き

よ
り
来き

か
ゝ
り
、「
歌う

た

よ
む
客き

や
く
は
珍め

づ

ら
し
。」
と
襖ふ

す
ま
の
影か

げ

に

彳た
ゝ
ずめ
ば
、
白し

ら

葉は

と
い
へ
る
妓げ

い
この
舞ま

い

扇あ
ふ
ぎに
、
忠
三
郎
一
首
の
歌
を
書か

き

け
る
。

　
　

も
の
ゝ
ふ
の
ま
だ
捨
や
ら
ぬ
梓

あ
づ
さ

弓ゆ
み

　
　
　

何
と
し
ら
は
の
つ
が
ふ
べ
き
や
は

人
々
こ
れ
を
吟ぎ

ん

じ
け
る
を
、「
み
れ
ば
見
る
ほ
ど
愛あ

い

ら
し
き
、
十
七
八
の
美び

し

少や
う

年ね
ん

の
相あ

い

か
た
も
な
く
、
し
よ
ん
ぼ
り
と
歌う

た

の
み
詠よ

む
は
い
と
お
し
や
。
又
よ
み

歌
に
、
し
ら
は
を
上
ふ
る
こ
と
ば
の
あ
る
は
ね
た
ま
し
や
。」
と
、
り
ん
き
の

お
こ
る
は
つ
と
め
の
み
也
。
襖ふ

す
まを
お
し
あ
け
、「
其
扇あ

ふ
ぎち
よ
つ
と
見
せ
て
給
は

れ
。」
と
、
取と

る

よ
り
は
や
く
忠
三
郎
が
背せ

な
かを
三
つ
四
つ
か
さ
ね
う
ち
、
突つ

き

こ
ろ

さ
れ
て
あ
か
ら
む
か
ほ
、「
コ
ハ
何
事
。」
と
し
ら
は
が
り
ん
き
、
忠
三
郎
も
興け

う

を
催も

よ
ほし
、「
き
み
達た

ち

に
叩た

ゝ

か
れ
て
一
分
は
す
ま
ね
ど
も
、
し
ら
は
が
扇
で
叩
か

れ
た
れ
ば
、
い
た
む
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。」
と
い
ふ
に
、
金
山
猶な

を

か
ん
し

や
く
、
忠
三
郎
を
引
立
て
、
ふ
す
ま
の
内
へ
お
し
や
り
突つ

き

や
り
、
襖
を
立
き

り
、「
そ
な
た
さ
ま
に
は
何
と
し
て
、
お
子
た
ち
を
ば
呼よ
び

給
は
ぬ
。」
と
、
お
の

れ
が
恋
の
か
け
は
し
を
、
忠
三
郎
は
お
ふ
で
が
事
を
い
は
れ
も
せ
ず
、「
さ
れ

ば
と
よ
。
某

そ
れ
が
しは

少
し
望の

ぞ
みあ

り
て
遠へ

ん

国
よ
り
参ま

い

り
し
者
。
様や

う

子す

有
て
情

じ
や
う

欲よ
く

は
絶た

つ

て
お
り
ま
す
。」
と
い
へ
ば
、「
さ
る
に
て
も
、
い
か
な
る
ゆ
へ
に
て
さ
や
う
に

は
な
さ
れ
候
哉
。
う
け
給
は
り
候
て
は
、
い
や
し
き
つ
と
め
の
身
な
れ
ど
も
、

お
ち
か
ら
そ
へ
る
心
も
あ
ら
ん
。」
と
し
ん
せ
つ
な
る
詞
に
、
忠
三
郎
、「
忝

し
。」
と
一
礼れ
い

し
、「
一
通
り
物
語が

た

ら
ん
。
某
は
国
元
に
て
か
た
ら
い
し
女
あ
り

し
が
、
我
ゆ
へ
に
非ひ

じ

常や
う

の
死し

を
な
し
、
ま
だ
半
年
も
た
ゝ
ぬ
う
ち
な
れ
ば
、
外

の
女
中
に
通つ

う

じ
て
は
、
其
魂こ

ん

魄は
く

へ
義ぎ

理り

立
ず
。
い
と
し
か
は
ゆ
き
な
か
な
り
し

を
、
今
は
ひ
と
り
の
身
と
な
り
し
心
を
推す

い

量り
や
うし
て
た
べ
。」
と
落ら

く

涙る
い

す
れ
ば
、

と
も
泣な

き

に
な
く
も
恋
路ぢ

の
か
け
み
ち
な
り
。
金
山
忠
三
郎
が
住
家か

を
聞
て
、
こ

ま
〴
〵
と
書
付
て
別わ

か

れ
け
る
が
、
忠
三
郎
は
早は

や

く
帰
り
、
金
山
が
や
さ
し
き
志

に
か
ん
じ
入
て
臥ふ

し

け
る
が
、
と
ほ
し
火
の
影か

げ

よ
り
は
た
へ
を
霜し

も

に
ふ
る
が
ご
と

き
一
道
の
寒か

ん

風ふ
う

吹
お
こ
り
、
あ
や
し
と
見
る
間
に
、
お
ふ
で
が
姿

す
が
た

霊れ
い

々〳
〵

然ぜ
ん

と

あ
ら
は
れ
出
、「
遠と
ほ

き
他た

国
へ
か
た
き
を
し
た
ひ
来
て
、
よ
き
手
が
ゝ
り
も
な

き
に
、
又
傾け

い

城せ
い

の
情な

さ
けを
ふ
せ
ぎ
給
ふ
か
や
。
け
ふ
の
女
に
と
り
入
給
は
ゞ
、
か

な
ら
ず
か
た
き
の
あ
り
家か

も
し
れ
ん
。
か
な
ら
ず
か
れ
が
志
を
む
げ
に
ば
し（

マ
マ
）し

給
ふ
な
。」
と
、
い
ふ
声こ

へ

残の
こ

り
て
か
き
け
す
ご
と
く
な
り
に
け
れ
ば
、
忠
三
郎

か
ん
る
い
し
、
お
ふ
で
が
教お

し
へ
に
随し

た
が
ひ
て
金
山
へ
状じ

や
う
を
遣つ

か

は
し
、「
心し

ん

底て
い

の
程ほ

ど

忝
か
た
じ
け
なし

。
今
よ
り
は
力ち

か
らと

成
て
給
は
れ
。」
と
細こ

ま

〳
〵
と
申
遣
は
し
け
れ
ば
、

金
山
も
う
ち
悦よ
ろ
こび

、
そ
れ
よ
り
は
折お

り

々〳
〵

部へ

屋
へ
通
ひ
け
る
。

　

或あ
る

時と
き

、
忠
三
郎
国く

に

元も
と

の
や
う
す
不の

こ

残ら
ず

物も
の

が
た
り
、「
何
と
ぞ
か
よ
ふ
の
人に

ん

相さ
う

を
見
か
け
な
ば
、
必か

な
らず

知し

ら
し
て
給
は
れ
。」
と
い
へ
ば
、
金
山
横よ

こ

手で

を
う
ち
、

「
そ
れ
は
ど
ふ
や
ら
見
た
る
人
相
な
り
。
遠
か
ら
ぬ
う
ち
御
知
ら
せ
申
上
ん
。」
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六
八

と
い
ひ
け
る
が
、
程ほ

ど

な
く
や
り
て
に
相あ

い

図づ

の
状じ

や
うを
も
た
せ
て
来き

た

り
け
れ
ば
、
忠

三
郎
大
に
悦
び
、
急い

そ

ぎ
金
山
が
部へ

屋
へ
行ゆ

き

様や
う

子す

を
と
へ
ば
、
金
山
、
忠
三
郎
が

手
を
ひ
い
て
、
そ
つ
と
二
階か

い

の
客き

や
くの

顔か
ほ

、
一
目
見
る
よ
り
忠
三
郎
か
け
入
ら
ん

と
す
る
を
引ひ

き

留と
ゞ

め
て
、
部へ

屋
へ
伴と

も
なひ

行ゆ
き

、「
弥

い
よ
〳
〵

敵か
た
きに

極き
は
まら

ば
、
こ
ゝ
で
討う

ち

給

ひ
て
は
廓く

る
わの

難な
ん

儀ぎ

な
れ
ば
、
か
へ
る
道
に
て
討う

ち

給
へ
。」
と
い
ふ
に
、
磯
嶋
、

「
げ
に
尤
。」
と
、
其そ

の

夜よ

は
金
山
が
部へ

屋や

に
宿し

ゆ
くし

、
翌よ

く

朝ち
や
う

軍
平
が
帰か

へ

る
途と

中ち
う

に

立た
ち

ふ
さ
が
り
、「
い
か
に
軍
平
、
磯
嶋
忠
三
郎
を
覚お

ぼ

へ
つ
ら
ん
。
お
ふ
で
が
か

た
き
、
尋じ

ん

常じ
や
う
に
勝し

や

負う
ぶ

せ
よ
。」
と
詰つ

め

か
く
れ
ば
、
軍
平
か
ら
〳
〵
と
う
ち
笑わ

ら

ひ
、「
二
才
め
、
能よ

く

も
か
た
き
う
ち
と
は
で
か
し
た
り
。
コ
ヽ
ハ
途と

中ち
う

人ひ
と

目め

多お
ほ

け
れ
ば
、
今こ

宵よ
い

普ふ

賢げ
ん

寺じ

の
門も

ん

内な
い

に
て
立た

ち

会あ
ふ

て
く
れ
ん
。
首く

び

を
洗あ

ら

ふ
て
出で

会あ
い

お

れ
。」
と
云
。
磯
嶋
猶な

を

も
疑う

た
がひ

て
、「
是ぜ

非ひ

に
勝し

や

負う
ぶ

。」
と
詰つ

め

か
く
れ
ば
、「
お
の

れ
位く

ら
いの

小こ

世せ

忰が
れ

に
恐お

そ

れ
て
、
数す

百
人
の
指し

南な
ん

が
な
ら
ふ
か
。
左さ

様や
う

な
北き

た

嶋じ
ま

軍
平

と
お
も
ふ
か
や
。
身み

が
内う

ち

へ
来き

て
今こ

宵よ
い

を
待ま

て
。」
と
い
ふ
。「
然し

か

ら
ば
弥

い
よ
〳
〵

四

つ
時と

き

に
出で

会あ
ふ

ふ
べ
し
。」
と
詞こ

と
ばを

つ
が
ひ
、
忠
三
郎
は
立
帰
て
用よ

う

意い

を
な
し
、

日ひ

の
暮く

れ

る
を
待ま

ち

兼か
ね

し
が
、「
お
も
へ
ば
金
山
が
情な

さ
けの
程ほ

ど

、
一
ト
か
た
な
ら
ぬ
心し

ん

底て
い

も
、
も
し
返か

へ

り
う
ち
に
あ
ひ
な
ば
、
さ
ぞ
や
悲
し
く
お
も
ふ
ら
ん
。
又
あ
ふ

こ
と
も
は
か
ら
れ
ず
。」
と
、
又
吉よ

し

原は
ら

へ
行ゆ

き

、
金
山
が
顔か

ほ

を
つ
く
〴
〵
う
ち
な

が
め
、「
今こ

宵よ
い

の
勝し

や

負う
ぶ

心
元も

と

な
し
。
又
逢あ

ふ

こ
と
も
図は

か

ら
れ
ね
ば
、
御お

ん

身み

も
随ず

い

分ぶ
ん

堅け
ん

固ご

に
て
、
若
し
返か

へ

り
打う

ち

に
あ
ふ
た
る
と
き
は
、
是
ま
で
の
契ち

ぎ
りを

お
も
ひ
、
忌き

日に
ち

〳
〵
に
お
も
ひ
出い

だ

し
、
一
遍へ

ん

の
廻ゑ

向か
う

し
て
給
は
れ
が

（
マ
マ
）し

。
浅あ

さ

か
ら
ぬ
御お

ん

身み

が



六
九

情な
さ
け、

未み

来ら
い

永ゑ
い

々
忘わ

す
れれ

は
せ
ぬ
。」
と
う
ち
し
ほ
る
れ
ば
、
金
山
こ
ら
へ
か
ね
て

大
に
笑わ

ら

ひ
、「
い
か
さ
ま
侍さ

む

ら
ひ
か
た
気ぎ

に
て
左さ

や
う
に
お
ぼ
す
も
断

こ
と
は
り

な
が

ら
、
是
ま
で
か
な
ら
ず
替か
わ

る
ま
い
と
書か

い

た
起き

し

証や
う

は
百
本ほ

ん

や
ら
千
本
や
ら
、
か
ぎ

り
も
知し

ら

ぬ
客き

や
くご
と
に
一
々
回ゑ

向か
う

す
る
な
ら
ば
、
勤つ

と
めす
る
日ひ

は
よ
も
あ
る
ま
じ
。

は
や
く
御
帰か

へ

り
遊
ば
せ
。
自み

づ
から
は
用よ

う

事じ

有あ
り

。」
と
襖ふ

す
まを
あ
ら
く
引ひ

き

立た
て

て
、
二
階か

い

座ざ

敷し
き

へ
行ゆ

き

け
れ
ば
、
忠
三
郎
く
わ
つ
と
せ
き
立た

ち

、「
お
の
れ
畜ち

く

生し
や
う

一
ト
う
ち
。」

と
立た

ち

上あ
が

り
し
が
、「
待ま

て

し
ば
し
。
今こ

宵よ
い

の
大だ

い

事じ

を
ふ
ま
へ
な
が
ら
、
短た

ん

慮り
よ

し
て

は
仕し

損そ
ん

ぜ
ん
。
と
は
い
へ
憎に

く

き
畜ち

く

生し
や
う

め
、
よ
し
〳
〵
軍
平
を
討う

つ

て
後の

ち

、
生い

け

て

は
お
か
じ
。」
と
に
が
り
き
つ
て
立
帰か

へ

り
、
既す

で

に
約や

く

束そ
く

の
刻こ

く

限げ
ん

な
れ
ば
、
普ふ

賢げ
ん

寺じ

へ
入い

り

置こ
み

し
に
、
軍
平
既す

で

に
待ま

ち

か
け
た
り
。「
い
ざ
小
わ
つ
ぱ
め
、
お
ふ
で
と

倶と
も

に
成

じ
や
う

仏ぶ
つ

せ
よ
。」
と
切き

つ

て
か
ゝ
れ
ば
、「
合が

つ

点て
ん

。」
と
抜ぬ

き

合あ
わ
せ
て
切き

り

結む
す

ぶ
。
剣け

ん

術じ
ゆ
つ

修し
ゆ

練れ
ん

の
軍
平
が
ふ
み
込こ

み

〳
〵
、
巻ま

く

り
立た

つ

る
刀か

た
なは
い
な
づ
ま
。
磯
嶋
が
既す

で

に

危あ
や

ふ
く
見み

へ
し
所
に
、
軍
平
が
後う

し
ろよ
り
小こ

し

性や
う

だ
ち
の
侍

さ
ふ
ら
い、
ふ
か
あ
み
笠が

さ

に
か

ほ
隠か

く

し
、
刀か

た
な
を
抜ぬ

い

て
軍
平
が
左
の
か
た
さ
き
す
つ
ぱ
と
き
る
。「
ハ
ツ
。」
と

後う
し
ろへ
ふ
り
か
へ
る
を
付つ

け

込こ
む

磯
嶋
、
軍
平
を
大
げ
さ
に
き
り
付
た
り
。

　

と
ゞ
め
を
さ
し
て
刀か
た
なを

お
さ
め
、
小
ご
し
を
屈か

ゞ

め
、「
ど
な
た
か
は
危あ

や
うき

所

を
御
助す
け

太だ

刀ち

、
か
た
き
を
う
た
せ
給
は
る
こ
と
忝

か
た
じ
け
なし

。」
と
一
礼れ

い

す
れ
ば
、

彼か
の

侍
さ
ふ
ら
いあ

み
笠が

さ

と
れ
ば
、
金
山
が
男
出で

立た
ち

に
又
び
つ
く
り
。「
こ
れ
は
〳
〵
。」

と
ば
か
り
に
て
あ
き
れ
果は

つ

れ
ば
、
金
山
、「
今こ

ん

晩ば
ん

部へ

屋
へ
見
へ
し
時
、
う
ち
し

ほ
れ
た
る
御
心
、『
そ
れ
で
は
敵か

た
きは

う
た
れ
ぬ
。』
と
あ
い
そ
つ
き
い
ふ
た
時
、

妾わ
た
しが

心
の
苦く

る

し
さ
は
血ち

を
吐は

く

や
ふ
に
あ
り
し
ぞ
や
。
は
げ
み
は
付
た
れ
ど
も

心こ
ゝ
ろ

元も
と

な
く
、
且か

つ

又ま
た

ふ
か
く
ち
か
ひ
し
身
が
じ
つ
と
し
て
居い

ら
れ
ふ
か
。
二
階か

い

の
客き

や
くを
た
ぶ
ら
か
し
、
大
小
あ
み
笠が

さ

ぬ
す
み
出い

だ

し
、
跡
を
慕し

た

ふ
て
参
り
し
。」

と
聞き

い

て
、
磯
嶋
か
ん
じ
入
、「
其
心
と
は
露つ

ゆ

し
ら
ず
、『
お
の
れ
畜ち

く

生し
や
う

一
ト
う

ち
。』
と
い
ふ
た
詞こ

と
ば
が
は
づ
か
し
い
。」
と
互た

が
い
に
わ
つ
と
泣な

き

け
る
が
、「
ま
づ

〳
〵
、
客き

や
くの
し
ら
ぬ
う
ち
に
早は

や

く
帰か

へ
りて
首し

ゆ

尾び

よ
く
せ
よ
。」
と
金
山
を
返
し
、

夫そ
れ

よ
り
足あ

し

利か
ゞ

将し
や
う

軍ぐ
ん

へ
願
ひ
出い

で

、
大
内
義よ

し

隆た
か

へ
も
訴

う
つ
た
へけ

れ
ば
、
義
隆
喜よ

ろ
こび

斜
な
ゝ
め

な
ら
ず
、
磯
嶋
を
召め

し

か
へ
し
、
新あ

ら
た

に
五
千
貫ぐ

わ
ん

を
ぞ
領れ

う

じ
け
る
。
周す

防は
う

へ
引
と

る
時じ

分ぶ
ん

に
、
金
山
を
ば
義
隆
よ
り
請う

け

出い
だ

し
て
、
磯
嶋
が
妻さ

い

女じ
よ

に
申
付
ら
れ
し
と

ぞ
、
目
出
度
に
申
伝つ

た
へて

む
か
し
が
た
り
と
は
な
り
ぬ
。

怪
談
雨
之
燈
第
五
終

刊
記
（
裏
見
返
し
）
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